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【電子書籍版をお読みになる前にご確認ください】





　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。また、ご覧になる機種により、表示の差が認められる場合があります。

　本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、インターネット上に掲載する事、有償無償に関わらずデータを第三者に譲渡する事を禁じます。なお、個人利用の目的であっても、コピーガードを解除しての複製は、法律で禁じられています。

　あらかじめご了承ください。
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ｓｉｄｅ：ユキ

　只今、ホワイトフォレストの客間にてのんびり待機中。

　すでに、魔力補給は終わっているが、日は暮れていて、当初の予定通り午前中は荷物をかき集めるふりをして、ホワイトフォレスト近郊の索敵をしていた。

　昨日リエルとラッツが潰した拠点以外に敵はなく、ひとまずはホワイトフォレストの一件は終わった。

　だが、ほぼ同時に、エナーリアへ聖剣の確認に向かわせていた嫁さんとコメットの方にも襲撃があったと報告が来た。

『というわけで、敵の襲撃があったよ』

「嫁さんたちは無事か？」

『はいはい。私たちは無事ですよ。お兄さん』

『はい。指一本触れさせてません』

『ユキさん。この通り、３人とも無事です』

　ふう。

　とりあえず、３人とも無事のようだ。

　ドッペルとはいえ、嫁さんが傷つくのは嫌だしな。

　エリスから、ちゃんと皆は無事と報告は来ていても聞かずにはいられないのだ。

『ん？　なんか私だけ温度差がある気がするよ？』

「そりゃ、嫁さんじゃないし」

『うっわー。傷ついた、心の底から傷ついたよ』

　なんか、私はひどく傷ついたとオーバーアクションをするコメット。

　……こういうタイプは脅おどすか、無視するかに限る。

　ま、一応、リクエストは聞いておこう。

「ヒフィーに報告するのと無視どっちがいい？」

『すみません。無視でお願いします』

　脊せき髄ずい反射だな。

　どれだけ、ヒフィーに報告されるの嫌なんだよ……。

「で、聖剣の確認は取れたか？」

『あ、うん。取れたよ』

「どうだった？」

『うーん。まだ、簡単にしかまとめられていないけど、それでいいなら』

「それでいい。というか、襲撃が重なりすぎているからな。いい加減、表立って敵が動き出しそうだ。少しでも情報が欲しい」

『それは同意だね。じゃ、報告書は別で出すから、そっちもちゃんと目を通しておいてくれよ』

「分かってる」

『じゃ、簡かん潔けつに言うと。ディフェスのベツ剣をそのままコピーしたようなものだね』

「ディフェスっていうと、聖剣使いのリーダーか？」

『そうそう。前にも話したと思うけど、光のベツ剣は複数存在しない。だから、私はてっきり、自作で作り上げたものかと思ってたんだ。でも、見てみれば構造や術式も同じときたもんだ』

「聖剣や魔剣を作る上で、似通った可能性はないのか？」

『似通っているじゃすまないレベルなんだよね。言っただろう？　コピーだって。まったくそのままなんだ。姿形は当然として、中の術式もだ』

　魔術の術式は一種の芸術のようなものだ。

　いや、技術というのは、簡略化や効率化を進めると、いつか辿り着く場所は似通ったものだろうが、それでもそれぞれの特色というのが出る。

　たとえば武器としての刃物。

　一般的に剣と呼ばれる分類であるが、これにも種類があるのは知っての通りだ。

　西洋のロングソード、ちょっとズレて湾曲したシミター、炎のように刀身が波打っているフランベルジュ、日本でいうなれば、打刀、大太刀、小太刀、太刀と刀にも種類が存在する。

　素人しろうとから見れば同じ剣であるが、その使い勝手や性質はまったく違うのだ。

　つまり、その第一人者であるコメットがコピーと言うからには、そっくりそのままということなのだ。

『私がわざわざ適当に刻んだそれっぽい銘もそのままだね』

「ということは、敵がダンジョンコアを利用して、聖剣や魔剣を生産していると見るべきだな」

『おそらくはね。運よくこれだけが模造品でしたーってのは都合が良すぎるだろう』

「はぁー。嫌な発見だな。なぜ、聖剣の模倣品がエナーリアにあるかは分からないが、つまりは、ディフェスの聖剣を何かしらの手段で触るか見る機会があったんだろうな、今ダンジョンマスターっぽいことをしている奴は」

『だろうね。でも不思議なんだよね。エクス王国に安置されているベツ剣は別の属性だ。なんでそれではなく、わざわざディフェス専用の光のベツ剣を模倣したのかとか』

「まあ、色々予想は立てられるけどな。お国の家宝を量産しました。では問題大アリだろう？」

『ああ、そりゃ色々まずいね。なまじそのままコピーだから、動かないならまだしも、まかり間違って動いたのなら、盗んだと思われるよ』

「そこは考えても仕方がない。で、今の話で不思議だったんだが、なんでライトは個人認証を抜けてベツ剣を使えたんだ？」

　そう、聖剣にはその高すぎる威力から個別認証機能がついている。

　魔剣も魔力が一定量ないと使えないから、そういう関係の制限をつけて、聖剣使いのメンバーたちは一定量だけ生産した。

『あー、それは私も不思議だったんだけど。ホワイトフォレストの時に個別認識をショートさせてたじゃん。たぶんあの関係を使ったんじゃない？』

「そういうことか」

『ま、今より精度は下だったろうし、ある意味、実験も兼ねていたのかもね』

「ということは、ライトの経歴を洗えば何か分かるかもな」

『だね。とりあえず、私もそのライト君に会ってみるよ。エナーリアにいるみたいだしね』

「頼む。こっちは明日にはホワイトフォレストを出る予定だし、エクス王国へ侵入する手段を考えてみる」

『あいよー。任せておいて』

　そう言ってコールが切れる。

「さて、エクス王国にどうやって入り込むかねー」

「さすがに、正面からの入国は厳しいと思いますわ」

「そうなんだよな。国の支援を受けて入国すれば、確実に見張りが付く」

　サマンサの言う通り、俺たちが正面から堂々と行けば、絶対相手は警戒する。

　どうにでもなるが、わざわざこちらの行動を知らせるのもどうかと思う。

「……でも、すでにユキたちは各国で名が知られている。エクス王国にも絶対情報は行っている。こっそり侵入は無理だと思う」

「私もクリーナの意見は一理あると思います。すでに私がいたジルバには名が轟いていますし、エナーリア、学府、アグウストでの大立ち回りで、その間にあるエクスに情報が届いていないわけがない。ここまで大掛かりな仕掛けをしている大国が計画の邪魔になる勢力の情報を集めていないわけがない。こっそり侵入できたと思って監視されてたでは意味がないどころか、逆に手痛いことになりかねないと思います」

「クリーナとジェシカの言うことは分かる。どっちもどっちなんだよなー」

　一長一短。

　というか、今まで暴れすぎたな。

　ここに来て、勇名が邪魔になってきた。

　どっちにしても、名が邪魔で、侮ってもらえない。

　世の中、最大ダメージを与えるには相手の油断しきった場所に渾身の一撃を加えることが重要なのだ。

　つまり、予想だにしていなかった事態であることが、良いわけ。

　俺たちが来た時点で構えられていたら、威力が半減する。

　力ちから尽ずくでできないことはないが、こっちも隠している手の内を出さないといけない。

　それは、今まで信頼関係を築いた国々に不信感を与えるだろう。

　傭よう兵へい団で国を正面から制圧とか、誰だって警戒するわ。

　ということで、力尽くは今後の展開的にも遠慮したい。

「そういうことなら……」

「ん？　トーリ、何か良い案でもあるのか？」

「……ある」

「カヤもか？」

「僕もあるよ!!　ほら、モーブさんたちだよ!!」
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「あー、リエルが言っちゃった……」

「空気読めてない。ここは３人一緒に言うべき」

「あ、ごめん」

　３人はそんな感じで、ワイワイやっているが……。

「すっかり忘れてた」

　うんうん。

　他の皆も同様に頷く。

　確かに、こんな事態のために、ずーっと亜人の村に待機してもらって、普段は亜人との友好関係を取り持つために、治安維い持じに努めてもらっていたんだっけ？

「エリス。今、モーブたちは動けそうか？」

「えーっと……、ちょっと待ってくださいね。私もすっかり……」

　あ、うん。

　エリスですら記憶の彼方かなたか。

　ま、しゃーないよな。

　あの３人が活躍したのって、リテアの時と、冒険者ギルドの設立の時ぐらいで、こっちに来てからも、すぐに亜人の村に放置だからな。

　俺も、報告書は異常なしぐらいしか読んでない。

「えーっと、相変わらず、報告書は異常なしですね。まあ、最近あの村にホワイトフォレストに行かなかった反発者もかなり集まっているので、多少治安が悪いみたいですが、それもモーブさんたちがしっかり抑えているようです」

「そういえば、ホワイトフォレストみたいに魔剣が亜人に流されてないのか？」

「今のところはそういう報告はありませんね」

「なら問題なさそうだな。俺たちが代わりに亜人の村に入って、モーブたちにはエクス王国に行ってもらおう。ま、いい掃除もできるだろうしな」

「掃除ですか？」

「そう、掃除。モーブたちという抑え役がいなくなって、俺たちが入れば不満を持っている奴が何かしら行動を起こすだろう。俺たちのことを知っているのは初期の村のメンバーだけだ。新しくよそから集まってきた奴らはモーブ以外は知らない。モーブたちがいなくなったなら、あの村を仕切ろうと思う奴も出てくるだろうよ」

「そう……ですね。十分あり得ると思います」

「エクス王国が動き出すのはおそらく、ダンジョンコアを回収した後だ。本来なら聖剣も回収したかったんだろうな。エナーリアの方も、わざわざ疲れさせる方向で動いたのに、よくばって魔剣使いやうちの嫁さんを狙ったのが間違いだったなー」

「ちょっと待ってください。ユキはエナーリアでルルアたちが襲われたのはついでだったと思うのですか？」

　ジェシカが疑問を言ってくる。

「ん？　あくまでこっちの予想だ。襲撃は俺たちがエナーリアに来た時に起こっていたし、今度で２度目だ。だけど、今回はすでに魔剣の倉庫は押さえられていて、荷物検査や武器所持についてはかなり厳しくなっている。特にスィーア教会ではな。これじゃ、襲撃事件を起こそうにも、外部からはかなり遠くからしかできない。その間に聖女は逃がされるし、警備態勢もさらに上がるだろ？」

「それは当然ですね。なら内部犯というのは？」

「内部犯ならあんなことする必要はないな。もっと前に行動を起こしてもおかしくない。ついでに、嫁さんたちの大立ち回りを知っているだろうから、わざわざ戦いを挑むっていう発想は起きない」

「……ですね」

「まあ、消去法のような感じだよ。なら、この状況をなぜ起こしたのか？　力尽くではなく、間接的に、教会を一時的に疲弊させたかったんだ。つまり、全体的に疲れさせるのが目的。暗殺ならもっといい方法があるだろう？　なら、残るはあと１つ」

「……教会に収められている聖剣というわけですか。疲れていて警備の穴ができやすい。そこを狙って聖剣を奪取しようとした」

「その時、幸か不幸か、嫁さんたちとエージルも聖剣の確認でその場に居合わせた。で、欲が出たのか、陽動なのか知らんが、どのみち、今やエナーリアで聖女扱いの嫁さんたちが殺されれば、それだけで国としては動きにくくなるし痛手だ。もっと局所的なことを言えば、教会の警備は嫁さんたちに集まるだろう？　エージルも一緒に襲われたのは、聖女を狙っているぞと言うアピールだよ。そうすれば、軍の方も嫁さんたちを守るために動く。それで教会の警備は薄くなる」

「なるほど、傷をつけるだけでも良かったのですか」

「そうそう。それで一回外に逃げるふりでもすれば、それを追って、警備とかは外に出る。まあ、前提が間違っていたんだけどな」

「私たちを傷つけるというのはほぼ不可能ですし……」

「万が一傷つけたら、皆で速攻捕縛だろう」

「ですね」

「とまあ、向こうの狙いは簡単に言えば各国にある有用な物を奪って国力を下げたいんだ。暴動も兵力や治安を削るって意味でな。だから、ヒフィーは亜人の村々へは魔剣を送ってなかったみたいだが、エクス王国はそうじゃない可能性もある。俺たちが入れ替わった時に……」

「襲ってくると？」

「たぶんな。亜人の村々は不確定要素。エクス王国とぶつかっている時に後ろで動かれたくないし、モーブたちがエクス王国で色々情報収集しているうちに、行動を起こしてくれるとありがたいんだけどな」

　餌をぶら下げて待ってみるのも悪くないだろ。

　嫁さんたち、特に亜人って分類されるトーリやリエル、カヤについてはずいぶんご執心な連中もいたし、煽あおるには十分な手札が揃っている。

「と、モーブさんに連絡が取れました」

「ありがとう、エリス。モーブ、話は聞こえるか？」

『なんだよ？　もう亜人の村は寝静まる時間だぞ。ウィードとは違うんだよ。というか勤務時間は終わりだから、これからウィードの酒屋に行くつもりなんだが……』

「代わりに良い酒を奢ってやるから、ちょっとウィードの会議室に来てくれ。３人にちょいと頼みがある」

『へぇ。ようやく、俺たちもお外ってわけか』

「ああ」

　お留守番ってつまらないものな。

　新しい世界を前に待てをしてた俺はそのつらさがよく分かる。
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ｓｉｄｅ：モーブ

　冒険者。

　それは死と隣り合わせの職業である。

　だが、冒険者になろうとする者は後を絶たない。

　それは、冒険者にそれだけの可能性があるからだ。

　財宝を見つけたり、大いなる魔物を倒したり、刺激的な人生を送りたいと思うのであれば、これ以上の職種はないだろう。

　しかし、それを成し得るのはほんの一握りである。

　今日は、その一握りの、ある冒険者の話をしよう。







プロジェクトΩ　挑戦者たち　冒険者ランク８への軌跡

　剣の国と言われるノゴーシュ、剣にまつわることが発展している片田舎で一つの命が生まれた。

　その名はモーブ。

　特に裕福でもないが、片田舎であっても特に食うに困るようなことはなく、幸せと呼べる場所に生を受けた。

　彼は三男で、上に姉と兄がいて、両親、兄妹に温かく見守られて、すくすくと成長してゆく。

　そしてある日、モーブ少年の運命を変える出来事が起こる。

「……みんな何してるの？」

　その日、モーブは珍しく朝早くに目を覚まして、１人で起きられたことを自慢しようと家族を探したのだが、誰も家にはいなかった。

　なら、外だろうとドアを開けると、予想通りに皆はいたのだが、その光景に思わず朝の挨拶をしないで声をかける。

「あ、モーブ。もう起きたのかい？　おはよう」

「うん。おはよう。で、兄ちゃん。それ何持っているの？」

「あー。父さん、どうしよう？」

「ふむ。これもこの国に生まれた運命という奴だろう。母さん、子供用のがあるだろう？」

「まだちょっと早いと思うけど……。はい」

　そう言って、母から手渡されたのは、子供用の木剣。

「うわっ」

　だが、まだ小さいモーブには重く取り落としてしまう。

「あはは。まだモーブには重かったか。ほら、こう持つんだよ」

　兄に手ほどきを受けて、その日初めてモーブは剣を握った。

　それが、モーブと剣の出会いであった。

　それから、モーブは家族と一緒に、生活の一環のように、剣の訓練を始める。

　強いられることもなく、嫌がることもなく、ただそれを普通にこなしていたモーブの剣の腕はみるみる上がっていた。

　そんな日々を過ごしていたある日、魔物が村にやってきたのだ。

　父や母も、姉も兄も、剣を持って戦いに出る。

　モーブは家にいるように言われたが、自分も何かできるのではと、木剣を持って家を飛び出した。

「にいちゃ……」

「モーブ!?　なんで出てきた!!」

「１匹抜けたぞ!!」

「モーブ!!　逃げなさい!!」

「え」

　気が付けば、モーブの目の前には狼の魔物が大口を開けて――。




「って、なんだよこれ!?」

　咄とつ嗟さに、この映像を流しているであろう機械のコンセントを抜く。

　こういう機械はすべて電源がいるからな。

　ウィードでの生活に慣れてなかったら、こんな的確な動きはできなかっただろう。

「あーあ、止めちゃったか」

「誰だって止めるわ!!　なんだよ、さっきのは!!」

「えーっと……、確か……」

　ユキが悩んでいると、会議室のドアが開かれて、そこからエリスが書類を持って現れる。

「モーブさんの反応を見るに、やはり事実に近いとみていいでしょうか？」

「いや、事実というか、妙な再現するなよ。で、なんでこんなものを」

「はい。実は、冒険者ギルドの方から、高ランクの人物の物語は後人の勉強になるだろうということで、ウィードが全面的に協力して、モーブさんの過去を洗ってあのような映像を作ってみました」

「ギルドからの要請ね……その協力者はお前らか？」

　そう言って、一緒に会議室へ来た仲間２人を見る。

　確かに、俺よりは動揺は少ない。

「いや、特に悪気があったわけじゃない。後人のためにというのはよく分かる話だったしな」

「ええ。まあ、このような映画風の映像にするとは思いませんでしたが」

「ま、そんな理由だ。ちゃんと、お前が街を襲ったとか、エルジュを奴ど隷れいにしたとかはなかったことにしてるから心配するな」

「そこまですでに作ってんのかよ!!」

　本当にユキは油断ならねぇな。

「反応を見るに上々だ。あとはギルドの面々の判断でいいだろう」

「はい。分かりました。冒険者ギルドに送っておきます」

「おいこら!?　って俺を弄いじるために、呼んだとか言わねーだろうな!!」

「いや、さすがにそういうつもりはない。いつもの前座みたいなものだよ」

　前座にしては大掛かりすぎだろう。

　というか絶対あれは本当に冒険者ギルドに回すつもりだな。

　後で冒険者ギルドに行って差し止めてもらおう。

　あんな恥ずかしい映像を流されれば、今後ウィードで表を歩けなくなる。

「俺たちの動きはどこまで知っている？」

「は？　どういう意味だ？」

「新大陸の状況だよ」

「あー、どこから言えばいいんだ？」

「ま、とりあえず長話になるから、座ろうぜ」

「ああ」

　そう言われ、俺たちは座って、お茶が配られるのを待ってユキが再び口を開く。

「で、どこまで話は知っている？」

「進行状況っていうなら、お前らはホワイトフォレストでの用事が終わったところだろう？」

「そうだ。で、残るはエクス王国だ」

「敵の本丸の可能性があるって言ってたよな」

「そう。で、ちょっと動きにくくなった」

「動きにくく？」

「今までは、各国の名借りが非常に有効だったけど、敵の本拠点の場合は逆に狙われる可能性もあるし、行動が監視される。こっそり行こうにも俺たちの名前や面は割れている可能性が高い」

「ああ、そりゃ動きにくいだろうな」

　俺も一躍有名になった時は、なんでか知らないが、よその街に行っても名前や顔を知られていることがよくあった。

　それで変に飲み屋に行けなくなったんだよな。

　嫁さんに情報が行って折檻されるんだ。

　ありゃ面倒だった。

　俺が当時を思い出していると、横に座っているライヤは納得がいったのか頷いて口を開く。

「ああ、それで俺たちにエクス王国へ行って欲しいわけだ。文字通り無名の俺たちに」

「そういうこと」

「そういうことですか。確かに、私たちがエクス王国に行く分には何も問題はないですね。亜人の村で過ごしていますし、新大陸でユキたちと行動を共にしたのは最初の最初だけ。これなら疑われる要素は少ないでしょう」

「ああ。なるほどな」

　納得がいった。

　確かに俺たちは、新大陸では亜人の村のまとめ役でしかない。

　カースの言う通り無名の冒険者は、ウィードの方だから、新大陸では傭兵か。

「で、頼めるか？　報告書を見る限り、亜人の村はそこまで問題があるようには見えないが」

「ん？　ああ、まあ血の気の多い奴はいるが、それだけだ。俺たちも新大陸は歩いて回ったことがないから、願ったり叶かなったりだな」

「だな」

「問題ありません」

「よし、じゃあ、エクス王国の調査を頼みたい。亜人の村の方は代わりを入れるから心配しなくていい」

「分かった。で、俺たちはエクス王国に行って、何をすればいいんだ？　王城でも制圧すればいいのか？」

「お前らが王様やりたいなら止めない」

「断る」

「嫌です」

「即答かよ。お前ら」

　なぜか、ライヤとカースが即答で断る。

「一国一城の主だぞ？　少しは悩まないか？」

「なら、モーブがやってもいいぞ」

「ですね」

「いや。俺も断る」

　クソ面倒なのはカースの話や、ユキの忙しさを見れば分かるしな。

　暴君なら楽なんだろうが、そんなことすれば暗殺とか、そもそも、ユキにやられるわ。

「というか、ダンジョンマスターみたいなのもいるから、王様を倒しても終わりとは限らないけどな」

「ああ、そう言えば、そんなのがいるって話だな」

「だから。警戒されていなくて、ダンジョンについての知識もあって、その攻略もしていて、世間慣れしている３人が最適だと思ったわけだ」

「いや、世間といっても、ウィードの方の大陸であって、新大陸は未経験だけどな」

「そこまで変わらんよ。俺が嫁さんたちを連れてゾロゾロ歩いているよりは遥かにマシだ」

「そりゃな。で、具体的には何を調べればいい？」

　そこを聞いておかないと、何もできない。

「あー、そういうのはいるよな。正直俺も悩んでいるんだよな」

「ユキにしちゃ珍しいな」

「いや、俺なら徹底的に隠すか、山ほどそれらしいものを置いて隠いん蔽ぺいするからな」

「……そういうことか」

「だから……そうだなー。ひとまずは魔剣の生産場所だな。ダンジョン内で生産していたとしても、外に出すための出入り口があるわけだ。そこさえ分かれば芋蔓式だとは思う」

「だな」

「あとは、ダンジョンマスターみたいなのが誰なのか？　ってところだな」

「それが分かれば苦労しないな」

「というわけで、結構アバウトなんだよ。マジでお前らの経験と勘を頼りにしたいわけだ。最初からエクス王国へのアプローチが違うからな。俺たちはある程度、身分があってだけど、そっちは何もなしの傭兵だ。どう立ち回るのがいいのかさっぱり分からん。ま、ひとまずの方針は、面倒がないようにこっそり相手を全部調べ上げて、ここ一番の時に大痛手を負ってもらって、こっちの良いように動かしたい」

「お前がいつも通りの腹黒い方針なのは分かった」

「まあ、なんというか、ロシュールにおつかいに行った時のような感じがいいのかもしれないな」

「そうですね。そんな感じですね」

「ああ、そう言えば、あの時の状況に似ているな。あの時はエリスたちを迎え入れるのが目的だったんだけど、今回は調べ物が優先って感じだな」

　そうそう。

　お姫様たちの援護はあくまでもついでみたいなもんだったからな。

「あ、それなら奴隷を数人また引き取ってもいいかもな」

「またどうしてだ？」

「情報収集に一番いいだろう？　下手に聞きまわるより安全だ。他の国ではそこまでする必要がなかったけど、エクス王国はお前ら３人だけだからな。となると、孤児とか、奴隷が情報を集めるには、狙い目だろ？」

「たしかになー」

「運が良ければ元貴族の奴隷もいたりして、情報回収できるかもしれない。幸い、金はあるからな。奴隷を数人引き取るぐらいは簡単だろうさ。そっちの情報収集はこっちでやるから、奴隷を引き取ったらいったんエクス王国から連れ出してくれ。相手に察知されない距離でダンジョンを構築しておく」

「分かった」

　なんか、ますますロシュールに行ったときのような状態だな。

　確かあの時は奴隷を選ぶ上で……。

「あ、今回も女性は最低１人ずつな。お婆さんとかはなし。ちゃんとネタになりやすいので」

「やっぱりかよ!?　情報収集だろ!?　年寄りとか、こう盗とう賊ぞくやってた感じの男の方がいいだろう!!」

「あほ。年寄りを奴隷で売るかよ。働けない奴なんて商売にならんだろう」

「……確かに」

「で、男の奴隷も否定しない。が、女性も必ず入れろっていうのは、多方面からの情報収集がいるからだ。男の方は酒場にでも行って飲み明かして聞いてもいいだろうが、女性相手にはそうはいかんだろう？　それともなんだ、口く説どき落としてみせるってか？」

「それは無理だ。俺はまだ嫁さんだけなんだよ」

　俺はそう言って、他の２人も首を横に振る。

　簡単に女を引っかけられるわけがない。

「だろ。だから、奴隷から女性を引っ張ってきた方が楽なんだよ」

「真面目な理由があるなら先に言えよ」

「いや、結局はお前らを弄るのは変わらないし、せいぜい俺の弄りが吹き飛ぶほどの相手でも見つけてきてくれ」

「お前って奴は……」

「真面目にやりすぎてもダメなんだよ。何事も適確で的確に、事に当たることは不可能だ。完かん璧ぺきなんてないしな。どこかで遊びを入れた方が案外どうにかなるもんだ」

「……確かになー。剣も真剣に練習したからって、いいわけでもないからな」

　ちゃんと休息を入れて、初心を忘れないようにして、心の余裕もないといけないんだよな。

　しかし、ユキに弄られるのは勘かん弁べんだ。

　なんとかして、こう、情報を握っていそうな女を探そう!!

　俺はそう、心に固く誓った。
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ｓｉｄｅ：モーブ

　穏やかな空、広がる平原、小川のせせらぎ。

　穏やかな風景だ。

　気配も小動物程度で、魔物もいない。

　カッポカッポと馬の足音だけが響く。

　平和だ。

「暇ひまだな」

　俺は不意にそんな言葉を吐く。

「まあ、魔物自体も少ないからな。出るとしても盗賊ぐらいだろう」

「その盗賊も、こんな開けた場所で構えるなんてことはしませんね。いたらただのバカです」

　ライヤとカースがそんな返事を返して、のんびり道を進む。

「……」

「……」

「……」

　会話が続かない。

　いや、続ける必要はないんだが、何かこの沈ちん黙もくは違うんだ。

　時間を持て余している沈黙なんだよ。

　仕事に集中している状態でもないし、何かやっているわけでもない。

　ただボーっとしている感じなのだ。

「なあ。なんで俺たち馬に乗って、こんな長閑のどかな道を進んでいるんだ？」

「そりゃ、仕事だろ」

「なんで、こんなに緊張感がないんだろうな」

「それは、外敵もいませんし、潜入調査といっても、普通に見物みたいなものですからね」

　違うんだよ。

　俺はそんなことが聞きたいんじゃない。

「お前ら、もっと何か話すことはないのかよ。俺ばかりに喋しやべらせるなよ」

　そう、なんで俺からずっと話を振っているんだ？

　こんな長閑すぎると、話でもしてないと眠くなるわ。

「いや、無理に喋らなくていいだろう」

「ですね。こういうのんびりも悪くないでしょう。寝てても大丈夫ですよ。何かあれば起こしますし」

「だから、眠るのももったいないって話だよ。もっとこう、何か面白い話ないのか？」

「ない」

「ないですね」

「くそー。なんで40キロも馬で進むんだよ……。車で近くまで行けばいいだろうに……」

「いや。それは無理だ」

「というか、ギリギリまで近づいてここですからね。これ以上は人の目を警戒しないといけませんし」

「ようやく車の免許を取って、運転できるようになったのによ。また馬とか……」

　そう、ようやく車に乗れるようになったのだ。

　ちょいちょい時間が空いている時に、ウィードの教習所に通っていたのだ。

　ユキの故郷みたいに誰でも取れるわけではなく、ウィードでの職種上仕方のないものや、俺みたいな冒険者高ランクだったり、ウィードの重役だったりすると運転免許を取れる。

　まあ、金持ちの道楽みたいなものだからな。

　燃料もウィードじゃないと手に入らないし、整備もできない。

　まだまだ、馬車の方が世間的には便利ということだ。

　個人的には車が普及すればすげー便利だと思うんだが、まだまだ技術が追い付いていないらしい。

　まあ、車も日本からの取り寄せだしな。

　ウィードの国産車も作れないのに、世界普及とか無理な話か。

「それは同情するが、仕事だしな」

「帰ったら同乗させてもらいますよ」

「へいへい。しかし、よくウィードに馬がいたな」

　俺は思い出したように、今乗っている馬を見る。

　車という、馬を軽く超える乗り物が存在するウィードなのだ。

　いまさら馬を飼う理由がない。

　食事、世話と車よりもはるかに維持は面倒なのだ。

「いや、普通に馬はいるぞ」

「そうだったか？」

「まあ、ウィード内部では冒険者区ぐらいですからね。馬の乗り入れは入り口で止めていますから。衛生上の問題や通行人に危険もありますからね」

「いや、それは外部からだろ。冒険者区の方も、ギルドの所有だろう？」

　商人が馬なしで荷物を運んでくるわけがない。

　冒険者ギルドの方も、ダンジョンに行くのに徒歩とか鬼だと思うしな。

「その２つはモーブの言う通りだが、ウィードも馬を普通に所有しているからな」

「そんなのあったか？」

「ある。まず１つは軍。あくまでも、ユキはこの時代の歩調に合わせているからな。戦車とかトンデモ兵器を出すのは最後の手段だ」

「ああ、そういや。あったな」

「次に、新規にダンジョンと交易を持ちたい国への移動手段。車は確かに便利だが、紛失した場合は非常に面倒だ。盗難の可能性もあるからな。なので、そこは馬で済ませる」

「なるほどなー」

「そして、それらの需要に応えるために、馬を育てて販売するという場所もある」

「そこまでやっているのか」

「できますからね。他国から若馬を買ったり、生ませたりで数を増やそうとはしています。まあ、まだ始めて１年そこらですから、結果は出ていませんが。自国でやる方がいいでしょう。その分の良い干し草という餌の買い入れもありますからね。そういうところで他国にもちゃんとお金が行くようにしているんですよ」

「……難しいがなんとなく分かった」

　結局、経済関連になるわけだ。

　あー、頭痛い。

　俺はそんなのとは無縁の生活でいいね。

　毎月安定した給料貰って、のんびり過ごすだけでいいわ。

「ま、とりあえず。今の話から分かったのは、エクス王国に行っても、俺たちが真正面から乗り込んでなんとかするのはやめておこうってことだな」

「だな。経済関連はさっぱりだし、それをどうにかする気もない」

「あと、相手にはダンジョンマスターに準じた者もいますし、俺たち３人では返り討ちにされる可能性が高いでしょう」

「そこだ。相手もダンジョンマスターってのは初めてだ。俺たちが来たのは本当にばれていないのか？」

　ユキの監視体制は俺たちがよく知っている。

　だから、そこが非常に気になる。

　すでにばれていたりとかな。

「それはないとは言えないが。まあ可能性は低いだろう」

「ですね。俺たちの体はドッペルですし、ばれているのならば、制御を奪って情報を取ろうとするでしょう。泳がせる意味はないですし」

「確かにな。そういう意味でも大人しくしていた方がいいわけだよな」

「ああ。目をつけられれば監視が来るだろう。そうなれば相手が俺たちの正体に気が付く可能性も上がる」

「やっぱり予定通りなわけか。ユキが完璧に作戦を組むせいで、俺たちで話を詰める理由もないわー。話題がないわー」

　俺たちがここで話しても仕方のないことだよな。

　……ああ、長閑すぎる。

「まあ、エクス王都内では奴隷を買うこと以外は自由ですし、そっちの予定とかを決めたらどうですか？」

「予定ねー。とりあえず、宿を探すだろ」

「ああ、そうしないと、野宿だしな」

「どの程度の宿に泊まるつもりですか？」

「そりゃー……あれ？　傭兵ってどの程度の宿に泊まるんだ？」

「まずはそこからだな。まあ食事処にでも行って情報を集めよう」

「ですね。そういえば美味おいしい物とかも分かりませんね」

「げっ、それは死活問題だぞ。ウィード並み、とはいかないまでも、まともな飯は食いたい」

　マズイ飯で何日も過ごすとか、正直勘弁願いたい。

　飯がマズイ国でありませんように!!

「そうだな。そこに力を入れるか」

「いいですね。いい放浪理由にもなりそうです」

「美味うまい物目当てってことか？」

「ええ。冒険者の中にもいたでしょう？　美味い物目当てで旅先を決めている連中は」

　確かに、そういう連中はいたし、理由も納得できる。

　門兵に仕事を探しに王都へ、って言ったら怪しまれる。なぜなら、何かしら飯の種、つまり傭兵としての仕事、戦いの臭いを嗅かぎ取って来たということになるからだ。

　王都はその国で最も治安が良くなくてはいけないし、傭兵としての仕事はお偉いさんを守ることぐらいだ。呼び出されたならともかく、仕事を探すなら、戦場に行けばいいだけだから、それは絶対に怪しまれる。

「よし、その方針でいこう。美味い物目当てなら、怪しまれることもない。ついでに観光だな」

「それなら色々見て、聞いて回るのも不自然じゃないだろう」

「どこに情報が転がっているか分かりませんからね。観光という理由もいいですね。武具店にもいい職人を探してーとか言えますし」

「下手に目的を決めるとそれ以外で行動しにくくなるからな」

「ま、初めての国の王都だ。お上のぼりさんに見えるだろうさ」

「ですね。あ、そうだ、美味しい物目当てと観光目的で潜入するって、ユキに報告した方がよくないですか？」

「そうだな。後々エクス王国で合流するかもしれないし、口裏を合わせる必要はあるんじゃないか？」

「だな。今から連絡するわ」

　ということで、その場でコールで連絡を取って、どういうふうにエクス王国に潜入するかをユキに伝える。

「美味い物目当てと観光で潜入するから、ユキたちが来るときは、そういう方向で呼ばれたみたいな感じで頼む」

『おう、了解。しかし、まともな潜入方法考えたな。適当な酒屋で暴れて目をつけられて、そのまま王城へ突入かなーと思ってたんだが。囮おとり役は無理かー』

「おいこら。なんかもの凄すごい言葉が聞こえたぞ。まさか、俺たちに潜入方法や情報収集の方針をほぼ任せたのは……」

『お前ら、というかモーブが勢いに乗って王城を攻め立てたら、色々疎おろそかになるじゃん？　その間に一気に内部調査とかやっちゃおうかなーって。相手も人に準じたものだろうし、監視をしている以上、気を逸らされることをされたら全体を見るのは難しいだろ？』

「……陽動かよ」

『そうだよ。こういうのは意図してやるのと、ただやるのは違うからな。分かる奴は分かるだろ？』

「まあな。何か狙っている奴は、全体を冷静に見てることが多いしな」

　冒険者ギルドの長とか、盗賊の頭とかはそんな感じだ。

『ま、その手を使わないなら使わないでいいんだよ。俺から頼むことでもないしな。３人の危険もちょっとはあると思うし』

「俺たちの心配はちょっとかよ」

『ちょっとだよ。俺たちとは違って無名だからな。モーブたちに今から監視がついてたら、相手の監視体制はもの凄いってことも分かるしな。監視範囲に入った時点で動きがあるだろうさ。ああ、レベルの隠蔽を見破れるって前提だけどな』

「入る時点ですでに囮ってことかよ」

『おう。その反応で相手の技術レベルが分かるからな。地表までダンジョン化しているのか、地下までなのか、監視体制は俺みたいな空中映像なのか、コメットみたいな水鏡なのかとかな』

「お前の頭の中身はどうなってんだか」

『いや、普通だ。俺と同じダンジョンマスターなら、それを予想してやりそうなことを潰して回る。それだけだ』

　聞いているだけではさも当然のことのように聞こえるが、お前が言う当然や普通は、明後日の方向だからな。

　ま、フォローもばっちりなようだし、深く考えるのはやめておこう……。

『あ、奴隷を引き取るってのは忘れるなよ。これはちゃんとこなして欲しいことだからな』

「情報のためだもんな」

『ああ。だが、お前をいじるためでもある』

「それはやめろって!?」

　くそ、奴隷をそっちの方向で見られるのは変わらないか……。

　何としても、無難な奴隷を選ぼう。

　俺はそう心に固く誓った。
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ｓｉｄｅ：モーブ

　エクス王国の王都に近づくにつれ、人が増えてきた。

　荷馬車をたくさん引き連れた商人だったり、旅人だったり、色々だ。

「思ったより、人が流れているな」

「まあ、王都だからな」

「魔物が少ないことも原因の１つじゃないですか？」

「ああ、襲われると言ったら、盗賊ぐらいしかいないのか」

　そういう意味では、町から町への行き来は楽なのか。

　俺たちが通ってきた経路は比較的人通りが少ない所を選んだってユキが言ってたな。

「お、旦那たち、１つどうだい？　安くしとくよ」

　そう言って、俺たちに干し肉を差し出してくるのは、２、３台の荷馬車を引き連れている商人らしき俺たちと同じぐらいの歳の男だ。

　身なりは周りの人に比べて良いので、それなりに名のある商人なのだろう。

　なら、縁を作るのは損じゃないな。

「３つくれ」

「毎度あり」

　特に可もなく不可もない値段で譲ってくれたあたり、商人としては真っ当なんだろうな。

　大体こういう店のない道中では、多少高値になるのだが、コイツはそういうことをしないので、信用がおけそうだ。

　ま、これだけで信用するも何もないけどな。

　受け取った３つの干し肉はライヤとカースに分けて、１人１つずつ食べる。

　口に入れて噛みちぎる。

　……普通だ。

　いや、ウィードに比べたら香辛料とかも使ってないから幾分下なのだが、こっちの流通レベルは知っているし、旅がベースの冒険者だったので、こういう味気のない干し肉は慣れている。

　というか、干し肉を食えるだけマシなんだよなー。

　俺がひよっこの時なんて、草食ってたし。

「旦那たちは見た感じ傭兵だろう？　なんでまた王都なんかに？」

　そんなことを考えているうちに、向こうから話を振ってくれた。

「ん？　ああ、観光だな。あと良い武具がないかってとこだ」

「なるほど。やっぱそんなところだよな。仕事を探すなら王都なんて安定した場所じゃ、コネを使っての護ご衛えいの仕事ぐらいしかないからな」

　俺たちが考えた言い訳は十分通用しそうだな。

　ちょうどいいし、この商人に話を聞いてみるか。

「まあ、そういうことだ。で、そういうあんたは商売か？　王都には何度か足を運んだことが？」

「ちょっと違うな、俺は生まれが王都さ」

「なんだ、いいところのボンボンか。それにしては俺たちみたいな傭兵に普通に話しかけてくるな」

「まあ、ボンボンなのは否定しないし、旦那みたいな傭兵を下に見る奴も多い。だが、こういう伝つ手てはあって損しないからな。情報は下手すると傭兵に聞いた方が良い時もあるからな」

「へえ。色々視野が広いみたいだな」

「広い、ねぇ……俺は王都では、はみ出し者の商人さ。だからわざわざ外に買い付けに行ったりしてるんだよ」

「ん？　外に買い付けに行くのは普通だろ？」

「あんた本当によそ者なんだな。この道から来たってことは、かなり先に行かないと人がいる場所はなかっただろう？」

「あ、ああ。それがどうした？」

　……実際は適当なところでダンジョンから出てきたのでここら辺の地理はさっぱりだ。

　こういう時、どこから来たと下手にいうと怪しまれるな。今後は注意しておこう。

「そっちの方は目ぼしい……って言っても分からねえか。商人にとって良い取引先がないんだ。行くならジルバとかアグウスト、あとはほぼエクス王国の傘下といっていい小諸国方面。俺やあんたたちが歩いた道はただの田舎さ」

「……干されてるのか」

「そういうこった。周りの馬鹿どもは、俺が貧民層相手に小金を稼ぐのが気に入らんらしい。俺が同じ品を仕入れると、値を吊り上げられなくなるからな」

「なるほどな」

「そこら辺の調整をミスったのも俺の責任なんだがな。ま、こうして日々なんとか赤字にならないように、頑張っているってわけさ」

　商売の話はよく分からんが、干されているのはよく分かる。

　そこら辺はどんな商売でもあることだ。冒険者でもな。

　ウィードでは子供冒険者も多いし、ダンジョン冒険者がメインであまり気にされていないが、冒険者なのに外に出ないで、街の仕事ばかり受ける奴はインワーカーって言われて蔑さげすまれていたな。

　外で稼いでなんぼの冒険者で、そんな小銭稼ぐなら他の仕事でいいだろうって話だ。

　個人的には面白いことをやっていると思うのだが、他の商人たちにとっては面白くないのだろう。

　と、そこはいいか。

　俺たちは俺たちの予定を進めよう。

「ま、その重い話は終わって、初めての王都でな。何か見るべきところとか、良い武具屋とか、美味い物を出す店とか知ってるか？」

「そりゃ知ってるぜ。といっても色々あるからな。まずは宿を探したらどうだ？」

「そうだったな。で、良い宿屋ってあるか？」

「良い宿なら金を出せばあるさ」

「そこは言わなくても分かるだろ？」

「分かってるよ。価格もそこそこで、飯もいける宿だろ。それならなー……」

　そう男が言いかけた時、進んでいる道の先から叫び声が上がる。

「ぎゃぁぁ……!!」

「いやぁぁぁぁ……!!」

　何かに驚いたような声ではない。

　何か大おお怪け我がを負ったような、絞しぼり出すような声だ。

「な、なんだ!?」

　俺たちと一緒に話している商人も何が起こっているのか分かってないみたいだ。

「ばれたか？」

「いや、それはないだろう」

「ですね。襲うにしてもこんな場所でなくてもいいですし。様子を見ましょう」

　俺たちはそんな話をして自分の得物を取り出して構える。

「おい、あんた。俺たちの後ろにいな。これでも腕っぷしには自信があるからこんな職業してるんだ。最悪、時間稼ぎぐらいはできるだろうよ」

「あ、ああ」

　俺の言うことに素直に従って、後ろに回る商人。

　目的地が王都なので、戻るわけにもいかず、周りも同じように足を止めて、道の先を見つめている人が多い。

「なあ、盗賊が出たとかは？」

「いや、それはない。見ての通り草原だからな。身は隠せても、アジトを近くに構えられない。私もこの道はかなり通っているが、こんなことは初めてだ」

　とりあえず、普通じゃないことが起こってるみたいだな。

　そして、俺たちは注意深く道の先を見ていると、何やらこちらに向かって走ってくる集団が目に入る。

「馬や人のようだな……って、なんだありゃ!?」

　商人の男も見えたようで、こちらに向かってくる人の集団のさらに向こうから、魔物の集団がこちらに向かう……というより、逃げている人を襲っているんだろうな。

「うわぁぁぁ!?　ば、化け物だーー!!」

「きゃぁぁぁーーーー!!」

　周りの人たちも、こちらに向かってくる魔物が見えたようで、我先にと逃げ出している。

　しかし……。

「なんで、アンデッドがこんな場所にいるんだ？」

「さあ」

「とりあえず、迎げい撃げきしましょう。見た感じ、まともに戦えそうなのは私たちぐらいですし」

「だな。よし、あんた。俺たちが突っ込んで時間を稼ぐから、なんとか逃げてくれ。お互い生きてたら、良い宿教えてくれや」

「なっ!?　だ、旦那たち行くつもりか!?」

　商人のおっさんは俺たちの言葉に目を丸々にして驚いている。

「ま、これが商売なんでな」

　俺はそう言って、剣を担ぎなおして……。

「行くぞ!!」

「おう!!」

「はい!!」

　３人で魔物の群れへと突っ込んでいく。

「だれかぁぁぁ!!」

「ママぁぁーーー!!」

「あなたぁぁーー!!」

「ひぎぃ!?」

　そんな叫び声が近づくにつれて大きくなってくる。

「ちっ、相手はゴブリンやオークのアンデッド化したやつだな」

「厄やつ介かい……ではないな。数はせいぜい30ぐらいか」

「広範囲の魔術が使えませんね。一般人を巻き込んでしまいます」

　走りながら、敵の確認を済ませる。

　なんでこの魔力が枯こ渇かつしている大陸にアンデッドが存在できるかなんて分析はユキに任せて、まずは……。

「当初の予定から変更はないな。正面から叩き潰す。油断するなよ」

「おう」

「はい」

　そして、戦闘圏内に入り込む。

「いだいっ!?　あ、足があぁぁぁ!?」

「ごごあぁぁっっ!!」

　オークのアンデッドだな、すでに頭部は骨だけだ。

　倒れこんでいる男に今にも槍やりを突き立てようとしている。

「おらっ!!」

「ぐひゅ？」

　バスタード14式ナールジア作を使って、刃で斬らずに、腹で振るって粉々にする。

　アンデッドは斬るより、体をバラバラにする方が有効だからだ。

　だが、完全に骨というわけではないから……。

　ドチャドチャ……。

　こういうふうに腐ったお肉があたりに吹き飛ぶ。

　くっせー!!

　ゾンビタイプのアンデッドの一番嫌なところはこれだ。

　冒険者の連中も好き好んでゾンビ退治を受けることはない。

　それほど、臭いのだ。

　ユキ曰いわく「それもある意味織り込んで作ってるんじゃね？　ゾンビ系って」なんて言ってたが、なんか分かる気がする。

　こりゃ戦意削がれるわ……。

　と、いかんいかん。

　周りのゾンビーどもを殲せん滅めつする。

　ライヤもカースも危なげなく仕事をこなしているが、俺と同じように、鼻を詰まんでいるあたり余裕があるな。

　で、あと10体ってところで、道の先から、武装した人たちがこちらにやってくる。

「無事かー!!　援護に入る!!　よく耐えた!!」

　そんな勇ましい言葉だったのだが、なんと女の声だった。

「お前ら、おっさんたちに遅れなんか取るんじゃないよ!!」

「「「はい!!」」」

　彼女は戦槌をもって、先頭に立って踏み込んでくる。

「おらっ!!」

　ドクチャ!?

　戦槌が真上から振り下ろされ、ゾンビーは破裂するように粉々になる。

　くっさー!?

　しかしこの嬢ちゃん、かなり場慣れしてやがるな。

「油断するんじゃないよ!!　数はこっちが上だ、さっきと同じように１匹を２人で相手して確実に倒しな!!」

「「「はい!!」」」

　こりゃ、俺たちは下がった方が混乱しないでいいか？

　そう思ったが、嬢ちゃんが連れてきた傭兵達の一角が吹き飛ばされるのが見えた。

「ごがぁぁぁぁ!!」

　そこで雄たけびをあげているのは、オークのゾンビだが……。

　ありゃキングだな。

　さすがに、きついか？

「ちっ、お前たち下がりな!!　こっちだよ化け物!!」

　そう言って嬢ちゃんが戦槌を不意打ちに近い形で振るうが……。

　ガンッ!!

「なっ!?」

　槍の柄で弾かれ、くるんと回して柄と穂先を入れ替え、鋭く槍を突き出してきた。

　ちっ、性能もオークキングそのままだな。

　あのままじゃ嬢ちゃんが串刺しだ。

「ライヤ!!」

「ああ」

　俺の声ですぐにライヤが槍を投擲して……。

　ガキン!!

「ぐもっ？」

　嬢ちゃんに刺さるはずだった槍先を逸らす。

「カース!!」

「了解」

　炎の弾を無数に撃ち込んで、キングゾンビを下がらせ、その間に俺が踏み込む。

「ぐごっ……」

　ドチャ……。

　キングゾンビは俺に足を斬られ、その場に倒れ込む。

　運動能力を奪えば、あとは簡単だ……。

「お前がジョン並みだったら、あるいは違ったかもな」

「ぐごぁぁぁ!!」

　バスタード14式を振り下ろして、粉々にして、その戦闘は終わった。

　……いや、ジョンがゾンビとか手に負えねーな。

　ああ、きゅうり持ってたらセーフか？

「さて、嬢ちゃん。援護感謝する。大丈夫か？」

「あ、ああ。おっさん、いや、あんたたち凄いんだね」

「まあな。こんな年までこの職業だからな」

「あはは、違いない。私の名前はロゼッタだ。見ての通りあんたと同じ傭兵をやっている。一応、団を持っているのさ」

「俺は３人でふらふら旅をしている冒険者だ」

「冒険者？」

　あ、つい、普通に言っちまった。

「ああ、いや。ここ最近は物見遊山が多いから、傭兵というより冒険だ」

「そういうことか。なら冒険者ってのが合ってるな。いや、良い職業だと思うよ」

　ということで、なんか傭兵団と知り合いになったのはいいが……。

　このゾンビどもが共通のペンダントつけてやがった。

　これはユキに調べてもらう必要があるな。




ｓｉｄｅ：？？？

「傭兵どもにやられたようです」

「ふん、所しよ詮せんは使い捨てか」

「いえ、そうでもないようです。相手の傭兵はロゼッタ率いる傭兵団でしたから」

「ほう。あの怪力娘の傭兵団相手に、小一時間は持ったというのは大したものだな」

「というより、時間切れですね。偵てい察さつの報告では、あと一歩で殺せると思った瞬間に体が崩れたところを、別で参戦していた傭兵に止めを刺されたようです」

「なるほど。運が良かったな、その傭兵は」

「ええ。オークキングのゾンビを討ち取れたのですから、国を挙げて武勲と報奨を与えるべきですね」

「まあ、それも我の与あずかり知らぬことよ。引き続き改良を頼むぞ」

「はっ」
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ｓｉｄｅ：ライヤ

　……なぜアンデッド系が存在できている？

　この新大陸は魔力枯渇現象が著しく、魔力を糧かてにしている生物は生きていけない。

　人で言えば、空気がないようなものだ。

　これは、ユキたちと一緒に最初に行った亜人の村で実験してよく分かっている。

　ユキとザーギスの研究のおかげでその対策はできたが、それは俺たちの話だ。

　この新大陸の国がそれらを理解して、何かの対抗手段を取れるものだろうか？

　いや、相手にもダンジョンマスターがいる可能性があると言っていたし、魔力枯渇に関してすでに知っていたか？

　まあ、俺が考えてもどうしようもないのだが、足元に散らばるゾンビ共を見て考えずにはいられなかった。

　その時、ゾンビの散らばる腐肉の中に、何か光る物を見つけて手に取る。

「これは……」

「旦那!!　よく無事で!!」

　と、後ろで逃げる準備をしていた商人がこちらに駆け寄ってきた。

　逃げる必要がなくなったからか、他の逃げ遅れた人たちもゆっくりではあるが、また歩き出しているようだ。

「そっちは無事だったみたいだな」

「旦那たちのおかげさ。凄腕だったんだな。あんたたち。で、その手に持っているのは高そうな首飾りだな。なにか思い出の品か？」

「あ、いや。そこのゾンビからの戦利品だ」

　そう、俺が手に取ったのは、ペンダントだ。

　なんでこんな物をゾンビが持っていたのか……。

「こりゃ見事だ。立派な宝石が付いているな。いい値段で売れるぜ。旦那、ちゃんと回収しておけ、売り払えば美味い飯も、良い宿も取れる」

「そう、だな」

　ここで考えても仕方がない。

　誰かに渡すのは危険な気がするから、とりあえず俺たちで集めて、ユキたちに回して調べてもらおう、幸いこれで俺たちが金持ちになったと勘違いしてくれそうだから、そういう意味では楽に動けるな。

「カース、こんなものを見つけた。他にもあるかもしれないから、集めよう。金になる」

「……分かりました」

　すぐに察してくれるのはありがたい。

　これも長年コンビを組んだおかげだな。

「おーい!!　ライヤ、カース!!　こいつらデカい宝石持ってるぜ!!　ちゃんと回収しとけよ!!　残していったらロゼッタに取られるぞ!!」

「馬鹿言うんじゃない。私だって傭兵だ。よその戦果を奪うもんか。そんなことすれば名が廃る」

　反対側から現れたモーブは、それなりにまだ若い女性の傭兵と和気あいあいと話しながらこちらに向かってきていた。

　……あいつは本当に金になるぐらいしか考えてないな。

　それとも気が付いていてわざと言ってるのか？

　そこら辺はいまだによく分からん。

「おお、あの赤茶髪は〝粉砕のロゼッタ〟か」

「商人……と、名乗ってなかったな。俺はライヤ、あっちのローブの魔術師がカースで、そのロゼッタといるのがモーブだ」

「私はトーネコっていうんだ」

「で、トーネコはあちらのロゼッタを知っているようだが？」

「ん？　ロゼッタを知らないのか？　って、よそ者だったな。エクス王国内で幅を利かせている傭兵だよ。主に未開拓地に住む魔物退治をしていて、人と人との戦争メインじゃないから、よそ者が知らなくても無理はないか。素材とかいいのを持って帰るから、王家や商人からも信頼は厚いぞ」

「なるほど。良い駒ってわけだ」

「……旦那は鋭いな。そういうことだ。商人はともかく王家からの信頼は、普通なら変だ。兵士のお株を奪われるのだからな」

「未開拓地というのが引っかかった。兵士を送って失敗すれば、物資や人材を浪費して批判が集まるだろう。だが、傭兵なら……」

「そういうことだよ。失敗すれば残念だですむし、成功すれば開拓地が得られて万々歳。まあ、ちゃんと報ほう酬しゆうは与えているし、それなりの自由も認めているから、良くはあるんだろうが……。いつか使い潰されると私は思うね」

　……どの国も本当に色々な方法を取るな。

　そんなことを考えながら、ゾンビどもの肉片を探すと、１匹につき１個という感じで宝石が出てくる。

　中には戦闘で粉々になったのもあったが。

「15ってところか」

「ああ、思ったより無事だったな」

「ええ。モーブさんが力まかせにやってたからもっと少ないと思ってましたよ」

「お前ら、俺をなんだと思ってる」

「こういう細かいことに関してはな」

「私もライヤさんに同意です」

「いい実入りだったな。私でよければその宝石、良い値で引き取るよ。助けてもらった恩もあるしな」

「おっ、そうか。助かる。じゃ、ライヤ、トーネコに売って……」

　やっぱり何も考えてなかったか。

　とりあえず、モーブを俺が引きずっていき、カースにトーネコの相手を任せる。

「なんだよ？」

「なんだよじゃない。お前もアンデッドがこの新大陸にいるのはおかしいと思っただろう？」

「ああ」

「で、あんなふうにアンデッド全員が宝石をつけているなんて変だろ。しかも人型のアンデッドではなく、魔物だ」

「あ。やっぱり、もしかして怪しいのか？」

「そうだ。って気が付いていたのか。それなら話が早い。迂う闊かつに売れない。ユキたちに回して調べてもらうのが先だ」

「分かった……」

　俺がモーブと話しているうちに、カースの方は上手くトーネコと話している。

「売る前に、いったんじっくり見たいですからね。今日明日にというのは待ってもらえませんか？」

「ああ、これはすまない。売るならば私に、と思っただけだ」

「分かりました。その時にはぜひ、トーネコさんの所で売らせてもらいますよ」

　これで、トーネコの所に売ってお金を手に入れたというふうにできるな。

　奴隷を購入するにも、俺たちが大金を持っているのは不自然だから、そういう意味でも好都合だ。

「おーい、モーブ!!　さっきのデカいオークのゾンビ？　だっけ。あいつからデカい宝石が出たぞ。ほらっ」

　ロゼッタ傭兵団の方も戦利品の回収が終わったのか、律儀にオークキングの宝石をこっちに放ってくれた。

「おう、律儀にありがとよ」

「こっちは助けてもらったんだ。そんな恥知らずな真似はしないよ。と……」

　ん？　なぜか、ロゼッタは俺を見てくる。

「あんたが、あの時、槍を投げてくれたのかい？」

「ああ、気にするな」

　本来串刺しにするつもりで投げたのだが、思ったよりオークキングの反応が良かった。

　まあ、連携しているし、モーブやカースが何とかすると思ったからな。

　俺がロゼッタの窮地を救ったのはたまたまだ。

「そういうわけにはいかないよ。本当に助かった。ありがとう」

「まだ若い。いい経験だと思えばいい。ああいう腕の立つオークもいるってことだ。力任せも悪くないが、ああいう相手には分が悪い」

「ああ、忠告感謝するよ。これ、あんたの槍だ」

「ありがとう。……特に問題はないな」

　手に取ってみた感じはとりあえず刃こぼれも歪ゆがみもない。

　あとは……。

「ふっ」

　振って確かめる。

　問題があればナールジアに頼めばいい。

　まあ、あの人が作った作品をどうこうできるのはユキぐらいだが。

　まずは回転させてバランスに問題がないか、次に連続で突いて思ったところに行くのか、歪みがないのか確かめる。

　ヒュンヒュン……、ぶおおおおぉぉぉぉ……!!

「なっ、なあっ!?」

　やはり、あの程度では問題にはならないようだな。

　さすが、ナールジア。

「問題なさそうだな」

「そうですね」

「ああ。この程度ではどうこうならないみたいだな」

「そりゃ、鍛か冶じ馬鹿が作ってるからな」

「本人は、その高性能の割に素朴すぎて気に入らないみたいですが」

　良い武器はそれを表す豪華絢けん爛らんさが必要、というのがナールジアの持論で、納得はできるが、ユキが目立つから要らないということで、普通の武器に見えるように細工してある。

　ま、得物が優れて見えると要らない面倒もあるからな、その点はユキに賛成だ。

「ちょっと待ってくれ、槍のあんたももの凄い使い手じゃないか!?」

　ロゼッタやその部下の傭兵たちが驚いて唖然としている。

「いや、この程度、カースもできると思うぞ。なあ、ライヤ」

「ああ、ほれ。カース」

「あ、はい」

　腕に関しては特に隠す必要はないので、カースの腕も見せておこうと思う。

　不必要に下手に出ることはないからな。

「え？　そっちの兄ちゃんは魔術師じゃ……」

　ロゼッタがそう言いかけて、カースが槍を振り始める。

　ヒュンヒュン……、ぶおぉぉぉぉっっ……。

「……」

　目が点になってるな。

　ま、そこはいいが……。

「ちょっとずれてるな」

「だな」

「え!?　あれで!?」

「ですね。しばらくは、後方支援ばかりでほぼ隠居みたいでしたから、これは後々鍛きたえ直した方がいいですね」

　軸じくがぶれていたし、呼吸と攻撃がずれている。

　カース自身が言ったように、後方支援ばかりだったからな、前線のリズムに追いついていないんだろう。

　まあ、この程度なら１日やれば元に戻るだろう。

　鈍っているというより、後衛と前衛の切り替えができてないだけだ。

「ああ、そうか、ランサー魔術学府の出だな。あそこの魔術師は武器を持った戦いもできると聞いたぞ」

「……ええ、まあそんな感じで」

　違う大陸で鍛えましたと言っても信じないだろうからな。

　その答えが自然か。

「さて、とりあえず、ひと通りここでやるべきことは終わったな。俺たちはこのまま王都に向かおうと思うが、トーネコやロゼッタたちはどうする？」

「ん？　ああ、私も荷物を運ばないといけないからな。一緒に王都に行く。旦那たちと一緒の方が安全そうだしな」

「私たちも王都に戻るよ。今日はここら辺まで訓練に出てたんだ。人の多い通りで訓練すると、怖がられるからね。で、叫び声が聞こえてやってきたってわけだ」

　なるほど。

　この傭兵団は訓練でこっちにいたわけか。

　……話し方は特に違和感がないから、偶然でいいのだろう。

「旦那たちが凄いのは分かった。だが、どうも魔物相手に慣れているように見えたが……」

「あ、それは私も思った。敵を探ることがなかった。なんでだ？　というより、そこまでの腕前でなんで私たちが知らないんだ？　もしかして、今王都に来ている血戦傭兵団の仲間だったのか？」

「そうだな。血戦傭兵団がエクスに来ているのは知らなかったが、別の傭兵団に入ってたからそれで埋もれていたんだろうさ」

「なるほどな。確かに有名な傭兵団はいくつか知っているけど、傭兵個人の名前はそうそう出ないな。で、なんで、こんな王都へ？　稼げないよ？」

「見ての通りいい年だからな。トーネコには言ったが、観光だ」

「なるほどなー」

　そんなふうに話をしながら、トーネコやロゼッタ傭兵団と共に王都へ向かい、特に問題もなく辿り着いた。

「ロゼッタさん。聞きましたよ。魔物を追い払ったとか」

　門に近づくと、１人の兵士がこちらに走り寄ってきた。

「ああ。妙な魔物だったよ。全員腐っててさ、臭いだろう？」

「……なるほど、確かに腐ったような臭いがしますね。これはつらいでしょう、すぐに入れるように話してきます」

「ありがとうな」

　どうやら、兵士たちからも信頼は厚いようで、俺たちもロゼッタ公認ということで、すんなり王都に入ることができた。

「助かったぜ。さっさとこの臭いとおさらばしたいしな。で、トーネコ、どこか良い宿はあるか？」

「そうだなー……」

「ちょっと待ちな。トーネコさん、モーブたちは私たちが泊まっている宿の方がいいよ」

「ああ、そうだな。ここまで臭いと拒否されかねんな。ロゼッタたちと一緒の方が宿をとりやすい。俺の商店はロゼッタが知っているし、何か聞きたいことがあったら来てくれ」

「おう。色々ありがとうな」

「そりゃこっちのセリフだって。またな」

　ということで、俺たちはロゼッタ傭兵団が借りている宿に王都での拠点を構えることとなった。

「じゃ、後で飲もう。助けてもらったし、私たちの奢りだ」

「おう。体を拭き終わったら行くぜ。俺たちが飲みすぎて財布が空っぽになるかもな」

「あっはっはっは、いい度胸だ。やってみな」

　そうモーブとロゼッタは話して、部屋の扉が閉まる。

　で、振り返ったモーブは真顔で……。

「風呂に入りてぇ」

「気持ちは分かるが、ここにはそんな上等な物はない」

「ですね。懐かしの冒険者生活みたいでいいじゃないですか」

　そう言って渋々、濡れたタオルで体を拭き始めるのだった。

　こういうところも、文明の差というのはつらいな。

　ま、さっさとユキと連絡を取ろう。
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ｓｉｄｅ：ユキ

　待ちに待った、エクス王都の第一報。

『というわけで、何か消臭剤とかないか？』

　そんなことを真っ先に話したのは、モーブだ。

「監視してたから知っているが、あの程度なら、ゾンビを細こま切ぎれで済んだだろうに。なんで爆発させるような倒し方したんだよ」

『いやー、セオリー通りに体が動いたって感じだな』

　長年のルールに基づいてか。

　ま、そういうことならしゃーないか。

「って、問題はそこじゃねーよ!!　アンデッド系が動いていたのが問題だ。何か動くような道具とかなかったのか？」

『それらしきものは見つけた。これだ。その大半は上空から監視していた鳥に渡しているから、現物がそろそろ届くと思う』

　ライヤがいて助かったわ。

　ほんとにモーブは深く考えねーな。

「見た目は宝石を付けたペンダントだな」

『ああ。これが魔物の数だけあったから、１匹ずつ着けていたと見るのが妥当だろう』

「だな。で、王都自体はどう思った？」

『特に、不審な点は今のところないな。一緒になった商人のトーネコからは、普通にジルバ、アグウストとも交易はまだ続いていると聞いた』

「まあ、警戒はしていても、封鎖するような状態でもないしな。下手に刺激するのも怖いから現状維持ってことだ」

　それより、トーネコって名前だよな!?

　言い間違いとかじゃないよね？　伸ばすところに「ル」とかつかないよな？

　近くに不思議のダンジョンがあったりする？

『なるほどな。まあ、まだ初日だ。まだまだ探りを入れて色々また話が変わる可能性も十分にある』

「それは理解している。ま、寝首を掻かれないように注意しろよ。今はまだ、そこは俺たちの勢力圏外だからな」

　ダンジョン掌しよう握あくができればいいが、そうじゃない場合はこっちのことがもろばれだからな。

　何とかして、秘密裏に相手の首根っこを押さえたい。

『分かってるって。で、ユキ。そっちはホワイトフォレストとか、ローデイの方はいいのか？』

「ああ、すでにローデイに戻って報告済み。現在ローデイで待機中。亜人の村の方にはトーリ、リエル、カヤ、エリスを回しているから、特に問題はないだろうよ」

『血の気の多い奴はまだ動かないか』

「まあ、入れ替わったのが昨日の今日だしな。モーブたちがいなくなった翌日に反乱を起こすぐらいなら、すでにやってると思うぞ」

『確かにな。ま、嬢ちゃんたちなら大丈夫だろう』

「後顧の憂うれいもないし、気分よく暴れてみない？」

『誰が暴れるか!!』

　ちっ、陽動作戦は駄目だなー。

「ま、引き続き調査を頼む」

『あいよ』

「ああ、奴隷の方は明日にでも頼む」

『なんでだ？』

「奴隷はこっちで話を聞くから、そっちは引き続き王都の調査ってことだ。奴隷を後回しにして情報収集を遅らせる理由はないからな。こういうのは手早く動いた方がいい。敵さんが回収したダンジョンコアも、エクス王都に向けて動いているし、あと一週間かそこらだろうな。時間もないってことだ」

『了解』

　貴族の奴隷とかいたら、モーブたちに監視が付く可能性もあるし、俺からすれば逆探知でやりやすいわー。

　ライヤとカースは薄々気が付いているだろうが、モーブは分かってないだろうな。

　とりあえず、モーブたちも王都内の火種として準備はしてもらう。

「……ユキ。モーブたちから物が届いた」

　クリーナがエクス王都監視室にやってきてそう言う。

　すでに俺たちはローデイにドッペルを残して、モーブたちの支援のためにウィードで厳戒態勢を取っている。

「分かった。こっちに物が届いたみたいだ。そっちの方に行くから、何かあれば連絡くれればいい」

『あいよ。調べ物頼んだぜ』

「そっちもな」

　そう言って席を立ち、護衛の嫁さん４人と一緒に研究室の方へ向かう。

「でも、不思議だね。なんでアンデッドなんだろう？　ジェシカ、アンデッドって新大陸では普通に出るの？」

「いえ、ジルバでは見たことどころか、聞いたことすらありませんでしたね」

「ローデイでもそんなことはありませんわ」

「……アグウストも右に同じ。というか、あのレベルのアンデッドが出れば、軍が出ないといけない規模」

　……俺たちの戦力が過剰すぎていまいちピンと来ないが、新大陸ではオークですら上位の魔物で、そのさらに上級のキングが出ればそうそう止められないだろう。

　まあ、身内にそのオークキングを超えた、ベジタリアンなんとかというオークがいるけどな。

　それが、畑ばっかし耕していればピンと来ないのは当然だろう。

「ということは、あのロゼッタさんだっけ？　あの人も十分凄いんだね」

「ええ。彼女の名は知りませんでしたが、十分、正規の騎士相手にも通用するでしょう」

「ですわね。良い動きをしていましたわ」

「……ん。さっきのは、相手が悪かっただけ」

　そう言う嫁さんたちは、さらに上ですけどね。

　もともとのスペックも、勇者、魔剣使い補佐、魔術学府のシングルナンバーと段違い。

　あー、怖い怖い。

　と、そんなことを話しているうちに、研究室に辿り着く。

「来ましたね」

「こちらにどうぞー」

「やあ、ユキ君たち」

　部屋にはすでに、ウィードで指折りの３人のマッドが集まっている。

　１人をザーギスと言って、元魔王配下の四天王（笑）で研究馬鹿。

　１人をナールジアと言って、妖精族の長にして、冶や金きん、鍛冶とモノづくり狂い。

　１人をコメットと言って、新大陸での俺の前任者、ダンジョンマスターであり、魔力研究の第一人者。

　つまり、総じてマッドサイエンティストどもである。

　この中で比較的マシなのは、人体改造や、魔物改造をしていない、ナールジアさんではあるが、ド級兵器を作っているから、正直あまり変わらない気がする。

「何やら失礼な視線を感じますが、いつものことなのでほっときましょう」

「違いますよ。ユキさんはまた新しい武器にわくわくしているんですよね？」

「いやー、ナールジア。それはないかと思うよ。と、それより、モーブさんたちから届いた例の物の話だよ」

　ナールジアさんが魔力を使って器用に全員分のお茶を用意してくれる間に、コメットが透明な箱に入った、宝石のついたペンダントをテーブルの真ん中に置く。
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「これが、ゾンビーどもがつけていたやつか」

「そうです」

「ちょっと待ってくれ、ユキ君やモーブさんはゾンビーって言ってるけど、ゾンビと何か違うのかい？」

「ん？　ああ、俺たちからすれば脅威度認定みたいなものだな」

「脅威度認定？」

「そうそう。ゾンビーって伸ばすと、気が抜けるだろう？」

「ああ。君たちにとって脅威ではないという意味か」

「戦場では無駄なことは極力避けるべきだ。だけど、そんな余裕があるって伝えるためでもある。わざわざ余裕があるって言葉にするより、ゾンビーって言った方が短いしな」

「なるほどねー。よく考えているね。と、すまない。話がそれたね。で、このペンダントなんだけど、こうやって箱に入れているのは臭いから」

「はい？」

「コメットさんの言う通りです。ゾンビがつけていましたからね。状態維持も大事ですから、洗っていません。だからこうやって密閉しているのですが……」

「蓋、開けます？」

　ナールジアさんがそう言って、手を伸ばしたので、慌てて俺たちは首を横に振り……。

「「「いや、いいです」」」

　誰が好き好んでモーブたちと同じ目に遭うかよ。

「で、こうやって密閉してるってことはすでに調べたのか？」

「はい。まあ、パッと見たというのが正しいですね」

「本格的に解体するのは、これをユキさんたちに見せてからと思ったので」

「映像としては残すけど、こういうのは現物を見るのが大事だろう？」

「なるほどな。で、パッと見た感じで分かったことはあるのか？」

　そう俺が聞くと、ザーギスは別に箱に入っていない、ペンダントを出して机に置く……。

　ズサァァァァ!!

　すぐに俺と嫁さんたちは椅子から立って、テーブルから飛び退く。

「お前、そんな臭い物を出すなよな!!　お前だけが臭くなれよ!!」

「ザーギスさん、さすがにちょっとないと思います」

「ですね。人としての常識を疑います」

「最低ですわ」

「……ザーギス、それ以上近寄れば燃やす。というか殺す。私が今日ユキとの順番なのを知っての嫌がらせと見た」

　嫁さんたちも非難轟々、クリーナに至ってはキレている。魔力をすでに集積してぶっぱなす寸前だ。

「いやいや、落ち着いてください。これは別のペンダントですから、臭くないですから」

「ええ。大丈夫ですよ。そんなことすれば、私たちにも被害が及びますから、ザーギスさんをゴミにしてますよ」

「そうだね。大丈夫だよ」

　確かに、部屋のにおいは普通だ。

　嫁さんたちもそれに気が付いたのか、とりあえず席に戻る。

　俺もそれに続いてペンダントに目をやりながら座る。

　何か見覚えがあるな？

「ああ、霧華たちに渡しているペンダントか」

「そうです。魔力を活力としている生物を保護するために作った物です。これと、モーブたちが回収してきたそれは、作り方や出力に違いはあるものの、目的は同じです」

「つまり、魔力減衰を抑えて、活動できるようにするためのモノってことか？」

「はい、そうです」

「私からすれば意味不明だけどね。まさか、こんな効率の悪い物が役に立つとは思わないし。まあ、ユキ君の配下のデュラハン・アサシンたちが動くには便利だけど、あんなあからさまなアンデッドにつける理由はさっぱりだよ。で、回収したのはどれもすべて魔力切れ、宝石に残っている魔力の名残や構造から見て、２時間持てばいい方だよ。ザーギスが作った物より格段に性能が落ちる。使いどころがさっぱり分からない」

　ふむふむ、そういうことか……。

「詳しくはこの後分解して調べてみますが、今はこんなところですね」

「で、今のところの見解は？」

「……そうですね。おそらくユキが考えていることと同じかと」

「ありゃ？　２人とも何か分かったのかい？　ナールジアはどうだい？」

「まあ、なんとなくですけど」

「あれ!?　私だけが分かっていない？」

「コメットさんは仕方がないでしょう。あれを見て失敗作と称したのですから」

「ふふ、悪いことではないのだけれどね」

　そう、コメットにしてみればまだまだ改良の余地があって、実際に使えた物ではないのは間違いない。

　だが、別の観点から見れば……。

「実験なのでしょう」

「だな」

「そうですね」

「実験？　ああ、とりあえず作ってみて、どの程度動作するか確かめていたのか!!」

「そういうこと。ここのメンバーなら良い性能の物が作れるから、この程度じゃ実用段階じゃないんだろうが、相手にとっては……」

「すでに実験するにふさわしい性能ってことだね？　だから、使い捨てにできるゴブリンとかオークのゾンビを使って試していたわけだ。リッチ系が一体でもいて死体があればアンデッド生産はできるしね」

「ついでに、血戦傭兵団って知ってるか？」

「ん？　ああ、大量に所持しているゴブリンを盾にして、血の戦場を作る傭兵団だろ。ゴブリンを増やすために、女を攫っているとか噂は聞いたことがある」

「まだ未確認だが、その傭兵団がエクス王都にいるらしいって話があった」

「……なるほど。材料には事欠かないってことか」

「ついでに、エクス王国だけに名前を轟かせている魔物退治専門の傭兵団もいるみたいだ」

「……もしかして、魔物のゾンビを兵士に充てるつもりかい？　エクス王国は？」

「さあな。適当に敵国に放って混乱させるのもありだと思うぞ。ま、そこは今後の情報収集次第だな。とりあえず、こっちも詳しい解かい析せきを頼む」

　まだまだ、どれも予想の段階を超えない。

　ホワイトフォレストで奪ったコアが届くのも、まだもう少し時間がある。

　その間に、こっちもできるだけ手を打つべきだろう。

「分かりました」

「任せてください」

「任せてくれたまえ」

　この３人はやる気があるし、あとは任せて情報を待つのみだな。

　さてー、思ったより、エクス王国は戦力を充実させてるな。

　各国への工作、魔剣の量産化、聖剣のレプリカ、アンデッドの実用化、ダンジョンマスター能力か……。

　どこまでのレベルで実現しているか分からないが、どうにも厄介そうだな。










[image: ]




ｓｉｄｅ：カース

「かんぱーい!!」

「「「乾杯!!」」」

　そんな声と共に酒宴が始まる。

　皆、先ほどの戦いに勝ったことを心から喜んで、酒を飲んでいる。

　……しかし、臭い。

　ゾンビーどもの相手をしたせいで、腐臭が移っているのだろう。

　体を拭いた程度であの臭いは落ちない。

　……消臭スプレーを持ってきて正解だったな。

　俺たち３人は爽やかな香りだ。

　ユキの持ち込んでくれた技術に感謝しよう。

「いい雰囲気の仲間だな」

「ああ」

「ですね」

　モーブさんがそう言う先には、ロゼッタ傭兵団の皆が楽しそうに酒を飲んでいる。

　すでに、ロゼッタが戦利品の宝石を売り払って、それで飲んでいるのだ。

　思ったより高値で売れたらしく、上機嫌だ。

「おーい!!　モーブたちも飲んでるかー!!」

　そう叫んで、笑いながらロゼッタがこっちにやってくる。

　赤茶色の髪でショートカットにしているせいか、鎧よろいを着こんで、戦槌を担いだ姿は男と見分けがつかないだろう。

　今は、鎧がないので、出るところは出ていて、女性だというのが分かる。

　思ったより体の線は細く華きや奢しやだ。これでよく、あの戦槌を振るえるものだ。

「おう。飲んでるぜ」

「ありがたく貰っている」

「ええ。いただいています」

「そーか、そーか!!　遠慮はいらないよ!!　私たちもモーブたちが半数以上削ってくれなかったらやばかったからね。というか、私に至っては助けてもらったからね!!　ガンガン飲んでくれ!!」

　そんな話をして、モーブさんはロゼッタに連れていかれて、傭兵団の真中で、ロゼッタの身振り手振りの話に合わせている。

「懐かしいな」

「ええ。俺たちもやりましたよね」

　冒険者で大戦果を挙げた時には、今のロゼッタみたいに、モーブさんがギルド連中を集めて、酒盛りしていたっけ。

　で、稼ぎが全部パーになったりで大変だったな。

　今は、完全に冒険者ギルドでもサポート役で、ユキたちと深く関わっているから、冒険者というのはもう建前なんだよな。

「しかし、パッとみて、女性が多いな」

「ですね。ロゼッタがトップなのが関係してるんですかね？」

　ライヤさんの言う通り、ロゼッタ傭兵団の男女構成は女７男３ぐらいだ。

　しかも、女は若く、男は俺たちかそれ以上に歳を食っているように見える。

「それは簡単だよ。ロゼッタ嬢ちゃんが女のために作った傭兵団だからな。男はわしらみたいな経験豊富で無体をしない紳士だけが入れるってことだ」

「何言ってやがる。おっちゃんは、他の傭兵団から追い出されたのをロゼッタさんに拾われたんだろうに」

「うるせー。お前らの面倒を見てるのも確かなんだよ。明日の訓練増やすぞ!!」

「ひえー!!」

　なるほど。

　冒険者でも言えることだが、見た目が華奢とか、壮年とか、女性であるというのは、頼りなく見える。

　実際、命を懸けるのだから、見た目もちゃんとした相手が仲間の方がいいというのはどこでも当然だ。

　だから、そう言った関係であぶれ者が出てくる。

　そういった連中を集めたのがこのロゼッタ傭兵団ということか。

　確かに、これで名の知られていない他国に行けば舐められるだろうし、それに伴うトラブルもあるだろう。

　そういう意味では、ユキたちも同じではあるが、スペックが違いすぎるからな。

　心配するだけ損だ。

　というか、相手の手出しを待って食いついて引きずり込むタイプだ。

「しかし、お前さんたち、モーブ殿に負けず劣らずの腕だったな。あの時の援護は凄かったぞ」

「ま、モーブとパーティーを組んで長いからな。あれぐらいはできるさ」

「ですね」

「ふっ。あれぐらい、か。さすがだな、わしが見てきた中でも指折りだぞ、お前さんたちは」

　そう言ってその男は酒を一気に飲み干す。

「ふうー。わしの名前はノードン。不ぶ躾しつけながら、お前さんたちにお願いがある」

「会ったばかりの俺たちにお願いということは、傭兵団の指導か？」

「それぐらいしかありませんね」

「ふふ、話が早くて助かる。今日の戦いはお前さんたちが半分以上削ってくれなければ危なかった。というより、あのロゼッタですらやられる寸前だった。つまり、お前さんたちがいなければ全滅していただろう」

　確かに、あのオークキングのゾンビー相手は荷が重かったでしょうね。

「話は聞いていると思うが、この王都に、ゴブリンやオークを使い潰して戦果を挙げる血戦傭兵団もいる。片や魔物退治、片や魔物を先兵として扱う。分かりやすいほど仲が悪い。というか、向こうにとっては、女とは魔物を増やす道具だからな。その分こっちの傭兵団と険悪だな」

「まあ、当然だな。これで関係が良好と言われても不思議だ」

　ライヤさんがそう受け答えする横で、俺はなんでここに血戦傭兵団がいるのか不思議に思っている。

　確か、当初の話ではエナーリアの奥、ローデイ側にいたはずだ。

　なんで反対側に近い、エクスにいるんだ？

　いや、移動したという話だろうが、俺たちの情報網に引っかかっていないのが不思議だ。

「その血戦傭兵団だが、最近、鳴りを潜めている。そして、今日のゴブリンと強力なオークのゾンビ。どうも気にかかる。かといって調べるには今のままではリスクが高い。その前に、ロゼッタ傭兵団を強くできればと思ってな。無論、ただでとは言わない。でき得る限り報酬を用意する。……わしにとっては、あいつらは家族も同然だ。こんな職業だ。死なないなんて思っていない。だが、それでも、長く生きて欲しい」

　ノードンさんはそう言って頭をテーブルに叩きつけるように下げる。

　俺はライヤさんと目を合わせて頷く。

「こっちとしてもただの観光で来ているし、期限があるわけでもない。なあ、カース？」

「ええ。宿代が浮くなら、その分長く滞在できますし、そのお礼に稽古ぐらいは構いませんよ。ああ、観光案内とかも頼めますかね？」

「ああ!!　ありがとう!!　宿代も、王都の案内も任せてくれ!!」

　よし、これで王都のことを根掘り葉掘り聞いても不思議じゃない繋がりができた。

　と、その前に……。

「早速ですが、聞きたいことがあります」

「なんだ？　どんどん聞いてくれ」

「先ほどの指導、稽古に関係するんですが、私たちもロートルのような感じでして、後継とは言わないまでも、誰か技を伝える相手を探しているのです。で、奴隷商を訪ねて回っているんですよ。奴隷を引き取れば、まあ、わずかですが、その引き取った子にも道を示せると思いましてね」

「なるほどな。立派な考えだ。しかし、才能を持っているというのは、わしにも分からんから、知り合いの奴隷商人でよければ紹介するぞ？」

「ええ。構いません。よければ、明日にでも案内お願いできますか？　指導するにも、周りと一緒にやる方がいいと思いまして」

「そうだな。その方が、あいつらも訓練に身が入るだろう。新参に抜かれるわけにもいかないからな。明日、案内しよう」

「ありがとうございます」

「じゃ、難しい話は終わりだ。ノードン、飲むか」

「ああ、ライヤ、カース、この出会いに乾杯」

「「乾杯」」

　そう言って、おっさんはおっさん同士で仲良く飲んでいたのだが……。

「周りの連中はー、私をー、女って見てないんだよー!!　ひどいだろー、モーブ!!」

「……ああ。まあ、落ち着け」

「分かってくれるか!!　見ろよ、これだけでかいおっぱいが２つついて、男呼ばわりとかひどいよなー!!」

「脱ごうとするな!!　ええい、酒癖の悪い。おい、ノードン。この酔っ払いを……」

「モーブ、ロゼッタは任せた。今は他の連中を運ぶので忙しい。ライヤ、カースはそっちの２人を頼む」

　どうやら、この傭兵団のおっさんたちは彼女たちの介かい抱ほう役でもあるらしい。

「あううー。ライヤさん、槍教えてくだしゃい……」

「分かった、分かった。こんな状況じゃ、確かに心配だな」

「えぇ。これじゃ、ノードンさんが指導してくれというのも分かりますね……」

「こう、カースしゃんみたいに、ふぁいあーをげろげろ……」

　ぎゃー!?

　抱えたところで吐くんじゃねー!?

　今日一番の重労働はこれだったか。

　くそ、服は後で洗わないといけないな。




　そんなことがあった次の日。

「お、さすがにあの程度じゃ潰れないな」

「そりゃな。というか、ロゼッタたちが酒に弱すぎだ」

　俺たちは宿の前で奴隷商に行くために待ち合わせをしていた。

　まあ、潰れたのは小娘たちだけで、ノードンさんが遅れるとは思わなかったが。

「ま、あれも経験だ。さて、さっそく奴隷商人の所に行くか」

　そう言って歩き出したノードンさんの後を俺たちはついていく。

「そう言えば、知り合いって言っていたが、やっぱり複数の奴隷商人がいるのか？」

「ああ、今時、奴隷なんて珍しくもないからな。食い扶ぶ持ちのために売ったり、金が欲しかったり、戦争での奴隷なんてのもザラだ。仕入れルートはたくさんあるし、商人もそれに応じて多い。まあ、王都ではせいぜい５軒ぐらいだな。他の町などじゃ、路上での奴隷売りがあるが、王都ではないな。治安のためにもな」

　……王都では奴隷の管理を厳重にしているってことか。

　いや、どこでも当然か。不法な奴隷がいるのは国のメンツに関わる。

　しかし、王都の街並みは特に不審な点はないな。

　人通りも普通にある。

　さすがに大国の１つと言われるだけあって、ロシュールやガルツ、リテアなどと遜色ない。

「どうだ。ここが王都の大通りだ。立派なもんだろう」

「ああ」

「賑やかだな」

「さすが、大国ですね」

　宿からちょっと歩いて、大通りに出ると、人の流れが一気に増える。

　昔なら、驚いていたんだろうが、ウィードに比べるとどうもな。

　あれと比べる時点で間違っているのは分かるが。

「そうだろう。と、人込みが凄いからはぐれるなよ。こっちだ」

　ノードンさんはそう言って、大通りをそのまま進む。

　大通りを挟はさんでの方向にあるのだろう。

　まあ、宿屋周辺に奴隷商とかがあっても困りものだしな。

　そういうところは区分けされているのだろう。

　と、思っていたのだが、大通りの反対側に向かわず、そのまま大通りをどんどん進む。

　そして、大通りから繋がっている大広場に出て、通りに面している店で足を止める。

「ここだ。王家御用達の奴隷商だ」

「王家御用達!?」

「ああ。昔、ちょっとあってな。ここならお前さんたちが言う、才能ある奴ぐらいいるだろうさ。と、すまねえ。店主にノードンが来たって言ってくれ」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　そう言ったメイドらしき女性は、奴隷の首輪をしていたから、奴隷なのだろう。

　……レベルが高いな。

　思った以上にこれは情報を持っている人物と会えそうだな。

　まあ、逆にここに来たことで、目をつけられる可能性もあるけどな。

　それは、ユキにとっては好都合でもあるか。

　俺たちが暴れるっていうのも、期待していたしな。

「お待たせいたしました。こちらにどうぞ」

　さて、これからが本番か。

「一気に情報を手に入れられるのか、それとも、俺たちが追い詰められるのか」

　そう呟つぶやくと、すぐに誰かの声が耳元で聞こえる。

『どっちかというと、追い詰められる方がいいなー。それで思い切り暴れてくれ。裏で一気になだれ込むから、どうよ？』

「断る」

　監視も十分なようだし、万が一の場合は簡単に逃げられそうで安心した。
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ｓｉｄｅ：ヒフィー

　カリカリ……。

　そんな音だけが室内に響く。

　もうこれで書類にサインするのは何度目でしょう？

　いい加減、手首とか、指先が痛くなってきた気がします。

　ユキ殿にそのことを言うと「漫画家か」と言われるのですが、漫画というのが分からないので、今度教えてもらいましょう。

　病気としては腱けん鞘しよう炎などというものに罹かかるので、注意するようにと言われました。

　その前に同じ作業をずっとしていて、精神的にきついのですが……。

　まあ、どのみち、自分が蒔まいた種なので、仕方のないことなのですけれど。

　今現在、ヒフィー神聖国は、トップの私が偽者と成り代わっていたという大事件が起こり、その過程で、戦争一歩手前にまでなり、それを収束させることで手一杯なのです。

　その実、偽者と入れ替わっていたなどということはなく、私が本気で各国に戦争を仕掛けて滅ぼすつもりだったのですが、ユキ殿やルナ様との話し合いの結果、平和的な方法を模索するということで合意したのです。

　ユキ殿とぶつかって負けたというのは、お互いの力量を確かめるのが目的であって、決して本気で負けたわけではないのです。

　ええ、次はおそらく、いえ、必ず私が勝つでしょう。

　……本当ですよ？

　コンコン。

　と、誰か来たようです。

　ペンを置いて、入室許可を出します。

「失礼します」

　そう言って入ってきたのは、タイゾウ殿です。

　彼は、私の腹心であり、異世界からの勇者であり、その智謀や技術はコメット同様に他の追従を許さないほどです。

　……ユキ殿やタイキ殿に比べて、幾分堅いのが玉に瑕きずですが。

　と、そこはいいとして、そういう関係で、軍部を預かっており、今回の事件の収束を頑張っているのです。

　コメットの方はユキ殿の研究所に入り浸りで全然戻ってきませんから。

　まったく、毎日毎日、ご飯を向こうで食べてくるのか、こっちで食べるのかぐらい連絡して欲しいものです。

　ご飯を作って待ってる身になって欲しいものです。

「アグウストからの書簡が多数届いております」

「はい。ありがとうございます。そちらに置いてください」

　また書類が増えるのですね……。

　ですが、それとは別にタイゾウ殿は別の羊皮紙を持ったままでいます。

「タイゾウ殿？　そちらは？」

「はい。これもヒフィー殿宛てに来ているのですが、どこから送られてきたか不明で、内容も分からないのです」

「どういうことでしょうか？　封を解けばいいのでは？」

　見た感じ、羊皮紙を丸めて、紐で結んであるだけだ。

　なぜタイゾウ殿が確認しないのか不思議だ。

　彼には書類の確認も許可しているし、何も問題はないはず。

「ご覧いただければ分かると思いますが、強力な魔術の封がしてあり、無理に開こうとすれば、何か問題が起こるような感じがするのです」

「……見せてください」

「危険かもしれませんが？」

「ユキ殿たちに連絡を、万が一の場合は即座に来てもらえるように。タイゾウ殿は退出を願います」

「はい。分かりました」

　タイゾウ殿が出て行ったのを確認してから、その羊皮紙に手を伸ばし確認します。

「……この魔力は、まさか」

　そんなまさか、と思いながらも紐を解きます。

　これは、一定の魔力がないと解けないような術式ですね。

　そして、紐が完全に羊皮紙から離れた瞬間、羊皮紙が浮かび上がり、そこから声が聞こえてきます。

『やあ、お久しぶり？　初めましてかな？　同胞ヒフィーに、ダンジョンマスターコメット』

「あなたは!!」

『ああ、先に言っておくけど、これは一方通行だから、質問してもこちらには届かないよ。まぁ手紙だから分かると思うけどね』

「ぐっ……」

　読まれてた。

　しかし、この勘の良さは……。

『君たちの動きに期待していたんだけど、途中で萎えちゃったみたいだね。まあ、ヒフィーらしいと言えばらしいか。君たちがやらないなら、僕がやることにしたよ。僕に嫌なことを押し付けるんだ。協力しても罰は当たらないと思わないかい？　悪い話でもないだろう？　これで君たちの望んだ平和な世界が訪れるんだ。４００年前は僕自身の弱体化やコメットの発明品に押されて何もできなかったけど、今は違う。今や僕はエクス王国の覇王、ノーブル・ド・エクス。ダンジョンマスターでもあり、名声、国力、ＤＰは潤沢だ。君たちさえ来てくれれば、願った世界は手に入ったも同然だろう。この手紙を持ってエクスの王城に来てくれ。良い返事を期待しているよ。かつての軍神ノーブルより』

　手紙の内容は終わったのか、羊皮紙は力を失い、机に落ちる。

「まだ、消滅しないで、残っていた神がいたのですか……。しかも、よりによってノーブルが」

　軍神ノーブル。

　私と同じように引き籠りなどしないで、弱体化してもなお、ルナ様や国のために、最前線に立って、ただの１人の人として、その身を魔王戦役で散らせたはずの神。

　聖剣使いの13人に隠れて、名は知られていないけど、地方に侵攻した総勢５万の魔物の軍勢をわずか３０００で受け切った名将。

「タイゾウ殿、いますか」

「はい。こちらに」

「羊皮紙の内容が少々私個人では判断しかねる内容でした。今すぐに、ユキ殿たちと協議を行います。神聖国の書類は優先順位の高いものを捌いてから向かいますので、先行してユキ殿たちを集めてもらえますか？」

「分かりました」

　タイゾウ殿はそう言って、すぐに行動に移る。

　この件を勝手に判断しては駄目だ。

　とりあえず、ユキ殿と連絡を取って対処を決めないと……。

「……これは、一筋縄ではいきませんよ。ユキ殿」

　そう不安がありつつも、とりあえず、仕事を終わらせないと動くわけにはいかないので、書類処理の続きをします。

「……こんな忙しい時に。もっと時と場合を考えて欲しいものです」

　なんというか、大事なはずなのに、新しい仕事を増やされて内心イライラしている自分が不思議です。

　……私も良くも悪くもユキ殿のやり方や性格に染まってきたのでしょうか？




「ふーん。何か色々な意味で面白くなってきたな」

　羊皮紙を見たユキ殿の反応は、そんな気の抜けた返事でした。
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「面白くなったではありません。これは一大事です。相手が神とダンジョンマスターの能力を有しているのです。いったん、引いて態勢を整えるべきです」

　私は、事の重大さを伝えたのですが……。

「いや。引くもなにも、ヒフィーたちに宛てた手紙だし、俺たち名指しでもないからな。モーブたちにもちょっかいは出てないし、俺のチームが引く必要はないな。ヒフィーがエクス王都に偵察とか放っているんなら戻すべきだろうが」

「……どういうことでしょうか？」

「はぁ、タイゾウさん。お願い」

「了解した」

　なぜかユキ殿はため息をついて、タイゾウ殿に説明を任せました。

　何か問題があったのでしょうか？

「おそらくですが、ヒフィー殿は相手に知人の神とやらがいるので、慌てて気が付いていないのでしょう。羊皮紙の内容を今一度、吟味しましょう」

　そう言ってタイゾウ殿は羊皮紙を私の前に持ってきます。

「羊皮紙の内容は主に、ヒフィー殿とコメット殿をエクス王国王都に招待する手紙です。そこはいいですか？」

「はい」

「つまりです。ユキ君の言う通り、これはヒフィー殿とコメット殿を招き入れるための招待状であり、罠わなとも言えましょう」

「そうです。断れば真っ先に神聖国がエクスに押しつぶされかねません。相手は当時弱っていても、凄すさまじい戦果を挙げた軍神ノーブルなのですから」

「ええ。その話は伺うかがいました。凄まじい軍略の持ち主なのでしょう。人とは違い、魔物は補給路を断とうが、指揮官を倒そうが、早々崩れるものではありませんからな。ですが、これには一切、私たちの名前はありません。これは、相手は私やユキ君たちのことを知らないということを示しているのです」

「なぜ、そうと言い切れるのですか？」

「ヒフィー殿とユキ君の繋がりを知っているのであれば、今回の手紙に、何かしら一言二言入れてくるはずですし、モーブ殿たちを捕らえれば、それだけヒフィー殿たちを引き込むことに有用な材料となります。しかし、モーブ殿たちはいまだ健在です。監視もいまだについておりません」

「……それは、私たちを始末することが目的では？」

「確かにそれもあり得ます。しかし、その可能性は限りなく低いです。もし、ヒフィー殿たちを暗殺するのが目的であれば、こんな手紙など送らず、すでに刺客を送ってきているはずです。わざわざ殺すことを宣言してから暗殺者を送る相手などいないでしょう」

「確かに。つまり、ノーブルは本当に私たちの協力が欲しいと思っているのですね？」

「ええ。私の銃器は装備制限をしていて、外に出していないので気が付いていないようですが、魔剣の水増し、量産をしていたのはエクス王国とこれで確定しました。これは、ヒフィー殿、コメット殿に、技術的協力をして欲しいということですね。軍略家はあくまでも手持ちのモノで作戦を考えます。つまり、新しく何かを生み出せるわけではないのです」

「それは、そうです」

　新しく何かを生み出せるのであれば、コメットに頼らず平和な世界をすでに築いているでしょう。

「戦争というのは、技術開発の勝負でもあります。いかに敵よりも高性能なものを作り、こちらの被害を少なくし、相手への被害を大きくするか。これが、作戦を考える者が優先するべき最大の事項です。ですが、技術の革新はそう簡単にできるものではなく、一つ一つ、地道な改良が主です。明らかに別の体系で戦いの道具が作られても、それを使う兵士がいませんし、慣熟訓練が終わるまでは旧式の武器の方が使い慣れている分、戦果が上がるでしょう。新しいものというのは、往々にして、前線の兵士には嫌われる傾向にあり、新規開発というのは非常に困難です」

　確かに、命を懸けている戦場で、使えるかも分からない新兵器の訓練と言われても、そんな事に兵や時間を割くより攻撃や防衛を厚くした方がいいと思うでしょう。

「このことを、ノーブル殿は熟知しているのでしょう。使用制限を外した魔剣という物を作ったお２人を引き入れることが、他国の技術開発から負けないようにするための策でしょう。コピーはできても、新しく作ることはできないということですね。聖剣の制限解除のことを見ても、つい最近の出来事です。過去にその技術ができているのであれば、すでに各国の聖剣は奪われていたでしょうから。そういうこともこの手紙からは読み取れます」

「なるほど。つまり、ノーブルは私たちの技術を欲している。そして、ユキ殿たちのことは気が付いていない。ということですね？」

「要約すればそうですな」

「でも、それならばなおのこと、断れば確実に神聖国を脅かしに来るのでは？」

「それは当然ですな。ノーブル殿にとっては、神聖国の技術力は喉から手が出るほど欲しい。何としても手に入れようとするでしょう。まあ、力ずくというのは、大抵反発者を生むので、一度このような手紙を渡して、理解を得られればと思っているのでしょう」

「しかし、私たちはすでに、ユキ殿たちと協力体制を取っているのですし、大陸の事情を正確に把は握あくした今では、ノーブルに加担する理由がありません」

　そうです。世界を征服したところで終わりではないと知ったのです。

　いまさら、ノーブルと手を組む理由がまったくありません。

　しかし、断れば戦争になるでしょう。

　いったいどうすれば……。

「いや、無理に断る必要もないだろ。提案、受け入れてくれば？」

「なっ!?　正気ですか!!」

「いやいや、本気で寝返れと言ってるわけじゃない。これは内部に入り込む絶好のチャンスだろ？　相手は是が非でも来て欲しいんだし、断ればそりゃ危ないだろうけど、協力すれば全面的に受け入れてくれるはずだろ？　なあ？」

「ま、まさか……」

「まさか、ヒフィーとコメットが俺たちと協力体制にあるとは思わないだろうなー。どっちも国を支えるトップと柱だし。手紙でも堂々と知らないって言ってきてるしー。ということで、情報収集頼むわ。これで外から内からと、情報も集まりやすいし、精査もしやすい。敵を知り、己を知れば百戦危うからずだよ」

　本気で、私たちを情報収集の駒にするつもりみたいです。

「あ、なんとか説得すれば、戦争しないで終わるかもな。そこら辺はヒフィーの腕次第だろう」

「分かりました。ノーブルの提案を受けるふりをして潜入しましょう」

　私は即断で返事をしました。

　ここでようやく理解したのです。

　断れば戦争は必至。

　その時に犠牲になるのは、周りの人々。

　それを止めるために、私に向かえということですね!!

　私はすぐに踵を返し、潜入する準備を始めました。




ｓｉｄｅ：タイゾウ

「ユキ君。最後、ヒフィー殿を乗せただろう？」

「そりゃそうですよ。向こうは全うな理由が欲しかったみたいですし、本当に戦争が止められるならこっちも得で、渡りに船というより、情報も得られるから一石二鳥でしょう？」

「一石三鳥だな。ついでに、エクス王都、いや、ノーブルを攪かく乱らんするつもりだろう？」

「モーブたちにヒフィーたち。目くらましとしては十分役割を果たすだろうし、情報が集まったら一気に制圧ですね」

　当然の判断だな。

　……ヒフィー殿、決して貴女あなたの思いや考えは間違っていませんが、前提にユキ君たちが保有する戦力を考えるべきでしたね。

　すでに結果は決まっているのです。

　それがより確実で、完璧なものになるかどうかなのです。

　慢まん心しんするつもりは毛頭ないが、あのノーブル殿は銃器について一切触れていない。最初から敵たり得るか、甚だ疑問だ。

　ユキ君がいなければ、確かにこの時代を先陣で駆け抜けたであろうが……。

「いやー。敵さんからわざわざ素性を教えてくれて助かったわー」

　まったくもって、その通り。

　これで我が方に一気に形勢は傾いたと言えよう。

　情報こそ最大の武器とはよく言ったものだ。

　さて、私はヒフィー殿が残した仕事を代わりにするか。
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ｓｉｄｅ：ユキ

　世の中、人には譲れないものというのが存在する。

　傍そばから見れば、他人には理解されない。

　だが、確かにそこには揺るぎなき決意があり、それを命題としている人もたくさんいる。

　なぜあなたは山に登るのか？

　そこに山があるからだ。

　ま、これは誤用ではあるが、ある意味、人には理解されず、しかし、確かに譲れないものが存在するというのが分かる言葉だ。

　簡単に言うのであれば「趣味」だが、されど「趣味」である。

　世界には、努力の方向音痴や、才能の無駄使いという、言い得て妙な言葉もたくさん存在する。

　くだらないことなのだが、その才能は称賛して余りある、と評価される言葉だ。

　だが、そもそも、人はくだらない方向に力を入れた時にこそ、飛躍をするのだ。

　地球の技術の原点、いや、知性ある生き物の原点は、好奇心だ。

　いや、知性ある生き物の原点だ。

　それが、今の技術に繋がっているのだ。

　木の枝を持って、振り回すか、燃やすか、家を建てるか。

　そんな発想だ。

　好奇心、想像とは、あらゆるものに繋がる始まりである。

「というわけで、俺たちが今からするのは、お遊びではない!!　新しき人類の一歩である!!」

「おー!!」

　俺の演説に答えてくれるのは、タイキ君。

　そして、その横で首を傾げているのはタイゾウさんだったりする。

「あー、ユキ君の話は分かったが、これから山にでも登りに行くのかい？　見た感じ、そんな準備はしていないようだが？　山を舐めていると死ぬぞ？」

「あ、いやいや。山は登りませんよ。今日はこれです」

　タイキ君はそう言って、テレビの前に並べられている、物体を指さす。

「なんだいそれは？　なにやら機械の塊かたまりのようだが、ビデオか？」

　さすがは伝説の技術者の一員だ。察しがいい。

「これは、ＰＧ４といいます」

「ぴーじーふぉー？　ふぉーは四のことだな？」

「はい。Ｐはプレイ、Ｇはゲームといって、それを略してＰＧ４です」

「えーと、遊びをする４？　４号機ということかな？」

「はい」

「ということは、これで何か遊べるわけか」

　本当に察しがいい。

　色々説明が省ける。

「そうです。コンピューターゲームといって、遊ぶために組まれたプログラムを機械で動作させて、テレビに映像を流し込み、このコントローラーで操作して遊ぶことを目的としたものです」

「ほお。未来にはそんなものもあるのだな。しかし、なぜまた今日なんだ？　今は忙しいし、後日でもよかったのでは？」

　そう。

　ただＰＧ４を遊ぶだけならいつでもいい。

　わざわざ忙しいときに遊ぶ理由もない。

　だが、本日は理由があるのだ。

「これです。タイゾウさん」

　俺はそう言って、３つのあるものを手渡す。

「これは……君たちが言った、ゲームのデータだね。これをあの機械に読み込ませることで、この遊びが……」

　そう言いかけて、タイゾウさんが止まる。

　彼はある一つのソフトに目が釘付けになっている。

　その名も『第六天魔王の野望　戦国立志伝説』かの有名なゲームの新作である。

「こ、このゲームの内容を詳しく教えてもらえるかな？」

「分かりました」

「とりあえず、座りましょう」

　普通ならタイゾウさんをこんなゲーム遊びに呼んだりはしない。

　しかし、今回はタイゾウさんに興味を持ってもらえそうなゲームも出るので一応来てもらったのだがドンピシャのようだ。

　ふっ、誰もが、あの時代を駆け抜けたいと思うものさ。

　とりえず、ちゃぶ台を出して、お茶を注いで、煎餅を出して準備を万全にする。

「さて、焦あせる気持ちも分かりますが、とりあえず、なぜ、今日なのかという質問に答えましょう。タイキ君、頼む」

「はい。タイゾウさん。俺たちが日本の品物を取り寄せることができるのは知っていますよね？」

「あ、ああ。これもその品なんだろう？」

「ええ。ですが、まだ発売していない物は取り寄せられません」

「……ちょっとまて、君たちがここまで楽しみにしていたところを見るに……」

「はい。今日出たばかりの最新作です」

「……なるほど。だから今日なのか。流行り物には興味がなかったが、これは違うな。私も分かるぞ。戦国武将と肩を並べたいと何度思ったことか!!　見ろこの広告を、己の分身を作って、大名に仕え、天下統一を成せとある!!　これは、我が島しま津づが天下を取ることも可能なのだろう!?」

「はい。その通りです。ま、大体、裏の説明を見て分かったと思いますが、そうやって戦略を立てて、敵を倒していくわけです」

「ふふふ、孔こう明めいになれということだな!!　さあ、やり方を教えてくれ!!」

　今ここに、タイゾウさんと俺たちの気持ちは１つになった。

　ま、残念なのは、あと２つのソフトの説明ができなかったことか。

　まあ、日本のＲＰＧの大金字塔のスピンオフとか言われてもさっぱりだろうし、絶望と絶望のファンタジーも操作が慣れないときついから、最初から野望だと思っていた。

　ちなみに、ダーク３はセラリアが大層楽しみにしていて、すでに渡している。

　そして案の定、引き籠っている。あれは数日出てこないと思う。

　他の嫁さんたちも、ゲームという概念が今までなかったからか新鮮なので、ゲームでお休みということに文句は出ない。

　というか、セラリアほどではないにしろ、みんな新作ゲームを楽しんでいる。

　……くくく、異世界万歳!!

　有給が堂々と取れるって素晴らしぃ!!

　日本にいた頃は、適当な理由をつけて、有給取ってたからな。

　ほら、親戚のおじさんが亡くなったとか、何回忌とか、誰々が入院したとか。

　それでも、限度があるじゃん？

　だから泣く泣く、優先順位を決めて、有給を割り振るんだ。

　上から睨にらまれるしな。

　あと、ゲームは害悪だって風潮があるから、非常にやりづらい。

　何言ってんだか、一大市場なのにさ。

　あれを作るのにどれだけの労力がかかると思っているんだ!!

　それを満まん喫きつするために休んで何が悪い!!

　ゲームとは今や、地球の技術の最先端。

　もうすぐＶＲとかも出るみたいだし、たまらんですたい!!

　いや、もう異世界だけどさ。

　やってみたいのよ!!

　いいか、ゲームであって遊びではないのだよ!!

　それが偉い人には分からんのですよ!!

　趣味のために働いているんだよ。こっちは!!

　とまあ、こういうことで、本日ゲームのため、休みなのだ。

　タイゾウさんに楽しんでもらおうというのもあるし、俺たちだけ楽しむのは気が引けたというやつだ。

　これぐらいの贅ぜい沢たくは構わないだろう。

　今まで頑張ったんだし、駄女神は文句言わないからＯＫ。

「おおっ、凄く綺き麗れいな映像だ。しかもこれは写真ではなく作ったものだな？」

「はい。３ＤＣＧってやつです」

「うん。よく分からんが、こういうものをわざわざ作ってゲームを作るのだな。凄いものだ。映画顔負けだな」

　タイゾウさんの言う通り、映画顔負けのゲームは多数存在する。

　この『野望』もネットではよくプレイ動画を上げていて、面白いのも多数存在する。

「これがタイトル画面だな。で、このボタンを押すと……。ふむ、色々項目があるな。これはいったん練習をするべきか」

「それがいいですね。それをやればある程度、このゲームのルールが分かると思いますよ」

　ふう、タイゾウさんはチュートリアルや説明書をちゃんと確認するタイプらしい。

　説明書を読まないで聞いてくるという面倒なタイプではなさそうだ。

　悪いとは言わないが、説明書とかを読まないタイプは他のゲームをしている連中を巻き込むことが多いので苦手だ。というか、邪魔だ。

「ふむふむ……。日本を上空から眺めたような感じではあるが、ちゃんと地形も……これがこうで……なるほど……」

　よし、タイゾウさんは放っておいていいだろう。

　さて、俺たちもゲームに取り掛かるか。

「で、ユキさんは今日はどれをするんですか？」

「それは非常に難しい問題だ。本日は３つのビッグタイトルが出ている」

「ええ。難しい問題です」

「しかし、幸いに、横でリアルタイムでプレイしてくれる人がいるから、一個除外になる」

「ですね。内容は見れますから、それを参考に後で効率良く、ですね。なら、残りは２つ」

　ダーク３かドラク○か。

　……よし決めた。

「タイキ君。嫌でなければダーク３をやってくれ」

「いいですけど。なんでですか？」

「ダーク３は据え置き機だ。しかし、ドラク○は携帯ゲーム機。俺は呼び出される可能性が一番高いからな」

「なるほど……。分かりました!!　あ、でもダーク３ってＭＡＰとか敵ネタバレになりません？」

「あ、俺そういうの気にしない。タイキ君がやられるのを見てサクサク進めさせてもらうわ」

「そういうタイプですか。なら遠慮なくー」

　２人でゴソゴソとソフトを取り出して、お互いにゲームを起動する。

　無論、長期戦に備えて、食料をちゃんと用意してある。

　我らに死角なし!!

　そして、俺たちは時間を忘れてゲームをしていた。

　これがいいんだよ。

　時間を忘れるほど、夢中になれることってそんなにないだろう？

　でも、俺たちにはあるんだ。

「旦那様。久々の娯楽中ではありますが、さすがに晩御飯も抜きは認められませんのでお越しください」

　あれ？　キルエが少し怒ってる。珍しい。

　というか、もうそんな時間か、さすがに子供たちや嫁さんと団だん欒らんする時間を消費してまでゲームする気はない。

　腰を上げると、もう一人、この部屋を訪れる。

「タイキ様もです。晩御飯は食べに戻ってくるって言ったじゃないですか」

　アイリさんだ。

　ああ、タイキ君も同じような約束してたのか。

　まあ、王様が晩御飯をすっぽかしはまずいだろう。

「あ、ごめん。ちょうどいいから休憩するか」

　タイミングがいいというか、ちょうどボスを倒して一息ついたところだ。

　これがボスにやられてたら、あと１回という、エンドレストライになるんだよな。

　さて、タイゾウさんだけ残ることになるかな？

　そう思って、声をかけようとしたのだが……。

「タイゾウ殿。もう、晩御飯の用意ができていますよ？」

「ん？　ああ、ヒフィー殿、これは申し訳ない。えーと、セーブと……。よし、今行きます」

　仲良く２人で出ていくのを、俺たちは何と言っていいのか分からない感じで見送る。

「いや、意外でもないんだが……」

「自然すぎて微妙ですね」

「どうでしょう。きっとヒフィー様は苦労すると思います」

「私もそう思います」

　……そういう男が鈍感とかいうのはノーコメント。

　藪やぶ蛇へびになりそうだし。

　さ、晩御飯を食べよう!!

　新作ゲームは１日15時間ぐらいだよな。
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ｓｉｄｅ：モーブ

　ついにこの日がやってきてしまった。

　来て欲しくない日というのは必ずやってくるもんだなー。

　そんなことを、この新大陸では上品なテーブルに置かれている、これまた上品なコップに注がれている水を見て思う。

「はぁー」

「どうした、具合でも悪いか？」

　深くため息をつく俺に、心配そうにノードンが声をかけてくる。

「いや、王室御用達だって聞いてな……」

　実は奴隷を選んで弄られるのが嫌なんだって、言えるわけもないから、とりあえずそれらしいことを言う。

「ああ、緊張してるのか。なに、良い店主だ。そこまで硬くなる必要はないぞ」

　本当に緊張だけならいいんだけどな……。

　あー、どういう奴隷を選べば無難なんだ。

　誰か教えてくれー。

「考えていることは、おおよそ理解できる。が、諦あきらめろ」

「ですね。どのみち弄られますし、なんというか、後継者って感じで探した方が、方針もあって回避しやすいんじゃないですか？」

　ライヤとカースは、前にエリスたちを連れてきた作戦を継続して行うようだ。

　確か、ライヤは戦闘に長けた奴を、カースは学が良さそうな奴を、だったな。

　俺だけ、バラバラだったから、そこをユキに突かれたわけか。

　そうか、俺もカースの言う通り、何か方針を決めて奴隷を選べばいいのか。

　これならいける。きっといけるぞ。

「お待たせしました」

　と、ようやく店主が来たようだが、なんと珍しいことに女の店主。

　歳は30前半ってところか、奴隷商で女店主なんてのは色々な意味で凄いな。

「よう。元気そうだな。セフィーヌさん」

「おかげさまで、ノードン様」

「様はよしてくれい。こちとら、ただの傭兵だ」

「そして、私の恩人であり、今はお客様。丁寧に接するのは当然でございます」

「むう。そう言われると、何も言えんな。だが何かあれば言ってくれ、力になれることがあるなら手伝うぞ」

「はい。その時は頼らせてもらいます」

　いちいち、動作が上品だ。

　これは王室御用達というのは間違いないだろう。

　なんで王室御用達の奴隷館があるのか不思議でならないけどな。

　奴隷なんてのは、下っ端扱いがほとんどだ。

　よくて、ちょっとした貴族の遊び物がいいところだろうが、王家の血筋に奴隷を引き入れるのは品性とかで、良い顔をされないんじゃないだろうか？

「なあ、セフィーヌさん。こいつらの緊張を解いてやってくれないか？　王室御用達って聞いて緊張しているようでな」

「まあ、王室御用達なんて大げさな。さすがに王家の出入りがあるわけではありません。よくて公爵家の下働きの確保でございます。奴隷の首輪があれば諜ちよう報ほう活動や裏切りを避けられますので、下は奴隷で固めたいという貴族の方が多いのです。それに加えて、私は見ての通り女ですし、同じ女性相手の教育をしやすいのです。その点で他のお店よりは、貴族様の前に出しても恥ずかしくないようにはしてありますわ」

　なるほどな。

　セラリアの嬢ちゃんや、エルジュの嬢ちゃんの時も、身内の裏切りみたいな問題だし、そういう意味では周りを動き回るメイドや雑用は奴隷の方が安全かもしれないなー。

「少しは緊張が解けたようですね。では、改めまして、私はこの奴隷館の店主のセフィーヌと申します」

「ああ、モーブだ。よろしく」

「ライヤだ」

「カースです。よろしくお願いします」

　軽く挨拶をすると、さすが、貴族相手に商売をしているせいか、視線が鋭く、素早く、俺たちをくまなく観察する。

「視線移動が見られるな。もうちょっと、全体を見る、というふうにした方がいい。熟じゆく練れんの者だと警戒するぞ。それか、その視線の鋭さを変えるべきだな。警戒していますと言わんばかりだ。驚いたり、興味津々といった表情などでごまかすべきだな」

　ライヤがすぐに注意を飛ばす。

　指摘されたセフィーヌは目を丸くして驚いている。

「なっはっは。セフィーヌさん。こいつらはわし以上だよ」

「ノードン様以上……ですか。ライヤ様、ご忠告痛み入ります」

「いや、相手によって変えているだろうから、余計な口出しだったらすまない」

「いいえ。いい経験になりました。それで、こちらに来られたということは奴隷をお求めでしょうか？」

「そうだ。見ての通り、そろそろいい歳でな。腕は鈍る一方だ。だから、良い人材でもいれば、教えて伝えるのもいいかなと思ってノードンに紹介してもらったんだが、まさかこんな大商人を紹介されるとは思わなかった」

「あらあら、御上手ですね。で、ご予算はおいくらほどで？」

「おそらく、無理をすれば、この店で一番高いのもいけるぐらいだ。ということで、良い人材を見繕つくろってくれれば助かる」

「まあ、それほどですか……。かしこまりました。少々お待ちください」

　ライヤの奴が上手く手持ちの額をごまかしたな。

　ユキから手渡された予算は、今まで他国からぶんどってきた資金とか援助とかで貰ったのが溜まっているので、下手すればここの経済が傾くほどだろう。

　……今思えば、ここで食料を買い占めて動けないようにするとかの方がいいんじゃねーか？

　あ、でも、ダンジョンコアからの生産があると意味がないのか。

　その前に、俺たちが買い漁っているのがばれるからダメか。

　うーん。やっぱりこういうことはユキに任せるべきだな。

「お待たせいたしました。まずはこちらの子をご覧ください」

　そう言って、セフィーヌが連れてきたのは奴隷じゃないだろう、と言わんばかりの上品なドレスを着た女の子だ。

「この子は、小国ではありますが今は亡き某国の姫君でして、知識、教養、能力は折り紙付きです。が、少々世間知らずなところがありますので、そこら辺はご注意を」

　お姫様ってどういうことだ？

　いや、紛争みたいなのはどこでもあるけど、お姫様が奴隷になるのかよ？

　……俺が言えたことじゃないか。

「もしかして、意図的に奴隷になっていますか？」

「素晴らしい洞察力ですわね。カース様。その通りです。私の店は女性奴隷専門であり、このように敵国の姫君を閉じ込めておくための牢獄の役割もあるのです」

「どういうことだ？」

「モーブさん、つまりですね。敵国の姫というのは、放っておくわけにはいかないんです。彼女を旗印にして、また騒乱を起こされても困りますから」

「そりゃそうだ。でも、奴隷の首輪でそういうことはできないだろう？」

「ええ。ですが、だからといって彼女たちを王城に閉じ込めておくのも、占領した国から不満を買いますし、処刑なんてもっての外です。でも好待遇で迎えすぎても身内から不満が出るし、身内がその亡国の姫と協力して謀む反ほんを起こす可能性も考えなければいけません」

「結婚でもして、仲良く治めるってのはありじゃないか？」

　よくある話だ、負けた国の姫君を下級貴族に与えて、統治をしやすくするってユキが言ってたし。

「……違いますよ、モーブさん。すでにそれを通り過ぎているんです」

　どういうことだ？

「カース様の言う通りです。彼女は婚姻による身分と領地の安あん寧ねいを拒み、最後までエクス王国の覇王、ノーブル陛下に逆らったのです。さすがに、ここまでの相手を娶めとろうという貴族の方はいませんし、逆に謀反を疑われるので、絶対に手を出そうとはしません」

「それなら、俺たちに売るのも問題じゃないのか？」

「いいえ。それは問題ありません。一般の方では奴隷の首輪を解除できるわけがありませんし、エクス王国領内で、彼女のことはすべての奴隷商が知っています。いくら金を積まれようが解除はしません。他国に連れていって解放、というのも手ですが、その時は厄介者がいなくなっただけですし。次に国内で見つけた時は斬り捨てればいいだけです。奴隷の首輪がなくなれば、この国ではこの子はただの罪人ですから。万が一、兵を集めてエクス王国に牙を剥むくのであれば、それこそ、温情なしで処刑できます。というわけで、ここまで事情が厄介だと一般の人も買い手が付きませんし、かといって、捨て値で売ることも今までの採算が合いませんし、捨て値で売れば私が謀反の手引きをしたと睨にらまれます」

　難しいことはよく分からんが、ひじょーーに厄介なのは分かった。

「よし。分かった。その姫さんを貰おう」

「え？」

「ちょ、ちょっと待てモーブ。話を聞いていたのか!?」

「そうですよ。他の子を見てからでもいいでしょう!?　さすがにこのお姫様を買うとすっからかんになりますよ!?」

　慌てて止めに入るライヤとカースを手で制止する。

「まあまあ、落ち着け。俺たちは後継者が欲しいだけで、特に謀反とかをする気力はないだろう？」

「そりゃそうだが……」

「多少跳ねっ返りの方が、根性がある。王様に噛みついたとか、申し分ないだろう？」

「でも、さすがにお姫様は監視がきますよ？　ですよね、セフィーヌさん」

「ええ。さすがに姫をというと、私もしっかり報告しないといけないし、国も監視を向けてくると思いますわ」

「願い叶ったりじゃないか。姫さんが逃げ出さない、変なことを考える奴らとの接触を防げるし、そういう事を考える輩やからを炙り出すのにも使える。だろ？」

「「「……」」」

　なぜか、三者三様に驚いてやがる。

「確かに、そうですね。これなら不穏分子の炙り出しに使えます。王城に使いを出して協力を打診してみます。向こうもそういった不穏分子を警戒してここに回したのですから、きっと協力してくれると思います。しばらくは行動を制限することになると思いますがいいでしょうか？」

「構わねーよ。どうせ、外での基礎訓練は１、２年はいるだろうからな」

　俺がそうセフィーヌと話していると、後ろでライヤとカースが何かボソボソ話している。

「……考えようによっては、注意を引くという役割も果たせないか？」

「……ですね。しかも、エクス王国と協力体制を取って、です。一番理想に近いですよ。まさか狙ってやったのでしょうか？」

「いいや、そんなわけがない」

「ですよねー」

　お前ら……。

　ま、そこはいいか。

「ま、動き出すのはちょっと待ってくれ」

「何か問題でも？」

「ああ、姫さんに意思を聞いていない。やる気のない奴を後継者にはできないからな」

「あ、申し訳ありません。あまりにも画期的な発想で失念していました。さあ、ご挨あい拶さつをしなさい」

　そう言われて、挨拶をしようとする姫さんだったが……。

「そんなことはいい。姫さん、話は聞いたな。逃げ出そうとしても、連絡を取ろうとしてもたぶん殺される。それでも俺たちについてきて、腕を磨いてみようって思うなら返事をしろ」

　俺がそう聞くと、すぐに姫さんは返事をする。

「やるわ!!」

　部屋の外にも響き渡る、良い声と気迫だ。

　それをノードンも感じ取ったのか、感心した様子だ。

「ほぉ、これは、当たりかもな。いくらスキルがあっても根性がないとどうにもならん。だが、この姫さんは、言っては悪いが、国がなくなったことが後押しする結果になってるな。なあ、セフィーヌさん。他にこんな子いないか？　ロゼッタ傭兵団にも欲しい人材だ。あ、モーブと同じように監視もＯＫだ」

「えーと。いないことはないですけど……。これぐらいしますよ？」

「高っ!?　今回の魔物の宝石全部売っぱらってようやく半分かよ!?」

　向こうも戦力補強を考えたのだろうが、値段がトンデモなかったみたいだ。

「じゃ、支払いたのまー」

「分かった」

「お前ら本当に貯め込んでたんだな」

「毎度ありがとうございます。監視役の手続きに時間がかかりますので少々お待ちください」

　ふう。

　これで、ユキの弄りは完全に回避だな。




『それで、名前も聞かずに宿に連れてきて、ようやく自己紹介したって？　ひー、お腹痛い。モーブ、お前、凄いところをすっ飛ばすよな』

　宿に戻って、ユキと連絡を取ってこの様だ。

　くそ、俺はなんでこんなミスをするんだ。

「そこまで弄らないでやってくれ。成果としては十分だろう？」

『ああ、そうだな。お姫様とは、こりゃ情報が期待できるよ。しかもエクス王に逆らってんだからな。ついでに監視もモーブたちにつく。これは好都合だな。そのお姫様たちは監視の穴を縫って、ドッペルと入れ替えよう。こっちで情報を聞き出す』

「頼む」

『さっさと名前は聞いておけよ。何事もまずは挨拶からだしな』

「分かってるってーの」

　……しかし、いまさらどういう聞き方をすればいいんだ？
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ｓｉｄｅ：ユキ

「さーて、なかなか面白くなってきたな」

「……どういうこと？」

　俺が呟いた言葉にクリーナが反応して、なぜか目つきが鋭くなる。

「……もしかして、お姫様を手て籠ごめにするつもり？」

「ユキさん。私たちがいるじゃないですか!!」

「そうですね。得体が知れませんが、不潔ですね」

「ユキ様、欲求不満なら私が受け止めてあげますわ!!」

　クリーナの言葉に護衛の３人の嫁さんたちが揃って抗議の声を上げる。

「まてまて、そっちの意味じゃないから。まだ姿も見てないのに、そういう気持ちになれませんから」

「……見た目が好みだったら、あり得るということ？」

「その発想から離れろ。クリーナ、俺は嫁さんたち以外に手を出すつもりはない」

　ここで、しっかりと言って、俺がどれだけ嫁さんたち一筋かをアピールしておこう。

　でもなぜか、白けた目でこっちを見てくる。

「……やっぱり。あのー、奥さんの私たちが言うのもなんですけど、あまり他の女性に無関心なのはどうかと思いますよ？」

「ですね。ユキの妻としては嬉しい限りですが、その淡泊な反応は色々問題があるのではないでしょうか？」

「別に、他の女性に手を出せと言うわけではないのですが、もうちょっと褒ほめるとか、見み惚とれるぐらいはしないと、貴族の社交界では、あらぬ噂を立てられますわ」

「……ん。別の疑惑が上がりかねない」

「お前ら、俺にいったいどうして欲しいんだよ!?」

　浮気は駄目だけど、他の女性には興味持てとか、訳分かんねー。

「だって、ユキさん。私たちにリクエストしないじゃないですか」

「ええ。でき得る限り、ユキの好む姿になりたいと。妻として、いえ、女の務めかと」

「そうですわ。ユキ様はこんなに頑張っていらっしゃるのに、私たちに今のままで良いと言うばかり。そんなユキ様の優しさに甘えてばかりでは、妻として、女としてのプライドが許しませんわ!!」

「……仕事ではなく、プライベートのこと。もっと私たちに要求して欲しい。がんばる」

　あー、なるほど。

　俺にとっては、彼女たちはファンタジー世界の住人で、そのままの姿ですでにご褒ほう美びなのだが、彼女たちにとっては、それは普通であって、俺好みの女性になったわけではないのだ。

　なので、俺の護衛をしつつ、他の女性に目をやったりしないか観察して、好きそうな服装や髪形、仕草を実践しようと思ったわけか。

「分かった。今度、着て欲しい服とか、アクセサリーを用意してみるよ」

「ほ、本当ですか!!　やったー!!　聞いた!?　ジェシカ!!」

「聞きましたとも、これで、ユキの好みが分かりますね!!」

「今までは、いくらＤＰで取り寄せた服を着ても、全然ユキ様の視線は動きませんでしたから、これでいけますわね、クリーナさん!!」

「……ん。これでユキを悩殺できる」

　あ、そういうことか。

　嫁さんたちには好きな服をＤＰで取り出せるようにしている。

　だから、毎日の如く、ウィードの自宅では服が変わる。

　なぜ自宅で着る服がコロコロ変わるんだよ、と思っていたが、これが原因か。

　てっきり、女性の服はたくさんがいいって趣味かと思ってたわ。

　ま、ウィードの自宅以外は、専用装備をつけないといけないって義務づけているし、そういうところで、不満というか、不安だったんだろう。

　服を着替えても、俺の反応が皆無だったから。

　でもさ、毎日変わる服装褒めてたらきりがないよな？

　あ、そういうことじゃない？

　女心は複雑というやつか。

　あ、そうだ……ナールジアさんに言って、もう３、４種類、デザインの違う専用装備を用意してもらうか。

　外に出る服の種類が少ないのは、女性的にはつらいはずだ。

　というか、護衛の嫁さんたちは、他の嫁さんたちに比べて比較的大人しい。

　つまり、セラリアとかは結構イライラしてるはずだ。

　なんとか機嫌を取らないと、夜が酷い。

　でもさ、どんな服が俺の好みかよく知らん。

　……学生服とかがベタか？

　あとはバニーさんとか？　いやラッツやシェーラがリアルバニーさんだしな。

　バニースーツだけでいくか？　というか、あれバニースーツって名前なのか？　正式名称しらねー。

　あとは童貞を殺す服装とかあったよな？　なんか、胸を強調するタイプのメイド服……ってリアルでメイドのキルエがいるし、これは却下か？

「って、話が盛大に逸れとるわ。俺の好みの件は後日精査して、渡してリクエストするから」

「絶対ですよ？」

「楽しみにしています。あ、でも路上プレイとかはあんまり……」

「さ、さすがにそれは、ウィードの国民に、し、示しが……」

「……私は構わない。ドンと来て」

「いやいや、なんで好みの話がそっちまで飛ぶんだよ……っていい加減に話を戻すぞ。面白いっていうのは、エクス王都の状況だ」

　俺がそう言うと、嫁さんたちはすぐに真剣な顔になり、話を聞く態勢になる。

「どういった意味で、エクス王都の状況が面白いかというと、ほぼ絶対と言っていいほど、俺たちに監視が来ていない。俺たちっていうのはモーブの件でなく、本当に俺たちのことな」

　いまいちピンと来ていないのか、４人とも首を傾げている。

　そこで、ジェシカが皆の代わりに口を開く。

「どういうことでしょうか？」

「まあ、他の地域の監視に出ている嫁さんたちにも、改めて詳しく説明するから簡単に言うぞ。相手は、俺たちがバックにいることにまったく気が付いてないってことだ」

「それは、先ほどのヒフィー様に届いた手紙から察せられますが、それは面白い状況なのでしょうか？　モーブたちも、実はダンジョンの能力で監視されていないとも限りません」

「いや、その可能性も限りなく低い」

「なぜ、そう言い切れるのです？」

「モーブたちの推定戦力は、あの新大陸において、３人で王都を落とすことぐらい簡単なのは知っているな？」

「はい。ジルバ王城が実質スティーブ１人に落とされたようなものですし」

　そんなことあったなー。

　あの時、スティーブだけ馬小屋に寝かせられてたんだよな。

　で、その懐かしい思い出に驚きの声を上げたのはサマンサだ。

「ええ!?　ちょ、ちょっとお待ちになってください。あの、スティーブさんはそこまで強いのですか!?」

「……確かに、アルフィンの時に、良い指揮官だとは思ったけど。そこまで強いゴブリンだとは知らなかった」

　どうやらクリーナもその事実に驚いているらしい。

　ま、この２人はウィードの魔物軍とは挨拶ばかりだしな。

　あとは、一緒にトランプしたりゲームしたりと、だらしない姿ばかりだ。

　あの姿に、強さを察せと言われても無理だろう。

「あれ？　サマンサさんもクリーナも知らなかったんだ。ゴブリンのスティーブ、副官のブリッツ、なんとかオークのジョン、ブラッドミノタウロスのミノちゃん、スライムのスラきちさん、この５人はヘタすれば私たちよりも戦力は上だよ」

「私たちはどちらかというと、死なないこと、ユキを守ることに特化していますから、ユキの兵器を十全に扱える分、私たちより攻撃力、指揮能力、動かせる部下、総合的には向こうの方が上なはずです」

「そ、そこまでなのですか……」

「驚き」

　もっぱら、執務室で書類整理して、畑耕して、子供たちと遊んでいる奴らだからな。

　ウィード国民に愛される魔物軍を目指しているんですよ。

　自衛隊にも似たようなフレーズがあった気がする。

　苦労してんだなー。

「と、話を戻すぞ。その３人に気が付いていながら、接触しないということは、その３人以上の戦力がない、もしくは戦力を割けないということか、本当に気が付いていないとしか言えないんだ」

「モーブさんたちをあっさりやれる戦力を隠し持ってても不思議じゃありませんよ？」

「リーアの懸念は当然だが、あり得ないんだよ。そんな戦力が存在するなら、すでに他国を落としているからな」

「「「ああ、なるほど」」」

　俺の言葉に４人とも納得した顔になる。

「そこまでの戦力があるのなら、わざわざヒフィー様に連絡を取って意思の有無を問う必要もない。モーブたちも放っておく意味もないということですね？　あるいは、モーブたちに割ける戦力が存在しないということですね？　まあ、監視すらついていないのですから、現状から考えて、監視があったとしても、モーブたちのステータス隠蔽を見破ることができないということ。つまり、その程度の組織体系ということになるのですね？」

「そういうこと。さっきのヒフィーへの手紙とモーブたちの状況で、相手の戦力がある程度割れたってことだな」

「タイゾウが、ヒフィーに何も言わずに送り出した理由が分かった。敵足り得ない」

「でも、それならば一気に制圧してしまえばよいのではないですか？」

　サマンサはそう当然のように提案するのだが、その手段は取れない。

「サマンサ。それだと事後処理が大変です。ベータンはホーストさんがいますからいいですけど、ウィードでも忙しいのに、エクス王国を統治なんて人手が足りません。だから、私たちがやったという事実はあくまでも隠さないといけませんし、今後の統治においてよそ者が上に立つのは反発がひどいので避けたいですね」

「なるほど。確かに、私たちの使命を考えると、こんなことで手を煩わずらわせる理由もありませんわね。となると、エクス王国の関係者に統治を任せるというのが一番楽なのでしょうか？」

「そういうこと。それを前提に動くとしても、まず大前提に、大規模な戦争が起こらないようにしないといけないし、この元凶は絶対捕まえないといけない。だから、四方八方から寄せ手を作って完全に封殺を謀る。アルフィンの時のグラウンド・ゼロみたいな大怪獣の準備をされていても困るからな。行動を起こす前に潰す」

「……ん。理解した。面白いと言ったのは敵が無防備すぎるということ。これは、数多あまたの手段を講じられるという意味。いい実地演習。やりたい放題。にもかかわらず、相手は準備万端だと思って油断しているということ」

「大体その通りだ。ま、向こうにこっちを超える手札がないとも限らない。それには十分警戒してやる。だから、万が一のために攪乱できるように、多方面、別角度から味方を潜入させて、情報収集をしている」

「それが、モーブたちとヒフィーたちということですね」

　まあ、その攪乱するための手札は攻め手の時にも使えるわけだが。

　モーブたちが引き取ったお姫様も良い情報を持っているといいな。

「まあ、他にもたくさん寄せ手は増やすけどな。まずは、霧きり華か」

「はい。こちらに」

　すぐに現れるデュラハン・アサシンの霧華。

　最近、鎧は着ていなくて、普通の服だから、もう忍者だよな……。

　いや、無論、ナールジアさんのお手製だから性能は桁けた違いなんだが。

「うわっ!?　霧華ちゃん!?　び、びっくりしたー」

「私もです。危うく剣を抜くところでした」

「全然気配を感じませんでしたわ。って、あら？」

「……魔力の流れがない？」

　お、さすがに専門のサマンサとクリーナは気が付いたか。

「嫁さんたちにも気付かれないなら、完成と言っていいだろうな」

「いえ、まだまだです。ユキ様はお気付きだったのでしょう？」

「そりゃな。魔力だけ遮断しても、熱源感知があるからな。そこは今後の課題ってことだ」

　うん。

　再度確認しても、魔力感知でのダンジョン監視システムに、霧華は引っかかっていない。

　熱感知にははっきりと霧華の反応はある。

　ザーギスの研究もここまでくると凄いよなー。

「あのー。よく分からないんですけど……」

「説明してください。あと、霧華。あまり人の夫に近づかないように」

「失礼しました」

　そう言って霧華は少し下がって待機する。

「魔力の流れがまったく感じられませんわ……」

「……不思議。生き物は多かれ少なかれ魔力を無意識化に空気中に流している。だから、私たちは感知できるのに」

「サマンサとクリーナの言う通り。魔力を完全に遮断するアクセサリーの開発に成功した。これで、ダンジョンの魔力による監視を抜けられる。熱源感知は別だけどな」

「え？　それって凄い発明じゃないですか!!」

「確かに。それがあれば敵地に侵入し放題では？」

「いえ、それは違いますわね。魔力の流れを遮断するということは、自然回復が望めませんし……」

「……魔力とは空気中に存在すると仮定されているから、息もできないはず。たぶん霧華。アンデッドだからできること」

「サマンサ、クリーナの言う通り。魔力だけで活動できる生物？　に限る。というより、今までは失敗作だったんだよな」

「はい。このアクセサリーは、もともと魔力減衰を止めるためのものとして開発されたのですが、それでは、私たち以外につけられませんので」

「ま、これが、ダンジョンの魔力監視に引っかからないと気が付いたのは最近だけどな。試験をウィードで終えて、次はエクス王都ってわけだ」

「……本当に面白いって顔してますね」

「相手が不ふ憫びんに思えてきました」

「本当に、ユキ様にとっては実験場になりそうですわね」

「……面白そう。私も出番が欲しい」

　いやいや、クリーナ。俺たちが出るのは、全部詰みになった後。

　たぶん相手さんは、奥の奥の手まで出そうとするから、それをすべて封殺しきってから。

　嫁さんたちを危険に晒さらすことはできない。

　さてさて、さらにどんな情報が飛び出てくるのやら。
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ｓｉｄｅ：モーブ

「おっ。おっさんたち。美人さん連れているじゃねーか？」

「ちょっと貸してくれねーかな？」

「その後には、使い物にならないかもしれねーけどな」

　ぎゃははは……と何とも定番なセリフが路地裏に響く。

「モ、モーブ……」

　そんな声が後ろからして、しがみつかれる感覚が伝わってくる。

「ああ。俺たちのことか」

　俺がそう言うと、ようやくライヤもカースもなんだろうって顔から、現状を理解した顔になった。

「なるほど。確かに俺たちのことだな」

「最近、こういう引率をよくやっていたから、特に疑問がありませんでしたね」

　俺たちにとってはウィードの学校で、冒険者の授業をしていて、子供を引き連れるのは当然のことだったが、ここは他国どころか、新大陸の異国だ。いや、そこまで文明に差はないから苦労はしてないけどな。

「つまり、あれだ。お前たちはこの姫さんを攫さらいに来たと？」

「あん？　姫？　どうでもいいから、痛い目を見たくなかったら、その女を置いていけ」

「……どうやら、姫様の関係者でもなさそうだな」

「ですね。お前ら、捕まりたくなかったら、俺たちに手を出すな。今なら見逃してやる」

　カースはそう言って、連中を追っ払おうとするのだが、やっぱりこの手合いが引くわけもなく……。

「馬鹿にしやがって!!　もういい、ここで死体になりな!!」

　剣などと言った刃物を取り出して、やる気まんまんでこちらに向かってくる。

「はぁ、めんどくせ」

「この国の法律では剣を抜いていいのか？」

「普通にこういう輩がいますし、抜いても構わないんでしょうが。エクス王国がこちらを捕まえる理由にもなりかねませんね」

「なら、素手でやるか」

　ということで、素手で相手をすることになったのだが……。

「す、素手なんて……」

　なんか、姫さんはブルブル震えている。

　ま、当然とはいえ、これからこのぐらいは、なんてことないって感じになるからなー。

　というか、自分から奴隷館から外に出たいって言ったんだしな。

　これぐらいは我慢してもらいたい。

　そんなことを考えつつ、適当にチンピラたちを畳んでいく。

「たいしたことなかったな」

「だな」

「監視の方。いるのでしょう？」

　カースがそう建物の角に声をかけると、そこから２人ほどの男が出てくる。

「ばれていましたか」

「ええ。で、こいつらを頼めますか」

「分かりました。現行犯なので取り押さえてくれて助かります」

「これで、こっちの実力も分かったでしょうから、これからは積極的に助けに来てくれれば楽なんですが」

「了解しました。このことを上に伝えて、すぐに連携しても構わないか許可を取ってきます。私たちとしても、こういう不逞の輩に人が襲われるのを、仕事だからと言って黙って見ているのは歯がゆいので」

　そう言って、その監視の男はテキパキと連絡を取って、襲ってきたバカどもをさっさと連れて行ってしまった。

「思ったより、監視の奴はまともだったな」

「だな。誠実すぎて驚いた」

「もうちょっと、何か問題があると思ったんですが」

「ま、すんなりことが進んでよかったってことにしておこうぜ。じゃ、姫さん、当初の予定通り、武具を揃えに行くぞ」

「す、凄い……」

　うんうん、俺たちの強さも確認できたのがよかったのか、疑うようなそぶりが消えているな。

　ま、ただのおっさんたちが騎士よりも強そうには見えないもんな。

　うちの連中は特に変なのが多いから仕方ないけどな。

　特にゴブリンとかスライムとかぶっ飛んでるし。

　そもそも、剣とか魔術じゃねーからな。銃がメインだし、卑ひ怯きようだよな。

　いや、戦いに卑怯もクソもないんだが、ほら、なんとなくな？

　と、そんなことを考えているうちに、店に辿り着く。

　エクス王都の大通りから遠く、路地の先のちょこっとだけ広い道に面したところにポツンとある店。

「トルーコ商店。ってあれ？　あいつの名前、トーネコじゃなかったっけ？」

「まあ、自分の名前を多少変えてってところだろう」

「道は聞いての通りですし、間違いはないでしょう」

「なら、とりあえず、入ってみるか」

　ここでボーっとしていても始まらない。

　俺たちとしては、武具を買ったという事実がいるのだ。

　ドッペルと入れ替えるための前作業ってところだな。

　なるべく、王都内での入れ替えはリスク回避のためにしたくないそうだ。

　だから、訓練中に塹ざん壕ごうを掘らせる練習でもしたときに入れ替えるらしいので、訓練するための武具が必要だというわけだ。

　ま、難しいことはユキに任せよう。

　俺たちはのんびり、ウィードと同じように授業みたいに教えればいいのだ。

　で、中に入ったはいいが……。

「武具というより雑貨屋じゃないか？」

「そうだな。まあ、干し肉とかを売っていたから当然だと思えるが」

「ですね。ま、その分、安いでしょうからいいんじゃないですか？」

　そんな風に店内を見て回っていると、奥からトーネコが出てきた。

「いやいや、よく来てくれました。何かご入用ですか？　それともあの宝石の売却ですか？」

「どっちもだ。この子の武具一式と、宝石の売却な」

「はいはい。って、この人は!?」

「なんだ知っているのか？」

「そりゃ、陛下にたてついたことで有名ですからね。よく、この姫様を引き取ろうと思いましたね」

「ま、気合いはありそうだからな」

「まあ、そりゃあるでしょうが……。ま、旦那たちなら大丈夫でしょう。じゃ、適当に見繕ってきます」

「ああ、頼む」

　とまあ、トーネコを頼ったのは、こっちの適正価格というのが分からないからだ。

　特に宝石売却関係は、下手に知らないところで売って馬鹿を晒すと、面倒なのが寄ってくるからな。知り合いで誠実そうな奴に売るのが後腐れなくていい。

「どうでしょうか？」

　で、用意してもらったものだが、思ったよりましだった。

　ちゃんとした、初心者装備という奴で、物も新品に近い物だった。

「こんなものよく持ってたな」

「まあ、私は本来武具商人になりたくてですね。暇とお金に余裕があれば、こうやって集めているんですよ。いつか、集めた武具を並べられる、でっかい店を出したいですね」

「なるほどな」

　武具というのは、使うためのものではあるが、飾る意味合いを見出す奴もいる。

　だから、武具商人のように、色々な武具を集めて、店に並べて売りたいと思う奴がいても不思議ではないだろう。

　まあ、鍛冶屋としては、自分の商品を第一に扱って欲しいだろうから、こういう売り方は嫌がるだろうがな。

　だから、鍛冶屋兼武具店ってのが多い。

　トーネコのように、数多の武具を集めてっていう店はないことはないが、王都とかの大商人ぐらいだからな。

　夢はまだ遠そうだ。

　ってちょっと待て。……あれ？　それならウィードに来れば、解決じゃね？

　あそこは武具の魔窟だからな。

　ユキもこういう相手は喜んで受け入れそうだし……。

　と、いかん、いかん。

　まずは、姫さんのことだ。

「どうだ、違和感とかないか？」

「……初めて着けるから、違和感しかないわ」

　……まあ、姫さんならこれが当然か？

　いや、ちょっとまて、俺の知り合いの姫さんはバリバリな戦闘職だった気がする。

「モーブ。俺も同じ考えに行きついたが、こっちがきっと一般的だと思うぞ」

「ですね。これを万が一にも本人に言わないことですね」

「誰が言うかよ」

「なんのこと？」

「いや、姫さんは気にしないでくれ。こっちの話だ」

「ふーん。ま、いいわ。それはそうと、そろそろ姫さんやお姫様って呼び方やめてくれないかしら？　もうドレスは脱いで、普通の庶民と変わらない格好だし、私は貴方たちの弟子になるんでしょう？　遠慮はいらないわ」

「そっか、ならよろしくな。ドレッサ」

「ええ、これからよろしく。モーブ、ライヤ、カース」

　褐色の肌をした、異国の姫ドレッサはそう言って、挨拶をした。

　うん、挨拶１つでも上品だから、庶民とは見られないだろうな。

　とりあえず、武具は揃えたし、トーネコに適当に挨拶をして、宿に戻る。

　宿に戻る道中はドレスを脱いだおかげか、特に絡まれることもなく、宿に着いた。

「お、モーブ。戻ったんだな!!」

「おう、ロゼッタ。二日酔いはないみたいだな」

「おうさ!!　あの程度の酒で酔うわけがないだろう!!」

「「「……」」」

　何言ってるんだこいつ？

　そう思っていると、ノードンも戻ってきていたのか、こっちにやってきて呟く。

「毎回、記憶が飛んで都合の良い方に改変する。二日酔いはないから、自分は酒に強いんだと思っている。迂闊に事実を言うと、信じられない、また酒宴をやろうってことになるから、堪えてくれ」

「め、めんどくせー。ま、分かった」

　で、その間に、ロゼッタの興味はドレッサに移っていて、ぐるぐるとドレッサを眺めていた。

「へぇ、この子が……」

「な、なによ」

「いんや。その褐色の肌、そしてその上品さ。まさか、恩知らずのドレッサ姫を身請けしてくるなんてね」

　ロゼッタがそう言った瞬間、ドレッサが怒りで爆発しそうになったが、ライヤが口を押さえて、後ろに下げる。

「んー!?　んー!!」

「元気なこった。なるほどね。あの気概ならちょっときつい訓練もやってのけるだろうさ」

「あんまり、うちの弟子をいじめないでくれないか？」

「いや、ごめんよ。エクス王都では有名な姫さんだから、ついね。ま、この程度の野次はどうせ飛んでくるから、堪えるようにしないとキリがないよ。ドレッサ」

「……」

　そうロゼッタが言うと、黙って、悔しそうに涙を流しながら俯うつむく。

「あー、泣かせやがったな。とりあえず、ライヤとカースはドレッサ連れて部屋に戻っていてくれ。俺はちょいと話を聞いてから戻る」

「分かった」

「分かりました」

　２人とドレッサが２階に上がって見えなくなるのを待って、ロゼッタに詳しく話を聞くことにする。

「とりあえず座るか」

「だね。エール２つ頼むよ」

　座った瞬間に、厨房にいるおっさんに注文をする。

「飲むのかよ」

「どうせ今日はのんびりなんだし、いいだろう？」

「ま、そりゃそうか。で、あの恩知らずのってのはなんだ？」

「ん？　知らないのかい？　まあ、他国から来たんなら知らなくても不思議じゃないか、エクス王国が管理する小国内の出来事だしね」

「はいよ、エール２つ」

「おっと、ありがとな。まずは乾杯と」

「へいへい。乾杯」

　ぐいーっと、お互いに一気にエールを飲み干す。

　……正直ラガーの方がいいよな。

　まずくはないんだが……うん、本当にまずいとか思ってない。

　ただ、ラガーの方がエールより美味うまいだけで。

「もう２つ追加だ」

「あいよ」

「おい、話」

「分かってるって、次はゆっくり飲むさ。で、ドレッサの話だったね。まあ、単純な話さ。エクス王国の管理というか管轄の小国の１つが、飢き餓がに陥おちいった。それでエクス王国が支援をしたのさ。それがドレッサ姫の国だったってわけ。で、支援もただってわけじゃない。ちゃんと見返りを貰わないといけない。当然のことだろう？」

「まあな」

「ま、見返りと言ってもそんな大層なことじゃない。働き手を３０００人ばかり借りただけさ。ドレッサの国以外でも同じような支援対価でやっているし、ドレッサの時が異常だったというわけでもない」

「ふーん。で、その働き手ってのは、なんの働き手なんだ？」

「話によれば、新しく畑を耕しているとか、開かい墾こんをしているだとか聞くね。実際みたことはないけど。で、その働き手の徴集は不当だって言って、反発して、働き手を奪還しようと戦争を起こしたのが、ドレッサの親父さんさ。で、その娘のドレッサも同調。結果、馬鹿な親父さんのせいで、小国は瞬またたく間にエクス王国が占領。不義理をはたらいた、恩知らずの姫って烙らく印いんを押されて奴隷行きさ。他にも色々噂があるけど。実際は魔物にドレッサ姫の国が襲われたとか。ま、何にしても、もうちょっと、周りを見られればよかったんだろうけどね。ま、それも、モーブたちに鍛えられていれば変わるかもね」

「なるほどなー」

　なんというか、よくありそうな話ではあるよな。

　愚おろかな王が欲張りすぎて、自滅したような話。

　何か判断しようにも、まだ情報がたらねーな。

　ドレッサ本人にも詳しく話を聞いてみるか。

「さて、俺も部屋に戻るわ」

「なんだい、まだ飲み始めたばかりじゃないか」

「馬鹿、お前がいじめたドレッサの様子見だよ。どうせ晩飯には戻ってくるんだから続きはその時にな」

「あいよー。子守りは大変だね」

「お前が原因だけどな」

　そんなふうにロゼッタとの話を切って、部屋に戻ってきたのだが……。

「エクス王はアレが幸せなんて言ったけど、あんなのは、幸せじゃない!!　人は自然と共にあるべきなの!!　あんなの飼われているのと変わらない!!　人は家畜じゃない!!　いや、家畜以下よ!!　遺跡に閉じ込めて、誰一人出てこないんだから!!　きっと、皆、皆……アーネ!!　うわぁぁーーー!!」

　そう言って、ドレッサは泣き出した。

「……おい。泣くのはやめて、もう一度説明してくれ」

　遺跡に閉じ込める？

　おいおい、まさか……。
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ｓｉｄｅ：ユキ

　世の中、予定通りに物事が進むことが稀まれとはいえ……。

「訓練中にドッペルと入れ替える作戦は中止、即座にモーブの宿屋に行って、ドッペルと入れ替えで、あのドレッサって白髪ショートの褐色姫さんを連れてきてくれ。霧華を中心に３人は護衛につけ。ばれる可能性も考慮しておけ」

「了解しました」

　そう言うと、すぐに霧華が離れて行動を開始する。

　ま、陽動もいくつか入れているし、霧華に追手がかかるとは思えないけどな。

　だからと言って慢心は危ないからな。

　慢心、駄目、絶対。

「で、あれから何か情報は引き出せたか？」

『全然。遺跡に連れていかれてそれっきりってだけだ。というより、錯さく乱らんしてるな。アーネって、名前らしきものを呼んでいるから、友人か誰か知らんが、連れていかれたんだろうよ』

　まあ、見た目がシェーラより少し上ぐらいだからな。

　リエルやトーリよりも下。たぶん、中学生ぐらいじゃね？

　ま、異世界の成長率とか、外国人の成長率は日本人に比べるとかなり違うので、案外シェーラとかラビリスと同じ年だったりな。

　さすがに、あのサイズでアスリンやフィーリアと同じぐらいだったら驚くわ。

　普通に胸は膨らんでたしな。ラビリス＞ドレッサ＞シェーラって感じ。

　……あれ？　俺って胸の大きさで、年齢測ってたってことにならね？　最低？　いえいえ、直感的なものだったし、胸の事実に気が付いたのは後だから俺はどう見ても変態ではなく、紳士の中の紳士。

『……って、ことで、とりあえず今は寝ている。あんまり騒いでも目をつけられるしな。で、ドレッサの話をどう思う？』

「ん？　遺跡ってところか？」

『ああ。どう見ても……』

「十中八九、ダンジョンのことだろうな。そして、遺跡に働き手を連れて行って、ＤＰの供給源にしているんだろうな。手紙で来た潤沢なＤＰにも納得がいくわ」

　というより、今までなんでこの手を他のダンジョンマスターたちが使わなかったのか不思議なぐらいだけどな。

　いや、非常に実現化するのはめんどいけど、ルナの名簿には少なくとも１０００人以上はいたし、俺や、エクスの覇王さんみたいなやり方を実践していてもおかしくないんだけどな。

　……ルナの言う通り、全部が全部、馬鹿ばっかりだったとかないよな？

『なあ？　手紙ってなんだ？』

「ああ、そう言えば言ってなかったな。そっちに、霧華が着くのにも時間があるし、説明しておこう。モーブたちがエクス王都に着く着かないぐらいの時に……」

　ということで、ヒフィーとコメットが、別ルートでエクス王都に向かっていることを説明する。

『なんというか……』

『敵の正体がある程度割れているのはありがたいが……』

『どうにも、こっちに有利すぎで、不安になりますね。いえ、ユキたちの推測が外れているとは思わないのですが』

「ま、カース。それぐらいがちょうどいい。絶対なんてないんだから、そっちの視点で気が付くこともあるだろうよ。だから、多方面から寄せ手は増やしているし、逐次情報の収集はしている。遺跡の件についても、また別方向から情報の収集がいるだろうな」

　一方の情報だけで確定するほど俺も盲目にはなっていない。

　情報を多方面から集めて、精査して、確実に潰す。

　迂う闊かつにつつけば、蜂の巣みたいに大騒動だからな。

　そうなれば、最悪、新大陸放ほう棄きになりかねない。

　ここで苦労して得た人脈やデータ、実験場を無にされてたまるか。

『……なんかまた悪い顔してんな。ま、そこら辺はお前に任せた方がいいのは知ってるから口は出さないけどよ。多方面からの情報っていうと、俺たちが別の奴隷を追加で引き取った方がいいか？』

「あ、それはなし。お前ら、ドレッサを買った時でかなり金額使っただろう？」

『いや、かなりではあるが。お前から貰った総量からすれば端はした金がねだぞ？』

「今のモーブたちの立場だと、それ以上大金を使うのは、やめておいた方がいい」

　俺がそう言うと、カースが真っ先に理解を示した。

『なるほど。私たちがお姫様を手に入れられたのは、あくまでも今までの貯蓄ってことですからね。これ以上、散財するとどこからお金が来ているのか、などと目を付けられますね』

「そういうこと。余っている分のお金は、モーブたちの状況によって、エクス王都の商店の買収とか、裏組織の引き入れのためのお金だからな。その場合は、モーブたちが目立つってことだからいいんだが、まだその時じゃない」

『まだ俺たちはあくまでも、冒険者……じゃなくて、傭兵ってことだな』

　ライヤも分かってくれたが、まだ、冒険者と傭兵の呼び分けには慣れてないみたいだ。

　ま、長年冒険者やってりゃそうだよな。

　いきなり勤めてた会社が吸収合併されて、名前を変えまーすって言われたようなものだ。

　新しいお客さんや取引先には、しっかりと新しい会社の名前で対応しないといけないし、昔からの付き合いのお客さんや取引先には、昔の名前で呼ばれても対応しないといけない。

　非常にめんどくさいし、書類の書き間違えなんてよくあるし、電話対応も常時していないのであれば、咄嗟になんて言っていいのか分からなくなったりする。

「ということで、奴隷からの情報は霧華とか別ルートで王都に侵入している奴に任せて、そっちは、ロゼッタ傭兵団とか、同業者から話を聞き出すことに専念してくれ」

『分かった』

　で、長々とコール越しに色々話していると霧華たちが到着して、モーブたちの部屋にやってくる。

『到着しました』

「周りの状況はどうだ？」

『モーブさんたち同様、監視されているとは思えませんね。私たちと分かれた陽動の方にも監視はないようです。魔力遮断のペンダントが上手く機能しているということでしょう。今のところは、と言っておきますが』

「そうか。なら、その幸運が続いている間に、ポイントＢまでドレッサを頼む」

『了解しました』

　霧華はそう言って、ついてきたドッペルに目配せをすると、ドレッサに近づいて変身する。

『おおー、ドッペルの変身ってこうやってるんだな』

『俺たちの時はすでに用意されていたからな』

『なんというか、粘土細工みたいなものですかね？』

　そう、ドッペルの素の姿はなんというか、マネキンに近い。

　素の姿は遭そう遇ぐうした時に見るのだが、変身のシーン、実は謎だと今まで言われていた。

　見た人がいないからな。

　でも、ウィードでの魔物研究所ができてからはそこら辺の謎が色々解明している。

　いや、ドッペルは俺が身代わりとして使い始めたから、魔物研究所とかウィード以前に知っていたけどね。

　で、変身が見られない理由だが、……変身には時間がかかるのだ。

　だから、時間のある時にしか変身できない。

　ごく単純な理由なのだ。

　俺が、姿形の違うドッペル、キユの姿を作るのにも苦労したように、ドッペル本人も、本物と似せるのは大変ということ。

　世の中、世せ知ち辛がらいということである。

　で、最後の調整が終わったのか、こちらに向き直るドッペルドレッサ。

　うん、なんか名前が被ってる気がしないでもない。文字似ているし。

『どうですか？』

『はい。動く分には問題ありません。モーブさんたちの訓練に混ざって、調整は行っていきます』

『よろしい。ドレッサ姫の代わりを頼みます』

『了解です』

　ビシッと敬礼をするドッペルドレッサ。

　こういうのを見ていると、やっぱりドッペルを自由に使役できるってことは知られるわけにはいかないよな。

　世界中大混乱になるわ。

　必要最低限にしておこうと、心から思うわ。

『ドレッサ姫は起こして説明した方が良いでしょうか？』

「……自分がもう一人いる状況を見て大混乱しかねないから、そのまま連れて来い。そこでまた叫ばれても怪しまれるし、周りに迷惑だ」

『了解しました。では、モーブさん、ライヤさん、カースさん、ご武運を』

『そっちも気を付けてな。その姫さん、じゃじゃ馬だぜ』

　そうモーブが言うと、霧華はサッと音もなく、部屋を出ていく。

『で、ユキ。このドッペルはどれぐらいの実力なんだ？』

「あー、レベル的にはお前らの半分ぐらい。剣槍弓、銃器の扱いもできるし、アイテムボックスに物資も持っているから、足手まといにはならんと思う」

『まだ、体に慣れていませんので、ご迷惑をおかけしますがよろしくお願いします』

『なるほどな。ま、明日からの訓練でやるって話だ、何とかなるだろう』

　素のドッペルの時から、身長が低くなっているから、やりづらいだろうな。

　本来なら、スキルまでコピーして動きも取り入れるんだが、レベルが３のドレッサ姫の能力コピーなんて意味ないから、素のドッペルが訓練して手に入れたものになっている。

　追加上書きできないのが残念だよなー。

　いや、まあ、追加上書きなんてできたら、ドッペルのドッペルとかで、スキルを簡単に計上できてしまうから、そういう意味でのバグ阻そ止しみたいな意味もあるんだろうが。

『そういえば、ユキ。お前、霧華にポイントＢって言ってたよな？』

「ん？　そうだけど、どうかしたか？」

『いや、一番近いＡに何でしないんだ？　Ｂまではさらに20キロは離れているぞ？』

「ああ、敵の追手がいないか確認するため。Ａ地点からこっちの支配下。つまり地表も監視しているからな、わざとＢ地点まで撤退させることによって、敵が監視や追手を放っていないか再確認するんだよ」

　よくある手だ。

　こっちの撤退を見られて、窮地に陥るのもよくあるし、それを踏まえて、監視してくる奴をとっちめる作戦だ。

　こういうのは化かし合いということ。

　自分の手札がしょぼいのに、あたかも最強の切り札を持っているように見せることも重要だし、逆に自分の手札が強いのに、弱く見せて相手に攻めさせるのも大事だし、ズルして、手札を全部切り札に替えてもいい。

　要は相手にばれず、いかに自分が優位な位置に立てるかが重要なのだ。

　そのためには、相手の手札を知らないと切り札も揃えようがない。つまり、情報が大事ということ。

『お前が相変わらず、黒いのがよく分かった』

「失礼な。被害が出ないように必死に頑張ってるのに、なんて言い草だ。あまりの悲しさについ、エクス王都にモーブたちが覇王を成敗に来たって噂を流したくなる」

『絶対やめろよ!!』

「ま、今のところ予定はないわ。とりあえず、言った通り情報収集たのまー」

『わーったよ。もう切るぞ。これ以上話していると俺たちで覇王のクビ取ってこいってなりそうな気がするわ』

　そしてモーブたちとの連絡が終わり、俺はすぐに別のコールをする。

『なんすか？　今、ジルバでくっそ忙しいんっすけど』

「どうせ書類仕事だろ」

『いや、待つっす。ジルバのトップどもがこぞっておいらに書類を回してくることを疑問に思えっす!!　というかザーギスが研究に引き籠って、こっちの仕事が増えてるんすよ!!　有給!!　有給プリーズ!!』

「じゃ、今度アルフィンと、新しく作った海行ってくれば？」

『なんで、わざわざ疲れにいくっすか!!』

「いやお前、家族サービスが疲れるって、最低の父親だぞ？」

『まだおいらは独身っす!!　で、おいらを弄ってないで本題はなんすか？』

「エクス王都近辺の遺跡の所在は確認しているだろ？」

『そりゃ、敵さんが使っている可能性や、おいらたちが使える可能性もあるっすからね。ちゃんと報告書も渡してるっしょ？』

「報告書は見た。だけど、書類だけだからな、現場のことは現場に聞くのが一番だ。で、手短に理由を話すと、敵が俺たちと同じように、人を中に住まわせて、ＤＰを回収している可能性を示唆する情報が手に入った」

『……なるほど。おいらたち、ゴブリン部隊に、また腰ミノ１つで野生のゴブリンをして詳しく中まで調べて来いと？』

「そうそう」

『部下が取り込まれる可能性があるっすよ？』

「うーん、それがそうでもない。王都に潜入している連中すべて、監視が付いている様子はないからな。まあ、可能性がゼロとも言わないから、対抗策はちゃんと装備するように言ってくれ」

『……了解っす。すぐに、皆を集めて会議をするっす。まとまり次第そっちに報告に行くっす』

「頼む」

　さて、複数か、１か所か、それとも勘違いか。

　可能性は１つずつ潰していくべきだな。
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ｓｉｄｅ：スティーブ

　はぁ、ニートになりたい。

　いや、さすがにそれじゃ生活できないから、特に苦労もない平社員でいいっす。

　日本と違って、こっちはノルマとかないですし、普通に商店を回していれば、お給料を貰えるっすから、それがベスト!!

「転職……考えようかなー」

　そりゃ、おいら、大将には感謝しているっすよ？

　ゴブリンとかいう、魔物でも数だよりの、半裸の腰ミノ野郎どもに知恵くれて、普通に上手い飯と良い寝床くれるっすから。

　でも、なんでゴブリンが……。

「スティーブ殿、こちらの書類にも目を通していただけませんか？」

　バサッ……。

　羊皮紙が10枚近く追加で置かれる。

「なんで、ゴブリンが書類仕事してるっすか……」
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　しかも、他国の。

　世の中間違ってね？

　ジルバの連中、もうゴブリンとか気にしてないっすよね？

　いや、これはおいらを殺しにかかってるっすね？

　なるほど、これは陰いん謀ぼうっすね!!

　ジルバがおいらに対して、謀殺と忙殺を狙っているに違いないっす!!

　……ちょっと上手いと思ったから、後で大将に言ってみよう。

　なんとなく、座布団が貰えそうな気がするっす。

「ういー、大隊長。呼び出されて来たけどなんですかー？」

「どうせ、また書類処理手伝えって話だろ？」

「えー、また？　兵舎で寝てていいですか？」

「というか、俺は非番なんで、もう帰っていいですか？」

　……さっきの大将の話で、とりあえず、情報を再確認するために、部下を呼び集めたはいいっすけど。

「やる気ないっすねー。お前ら」

　見事にやる気メーターが底辺だ。

　こりゃー、大将が心配するわけだ。

　ジョンの部下たちみたいに、畑耕して屯田兵ってわけでもないし、ジルバで待機命令のゴブリンばかりっすからね。

　いや、細々した仕事をしている奴はいるっすけど、ウィードの警備とか、そこら辺っすからね。

　最近では副業で、冒険者ギルドに登録しているアホもいるとか、ミリーの姐さんから聞いたっす。

　さすがにダンジョンアタックは認められないから、ウィードの雑務を斡あつ旋せんしているらしいっすけど……。

　普通のおいらたちの仕事とかわらねーじゃん。なんでわざわざ冒険者になったし。

　なんて聞けば、免許取るのが趣味みたいなやつで、商売許可とかも取ってて驚いたっす。

　近いうちに、ゴブリンの商店とかできそうっすね。

　いやー、フリーダムっすね。我が種族ながら。

　おいらもこういうところで転職考えてみようかなー。

　ま、いいや。今はお仕事、お仕事。

　これで死ぬなら、こいつらが悪いっす。

　おいらはいつも口を酸っぱく、気を引き締めろと言っているっすから。

「さて、集まってもらったのは他でもないっす。ようやくおいらたちに、大将からの命令が来たっす」

「へー」

「また、腰ミノ１つでの調査とかじゃないでしょうねー？」

「あ、それは俺の隊はパス。不満続出だったし」

「同じくー。だって、あれ出撃前に部隊の照合のために、出撃装備で記録を撮るのが腰ミノだからなー。なんで変態姿を記録されにゃならん」

「……で、どんな命令ですか？」

　ぐっ、命令の１つでもあるし、不満も心から理解できるから言いづらいっす。

　でも、真面目な話だし、そろそろお前らも真剣モードになってもらうっす。

「まず状況の説明するっす。大将からエクス王都の周辺の遺跡が稼働中の可能性ありと報告が入ったっす」

「「「……」」」

　おいらがそう言うと、だらけた連中が一気にビシッとなったっす。

　これができなけりゃ、さすがにおいらも大将もクビにしてるっす。

　命に係わるっすからね。

　ま、だらけているのは普段は見逃しているっす。

　やる気ありすぎるゴブリンもそれはそれで問題だから。

　親しみやすい、国民に愛されるゴブリンさんを目指しているっす。

「さらに、ウィードと同じように、中に人を入れ、ＤＰを回収しているらしいっす。さて、これを聞けば分かると思うっすけど、これは由々しき事態っす。早急に、敵の稼働中の遺跡を見つけ出し、中の規模の確認をすることが急務であり、今回の命令となるっす。できれば機能不全に追い込みたいっすけど、それは大将との協議の結果になるっすから、今はやめておくっす」

　そう言って、おいらはエクス王都周辺の地図を広げる。

　おいらたちがジルバに常駐するにあたって、近隣の調査はやっていたっす。

　無論、隣のエクス王国もっす。

　こういう地道な積み重ねが世の中大事ということっすね。

「現在、腰ミノ１つ、野生のゴブリンにしか見えないぜ偵察作戦により、エクス王都近くの遺跡は４か所確認できているっす。この４か所には深く探索できるように部隊を派遣することになると思うっす。よって潜入装備を優先で単独行動、および生還能力、ダンジョンアタック能力の高い者を選出しておくように。あと、この４か所以外にも未発見の遺跡がないかをもう一度徹底的に洗うっす。で、今から、この話を大将に持っていこうと思うっすけど、追加の情報などは届いていないっすか？」

　ま、そこら辺は上手くいかないというか、新しい、これだという遺跡が見つかったという報告はなかったっす。

　ということで、おいらの代わりを部下に任せてウィードに戻ってきて大将に報告と書類を渡したっす。

「新しい情報はなしか……ま、当然だな」

「そうっすね。そう簡単にいけば苦労はしないっすから」

「あ、そうだ。潜入部隊には魔力遮断の装備配るから」

「いや、それ窒ちつ息そく死するっす。おいらたちちゃんと呼吸するっすから」

「分かってるって。小型の魔力式酸素ボンベ用意してるから。４時間は大丈夫だろう。予備も持たせるし、何とかなるだろ」

「それなら、まあ、いけるっすね」

「さすがに、ダンジョンの監視に引っかかること前提は避けたいしな。潜入したら、連絡を厳にしとけよ」

「マニュアル通りに５分ごとでいいっすか？」

「そうだな。それぐらいでいいだろう」

　そんな感じで、遺跡への潜入捜査のことを細かく詰めていく。

　大将だけじゃなく、ジェシカ姐ねえさんとか、クリーナ嬢ちゃんとか、色々な人からの意見もあったりする。

　素人の意見も大事っすからね。

　慣れちゃうと案外気が付かなかったこともあったりするんすよ？

「ま、こんなところか」

「そうっすねー」

　大将とおいらが一息ついている横で……。

「相変わらず、とんでもないですね……」

「……ジェシカさん。理解できましたの？　私は半分近く言葉の意味が分かりませんでしたわ」

「……おそらく、専門用語。でも、それを普通に話せるスティーブが異常」

　失礼な。

　日々研けん鑽さんという名のソリッドシリーズプレイのおかげっす。

　いや、普通に潜入訓練もしてたっすよ？

　やだなー、ゲームだけで必要なスキルが身に付くわけないじゃないっすか。

　でも、結構参考にはなるっすよ？

　いやー、今時のゲームは凄いっすね。

　もうすぐＶＲゲームも出るみたいだし、おいらファンタジー世界で……は地雷っすね。

　おいら、普通にギャルゲーでいいっす。

「で、スティーブ。他に何かあるか？」

「そうっすねー。１つだけ、この情報の提供はどこからっす？　信しん憑ぴよう性せいはどんなもんなんすか？」

「んー。１人だけからだな。でも、この話は信憑性云々より、調べるのが大事だと思ってな。エクス王都の監視もザルなのは確認できたし、先行して行ってもらおうと思った」

「なるほどっすね。そっちでも情報を更新して随ずい時じ連携を、って感じっすか」

「そうそう。で、そろそろその情報提供者が来るから、スティーブも一緒に聞いてくれ。指揮官としては、情報提供者の話は直に聞きたいだろ？」

「そりゃ、当然っすね」

　おいらと大将がそんなことを話していると、霧華が会議室にやってきたっす。

「ドレッサ姫、無事にお連れしました」

「お疲れさん。まだ寝てるか？」

「はい。ですが、そろそろ目を覚まします。モーブさんたちには、すでにドッペルから戻ってもらって、ドレッサ姫への説明のために同じ部屋で待機しています」

「そういえば、部屋の用意は間に合ったのか？」

「はい。完全に同じとはいきませんが、モーブさんたちが泊まっていた宿の一室に似せてありますので、そこまで混乱はないと思います」

　あー、いきなり目が覚めて部屋が様変わりしていたら大混乱するっすね。

　ま、おいらたちがいきなり行くわけにはいかないので、とりあえず、大将と現状の話を聞いて時間を潰しておくっす。

「……話や報告書の限りじゃ、本当に敵さんザルっすね」

「まあ、ここまで技術格差があると思わなかったんだろう。あ、油断は禁物だからな。局所的にはこっちを上回る戦力が存在しても不思議じゃないからな」

「そりゃー、分かるっすけど。それも、モーブのおっさんたち、ヒフィーさんたち、おいらたち、霧華たち、とまあ、今でも王都にはこれだけ別ルートで潜入、潜入予定があるっす。これをどうやって局所戦力で打開するっすか？　もう詰んでるし、さっさと攻めた方がよくないっすか？」

「じゃ、お前が何か問題が起きた時、責任取れよ」

「嫌っす」

「なら、事後処理も含めて、楽するためにちゃんと準備はするぞ。というか、一番のネックは遺跡、ダンジョンの人だよなー。迂闊に刺激すれば、その人たちが生いけ贄にえにされて一気にＤＰ回収して、第二のグラド、怪獣王の出現を考えないといけないんだよな。スティーブたちの情報収集が結構重要だからな」

「ういっす。ダンボールとか、常備させるっす」

「いや、ネタに走らなくていいから。せめて、こっちの世界に合わせて樽とか、木箱にしろ」

　で、そんな感じで話が雑談に切り替わってきたところで、モーブのおっさんたちが一応、説明を終えたらしく、おいらたちが出向くことになったっす。

「え？　なに、本当にゴブリンが服着てる!?」

　ドレッサのお姫さんからの第一声はそれでした。

　いや、分かっていたっすけどね？

　大丈夫っすよ？　ジルバとかでも、これが普通の反応でしたし、おいら全然平気。

　……本当に平気っすよ？

　今度、近辺の野生の腰ミノゴブリンどもに服着せて回ってやるわ。

「よ、来たな。ユキにスティーブ」

「おう。お疲れさん」

「ういーっす。お疲れさんです」

「きゃぁ!?　ほ、本当に喋った!?」

　そう叫んで、モーブの後ろに回り込むドレッサ姫さん。

　うん、喋ってごめんね。

　でもさ、お仕事上喋らないわけにはいかないっすよ。

「キャァァァ!!　シャベッタァァァ!!　っていうネタの原型かね？」

「いや、ある意味間違ってないでしょうけど。あっちは素っすから」

「言葉は分かるけど、あの男とゴブリンが……なんの話してるのかさっぱり分からないわ」

「いや、あいつらの共通の会話ってやつだ。俺もさっぱり分からん」

「あれだろ。喋るはずのない者が喋って驚いたっていうネタの話だろう？」

「ですね。借りてた漫画とかでよくあるネタですね」

「あー、そうだっけ？」

「お前は毎回記憶がリセットされるからな」

「同じ映画を何度見ても新鮮でいられるから羨ましい限りですね」

「お前ら、それ褒めてないだろう」

「いや、戦闘とかはしっかりだからなー」

「半々ですね」

　だめっすねー。モーブ、もうしっかりおっさんっすね。

　新しいことが頭に入らないっすね。

　で、気が付けば、ドレッサ姫さんがプルプル震えていて……。

「もう!!　私をのけものにしないでよ!!　私の話じゃなかったの!?」

　あ、そうそう。そうだったっす。

　とりあえず、雑談をやめて、ドレッサ姫さんに向き直るっす。

「どうも、どこまで話を聞いたのか知らないけど。俺が一応モーブたちの上司みたいなものになる、ユキだ」

「うぃっす。おいらがゴブリン、および魔物軍の統括をしているスティーブっす」

「そう。そっちもモーブから聞いていると思うけど、ナッサ王国の第一王女のドレッサよ、って言っても、もう元が付くけどね」

　ふーん、錯乱してたって聞いたっすけど。

　普通になくなった自国のこと、言えてるみたいっすね。

　なんか禁句があるんすかね？

「で、モーブに言われたんだけど。あなた……たち？　に協力すれば、アーネを助けてもらえるのね？」

　たち？　ってところでおいらを見たっす!!

　いや、分かるっすけど、おいらのガラスのハートは今や、ブロークン!!

「それは約束できない。アーネって人物が今も生きているかも分からないからな」

　大将は無理な約束などはしない。

　この返答も当然、希望を持たせてどん底に突き落とすようなことはしない。

　常に最悪を考えて動くタイプなんっすよねー、大将って。

「生きてるわ!!」

　でも、その大将の言葉にドレッサ姫さんは叫んだ。

　その目はしっかりしていたっす。

　たぶん、おいらは今の段階では、この姫さんの話は信じていいなーと思っているっす。

　いや、まだ早急すぎるっすけどね。

　まずは、話を聞いてからっす。

「そうか。その話を信じるためにも、理由や、今までの経緯を聞かせてもらうけどいいか？」

「いいわ……」

　ま、話を聞き出すのは大将に任せるっす。

　どうみても、おいらは奇天烈な生き物としか見られてないっすから。

　今後、ゴブリン権団体とか作るべきっすかね？
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ｓｉｄｅ：セラリア

　季節は巡る。

　それを今ほど実感したことはないと思う。

　だって……。

　ザァァァ……。

　そんな風音と共に、舞い上がる桜の花。

「ごい!!　ごい!!」

　私の腕の中で、その桜吹雪を見て嬉しそうにしている娘がいるから。

「凄いわね。サクラ」

「あい!!」

　そう、サクラとスミレが生まれてもう１年が巡った。

　少し遅れてエリア、シャンス、ユーユ、シャエルも生まれたけどね。

　まあ、誤差の範囲ということで、今日、皆の誕生日会をやろうって……。

「よーし、お前らしっかり準備しろよ!!」

「「「イエッサー!!」」」

　夫が張り切っているのよ。

　まあ、スティーブたちまで引き連れて。

「旦那様。嬉しそうですね」

「あう？」

　ルルアがスミレを抱えて、私と一緒に夫を見て呟く。

「そうね。私もそれは一緒なのだけど。さすがに、夫ほどじゃないわよ。子供たち全員の誕生日会を開くって言ってたから、皆で慌てて止めたのを覚えてる？」

「あははー。お兄さんの気持ちは嬉しいですけど。それだと、４月には子供たち６人分もやることになりますからね。祝い事はいいかもしれませんが、限度もありますし」

「そうですね。私たちの仕事量から考えても、そこまで時間を割くわけにもいきません」

「というか、それだけ誕生日会やっておったら、これから生まれてくる子供たちの分もあるから、毎日とは言わんが、毎月数回はありそうじゃからな……」

「さすがにそれは避けなくてはいけません。毎月まとめて祝うという形にしなければ、旦那様は世界そっちのけでやるに決まっています」

　気が付けば、子持ちのメンバーが揃って、旦那を見てそんな話をしている。

　……冗談に聞こえないのが怖いわよね。

　ヒフィーの時だって、娘が喋ったことを優先して、わざわざヒフィーたちを封殺して戻ってきたんだから。

　夫にとって世界の趨すう勢せいより子供や私たちの方が大事なのよねー。

　嬉しいのか悲しいのか分からないわ。

　まあ、クソ親父みたいに、仕事一辺倒は嫌なんだけどね。

　ふふっ、私ってわがままね。

「あ、セラリアさん。どうも」

　そんな言葉をかけられて振り返ると、夫と同じ地球は日本の出身のタイキ君がそこに立っていた。

　彼も、この世界の勝手な事情に巻き込まれ呼び出された１人だ。

　申し訳ないと思いつつも、夫の同郷の知り合いがいることに安あん堵どもしている。

「勇者様にわざわざご足労いただいて感謝しますわ」

「やめてくださいよ。今日は公式ってわけでもないでしょうに。表向きな立場は勇者ですけど、裏的な意味で言ったら、ユキさんがトップでしょう？」

「そういうのなら、今日はタイキで通すわ。いいかしら、アイリ？」

「はい。セラリア様」

「お互い、妙な夫に苦労するわね」

「そうですね。でも、誇ほこらしくもあります」

　そう言って笑い合う。

　この子は私と違って一人でタイキを支えているのだから凄いものよね。

「ほー。あの時用意してもらったダンジョンとはまた趣が違う。なんというか、より日本に近いというか……」

「これが、タイゾウ殿のいた日本の風景なのですね……」

「凄いねー。春の一ひと時ときしか咲かない木のために用意した道かー。無駄に思えるけど、実際見てみると違うなー。圧巻だね」

　と、今度はタイゾウたちも来たみたい。

「ようこそタイゾウ殿。よくぞ来てくださいました」

「や、これはご丁寧に。このたびは、ご息女の誕生日を祝う場に招待いただき、感謝を申し上げるとともに、心よりお祝い申し上げます」

　ヒフィーとコメットは桜の風景の見事さに見惚れていてこちらに気が付いていない。

　まあ、仕方ないわね。

　さすがにこの場所は幻想的と言ってもいいくらいだもの。

　しかし、タイゾウ殿は硬いわね。

　いえ、普通ならこういう挨拶が当然なのでしょうけどね、ほら……夫のノリがね。

「泰たい三ぞうさんも来たんですね」

「ああ、タイキ君か。それは当然だろう。いくら緊迫した状態とはいえ、禁欲というのは続けられるものではないし、こういう祝い事は荒んだ心を和らげる。生まれてきた命を祝福することは悪いことではない。こういう時だからこそ、祝うべきだと私は思うよ」

「泰三さん……」

「そういうしんみりした話でもない。ほら、サクラ殿やスミレ殿、他の幼子たちも笑っている。これこそ本来私たちが守るべきものであり、明日への活力であり、誇りなのだ。違うかね？」

「……そうですね」

　……タイゾウ殿らしいわね。

　凄惨な戦争を知っていてなお、いえ、知っているからこそなのでしょう。

「と、セラリア殿。申し訳ないが、ちょっとした食べ物を用意させてもらいました。どちらに持っていけばよろしいでしょうか？」

「あ、それなら、夫に……」

「お、タイキ君もタイゾウさんも来たな。２人とも手を貸してくれ。野郎どもは少ないからな」

「分かりました!!」

「よしきた!!」

　あら、男で集まって何かするみたいね。

　まったく、こっちの気も知りもしないで。

「……タイゾウ殿は楽しそうですね」

「そうだねー。うちにいた時は難しい顔ばっかりだったからね」

「タイキ様も最初の頃は思い悩んでいました」

「私の夫も……あんな顔はしなかったわね」

　最初の頃とか、私ですら邪険にしてたものね。

　まあ、当然よね。

　敵か味方かも分からないし、私の態度も酷ひどかったもの。

　それから考えれば凄い前進よね。

　すでに結婚して、子供もいるのだから。

「まんま？」

「何でもないのよ。パパ楽しそうよね」

「あう？　さくーら!!」

　サクラはそう言って、目の前に舞い散る桜の花びらに手を伸ばす。

　まだ難しいことは分からないわよね。

「うー!!　うー!!」

「ん？　どうしたのじゃ、ユーユ？」

「ままー!!　あれ!!」

「スミレちゃんあれって？　へ？　旦那様たちが何か樽を運んできてますよ!?」

「はい？」

　スミレが言う方向を向くと、夫たちが何やら、大きな樽を１つずつ運んでいるのが見えた。

「お兄さんなんで、またお酒なんか？　普通にビールとかワインは持ってきていますよね？」

「もってきてゆ」

「はい。すでにお酒類もすべて運んできておりますが……なぜわざわざ？」

「なじぇー？」

　なるほど、あれは酒樽なのね。

　でも、普通の酒樽よりやけに色が薄い気がするのだけれど。

　ラッツもキルエも娘と一緒に首を傾げているから、予定外の物ってことで間違いないみたいね。

「ねえ。あなた。それどうするの？　見たところ酒樽みたいだけど。お酒はもうあるわよ？」

「ん？　ああ、セラリアは知らなくて当然だな」

「そうですね。セラリアさん。これ、俺たちの世界……じゃなくて、日本では祝い事の時にやるんですよ。鏡開きって……あれ？　それって餅でしたよね？」

「間違いではないよ。鏡抜きとも言ったりするが、結局意味が伝わればいいのさ」

「なるほど。日本の伝統というものかしら？」

「そうですな。本来であれば祝い人の分、酒樽を持って、割るべきなのですが、相手が幼子でありますし、男手も３人ということで、この数になりました」

「まあ、こっちの伝統も色々あるんだろうけどさ。俺の故郷の祝い事もしていいんじゃないかって思ってな」

　相変わらず、こういうことは変に力を入れるんだから。

「子供たちのことを思ってのことだし、むしろ嬉しいわ。で、これはどうするのが正しいのかしら？」

　前に置かれた酒樽を見て、夫に尋ねる。

「いや、すまん。この手の行事はよく分からん。ただ上を木槌で割るぐらいしか……」

「はい？」

　珍しい。

　夫がこういう祝い事のやり方を知らないなんて。

　日本でもあまりメジャーではないのかしら？

「無理もない。本来であれば、武士の祝い事だからな。近年は主に、職場、選挙、戦勝祝いで用いられることが多い。まだ若いユキ君はこの手の幹事に回ったことがないのだろうから、やり方の詳しよう細さいを知らないのも無理はない。といっても、難しいルールなどあってないようなもので、概おおむねユキ君のやり方で間違っていない。セラリア殿、これをお持ちに」

　そう言ってタイゾウ殿から渡されたのは、結構ずっしり来る木槌だ。

「でも、これでは樽は割れないと思うけど？」

　ずっしりくると言っても、木槌だし、この程度の槌で割れるような樽は強度上問題がある。

「ああ。上の蓋部分に振り下ろすぐらいで割れますよ。これは、そういう代物なのです」

「それでやけに新品同様だったのね」

「ええ。本来であれば、当人であるサクラ殿に木槌を振るって、割ってもらうのが正しいのですが、さすがにそれは無理ですので、御母上であるセラリア殿が代わりにお願いいたします」

「そうね」

「まんま!!」

　あと２つの樽にも、ルルアとデリーユが木槌を持って前に立つ。

「では、ご準備が整いましたので、僭せん越えつながら、新参者であるわたくし、本もと目め泰三が司会を務めさせていただきます」

　そう言われて、なぜか、皆は空のグラスを持たされてタイゾウ殿の話を聞く。

「今日、この良き日に、桜が満開し、齢１を数えた新しい命を祝い、皆々様方、これからの栄達を願い、鏡開きをお願いいたします」

「じゃ、セラリアたち。木槌をドーンと」

「ええ」

「分かりました」

「うむ」

　３人で揃って木槌を振り上げ……。

　ガコン!!　ジャプン!!

「うひゃ!?」

「あら」

「わぷ!?」

　思ったよりも簡単に蓋が割れて、中のお酒に木槌を思い切り叩きつけた結果、酒の飛沫しぶきが舞い、私とデリーユに降りかかる。

　ルルアだけは、そこまで力を入れていなかったようで、被害を受けていない。

　……違うのよ。これは力馬鹿とかではなく、思い切りやらないと、と思ったからで、決して、私が力一辺倒というわけではないの。

「まま？」

「おみじゅ」

「ぬれぬれー」

　子供たちには幸いお酒はかかっておらず、私たちを心配したり、眼下に広がるお酒を見て驚いている。

「力入れすぎたな。ほら動くな」

「あう」

　何か言う暇もなく、そのまま夫にタオルで拭かれていく。

「ユキー。妾わらわも濡れておるぞー」

「はいはい。ちょっと待ってろ」

「あ、あの、旦那様。わ、私も……」

「ルルアは濡れてないだろ。間違っても酒をわざと被るなよ？」

「……はい」

　そうやって私たちが夫に優しく拭かれている間に、空のグラスを持った皆が集まってくる。

「さ、皆様方。このお酒を始まりに、花見と、誕生日会を始めましょう」

　タイゾウはそう言って、ミリーから空のグラスを受け取り、柄ひ杓しやくで酒樽から酒を入れる。

　その瞬間、良いお酒の香りがさらに広がる。

「うっわー!!　タイゾウさん。これって日本酒ですよね!?　しかも、かなり良いやつ」

「ええ。よくお分かりですね。ユキ君が良いものをこの酒樽３つ分も詰めてくれたんですよ。外国の酒も良いですが。花見ですからな。初めはやはり清酒ということで」

　そんな話をしながら、他の皆も酒をグラスに入れては美味おいしそうに飲んでいる。

　子供たちも、用意されたケーキを、顔をベタベタにしながら食べている。

　キルエやサーサリがどのタイミングで顔を拭いていいのか悩んでいるわね。

「ほら、セラリア。お酒」

「ありがとう」

「のむー」

　渡されたグラスにサクラが反応して手を伸ばす。

「サクラにはちょっと早いわね」

「うー」

　私がそう言って、グラスをサクラから遠ざけると、今にも泣きそうな声を出す。

　そんな時、風が吹き、一面が桜で覆おおわれる。

　ブァッ……。

　その光景に皆見惚れる。

「春だな」

「春ですね」

「ああ、春だ」

　男３人はそう言ってグラスをカチンと打ち鳴らせて、飲む。

　と、なぜか夫だけは飲まずに、こちらに戻ってきた。

「どうしたの？」

「ぱぱ？」

　母娘で仲良く首を傾げていると、夫はグラスに浮いている桜の花びらを取ってこちらに差し出す。

「アルコール浸けで消毒もされているから、良いだろう。これも風流ってもんだよ。ほら」

　差し出される花びらを躊躇いなく、夫の指ごと口に含む。

　ほんのり桜の香りと酒の味が口に広がる。

「悪くないわね」

「だろ。ほら、サクラも」

「あむっ？　……ぺっ!!」

　サクラの口には合わなかったようで、すぐに吐き出す。

　やっぱりまだお酒は早いわね。
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ｓｉｄｅ：ドレッサ　元ナッサ王国　第一王女

　始まりは、あの飢き饉きんだった。

　その年は雨が降らず、目に見えて分かるほど、食料が足りなかった。

　私たちナッサ王国は、海に面した国で、普通に海に繰り出し漁を増やして、その年はしのげると思った。

　でも、不運は続くもので、近海に魔物が大量に湧わいて、漁獲量が一気に下がり、他国から食料を買い入れるという手段に頼ることになる。

　しかし、ナッサは小国。つまり、同じように雨が降らなくて、飢饉になっているのは自国だけではなかった。

　お金は今までの漁獲類の物資でかなり潤沢だったし、そっちでは問題がなかったのだけれど、お金があっても買う物がないのでどうしようもなかった。

　周りの国々は、自国で食いつなぐことで精一杯だったのだ。

　なら、雨が降って食料が潤沢な地域にというと、距離があるし、輸送費も馬鹿にならない。

　さすがにそこまで、国庫に余裕があるわけでもない。

　普通なら、もう個人個人、各家庭で乗り切ってもらうしかないのだが、父はそれをよしとせず、国庫をゼロにしてでも、誰かに頭を下げてでも、国民を救おうとしていた。

　それが、私や国民が愛する国の形であり、誇りだったのだから。

　そして、その苦境の中で、大国エクスからある申し出が来た。

『貴国の国民を思いやる気持ちは、まことに素晴らしいものであり、貴国の安定は我がエクス王国の安定にも繋がる。よって、其方そちらさえよければ食料支援をさせていただきたい。……』

　そんな一文だった。

　もう、食料もなくなりかける寸前で、父はその話に飛びついた。

　きっと何かしらの見返りは求められるとは覚悟していた。

　でも、それでも、国民を救えるならと私も父の行動に反対はしなかった。

　結果として、エクス王国の支援を受け、国民は救えた。

　だが、要求された見返りは予想外のモノだった。

「……え？　人を？」

「そうだ。どうやらエクス王は、今回の件でいざという時に援助しても問題ないように、畑を広げたいようだ」

「それなら、自国の人を使えばいいじゃないの？」

「ははっ。ドレッサ、それができれば苦労はないさ。自国の人は自分たちの生活のための仕事があるのだ。まあ、仕事のない人もいるにはいるだろうが、他国のための畑作りというのは、よほどのお人よしでない限り、気分よく作れるものではない」

「……だから、私たちの所から人を？　意味が分からないわ。それじゃ、全然向こうに意味がないじゃない」

「うむ。疑問はもっともだ。数が１０００人を超えているし、この数は街に匹敵する人数だ。しかも、長男などではなく、次男といった、家業を継げない者ばかりでよいと言っている。おそらくは、新しい街でも興すつもりなのだろう。長い目で見ると収益はあるが、かなり大胆な投資と言えるな」

「そんな……人を奴隷のように引き渡していいの？」

「それは言い含めておく。といっても、我が国では新しく街や職を作ることもできないで、賄まかないきれなかった者たちだ。そういう意味では感謝しなければならない」

「……うん」

　多少疑問は残るものの、労働者という形でちゃんと引き受けてくれるとエクス王は承しよう諾だくしてくれたので、それを信じて父は人々を送り出した。

「アーネ……」

　そんな労働者の中に私の友達もいた。

　道具屋の三女で私と近い歳で、よく一緒に遊んだのだ。

　いや、今だってその交流は続いている。

　おそらく、親友と呼べる存在だと思う。

「あ、姫様。そんな顔しないでください。大丈夫ですよ。ちゃんと働いて、新しい町で道具屋を開いて見せますから。その時は来てくださいね」

「……うん。その時は行くから。絶対行くから。そっちもちゃんと連絡よこしなさいよ」

「分かってますって。ちゃんと毎月お手紙書きますから」

　けど、その約束が守られることはなかった。

　待てど暮らせど、便りは届かず、私はたまらず、アーネを探しにエクス王国に旅立ったのだ。

　でも、陛下には会えないし、どこで聞いても労働者の話はついぞ出てこない。

　これはおかしいと思って、調べていると、遺跡に妙な人の出入りがあると噂があって、そこに行ってみると、兵士が出入りしていて、妙に物資を遺跡から運び出していた。

　それを見てぞっとした。

　あれはきっと、鉱山みたいなものだと。

　鉱山という所はいつ崩落が起きたり、毒ガスが湧き出たりしてもおかしくない危険な場所で、主に犯罪者の奴隷を使って採掘して、死ねば入れ替えるという非常に過酷な場所だ。

　つまり、アーネたちはあそこで奴隷のように、家畜のように働かされているのだと理解した。

　飛び出して、すぐに中を見せるように言ったのだけれど、許可がないとダメだって。

　私の身分を明かしても、陛下の許可なしには絶対にダメって言って見せてもらえなかった。

　だから、私は自国に戻って父に交こう渉しようしてもらおうと思ったのだけど……。

　急に現れた魔物の群れに、城は焼け落ちて、父も母も、何もかもなくなってしまっていた。

　その時、こっちの知らせを聞いたのか、エクス王とその軍がやってきて、何とか魔物を殲滅してくれたのだけれど、それは違った……。

「君がドレッサ姫か？　僕、っと我はエクスの覇王だ」

「……このたびは、我が国の救援に来ていただき誠に感謝しております」

「いやいや。礼には及ばない。しかし、そちらの父上のことは残念に思う。まことに気持ちの良い男だった」

「もったいなきお言葉でございます」

「ま、挨拶はここまでにして、これからどうするつもりかな？」

「……」

「君も分かっているようだね。このままではこの国はなくなる。いや、もう存続は厳しいだろう。ならば、我が国から婿でも取って、一領地、領主として存続させるのが良いと思う」

「……しかし、それではこの一帯だけで、他の民が」

「それも心配には及ばない。ちゃんと他の信頼の置けるものに統治させようと思う。そのためにも、今は亡きナッサ王国の姫が我が国と婚姻を結べば、民も安心してエクスの統治を受け入れられるだろう」

　確かに、その通りだ。

　でも、私はあの遺跡のことが引っかかっていて、それを聞いてみたのだ。

「陛下、前にそちらの国へ行った我が民たちは元気でしょうか？」

「？……ああ、息災であるぞ」

「遺跡に閉じ込めてですか？」

「……ふむ。やはり、姫が来ていたというのは間違いではなかったか」

「会わせてください。それで無事が確認できるのであれば、喜んで婚姻でもなんでもしましょう。我が国は土地にあらず、人々が集まる所が国であるがゆえに。民を愛さない国王、人をないがしろにする者は信用なりません」

「……至言であるし、理解もできる。しかし、現実はそうもいかない。まだ我が望みは遥か先。一いち分ぶの隙も認められぬ。姫は我にとっては信用に値するものではない。よってその希望を叶えることはできない」

「なれば、婚姻はなかったことにしていただきます」

「国民が苦しむことになるぞ？」

「陛下の軍門へ降るよりはマシかと」

「ふっ、ここまで実直だとやりにくいな。目先の損得では動かぬか。ならば、これでどうだ？」

　そう言って覇王はあるモノを私の前に落とした。

　それは……アーネに贈った上物のリボン、私の名前とアーネの名前が刺繍で入っている。

「アーネだったか、姫の友人は？　こちらとしても、こんな手は使いたくはなかったが、これからの覇道のため、我に従え。悪いようにはせん」

「……な」

「なんだ？」

「ふざっけるなぁぁぁ!!」

　私は頭に血が上のぼってそのまま、持っていた剣を不器用に振りかぶって、斬りかかったが……。

「ふっ、まさか実力で訴えにくるとはな。まあ、これはこれでやりやすい。姫を捕らえよ。恩を仇あだで返すとはこのことよ」

　あっさり、打ち払われて、そのまま捕まって、ナッサ王国は滅んだ。




「……それで、再三婚姻と領土安堵を言われたけど、頷けるわけないじゃない」

「で、奴隷に落ちたと」

　私は話し終わって一息ついている。

「そうよ……で、信じるの？　それとも恩知らずと言う？」

　モーブたちもちゃんと聞いてくれてたし、ユキって人とスティーブっていう変なゴブリンもきちんと聞いていた。

　ここまで話せたことは今までにない。

　大抵、恩知らずと言われて終わりだ。

　さあ、この人たちは私の話をどう思うのか？

　信じてもらえなくたって、このモーブの下で訓練して、きっといつか……。

　そう考えていると、ユキが口を開く。

「いや、正直、お前短気すぎ」

「はぁ？」

　予想を裏切ってはいたが、私には理解できない返答だった。

「まあ、友人とか、父親や国の在り方に殉じた感じだけど、もっとやりようはあっただろうに。証拠を集めるために婚姻してもよかったんじゃないか？」

「それで国民に犠牲になれなんて言えるわけないじゃない!!」

「いや、ドレッサが奴隷落ちしている今は相手さんやりたい放題なんだが。地位があった方がマシだったかもよ？」

「うっ。そ、それは……」

　でも、それが絶対ってわけじゃなかったし、そもそも、民をそんなふうに扱うエクス王が悪いのであって……。

「ま、子供にこういうのは酷か」

「わ、私は子供じゃない!!」

「……うわー、定番の返しを見たっす」

「うっさい。変なゴブリン!!」

「ひっど!?」

　なんなのこいつら。

　人が真面目に話しているのに!!

　もしかして、笑い者にするつもり!?

「……っ」
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「あれー、おいらが泣きたいのになんでそっちが泣いてるっすか!?」

「やーい。女の子泣かせたー」

「馬鹿なこと言ってないで、助けてっす!?」

「へいへい。そうやってすぐ泣くのが子供の証拠だ」

「……ぐすっ。うるさい」

「ま、憎まれ口を叩けるなら心配はいらなそうだな」

　ユキの言動がさっぱり分からない。

　笑い者にする様子もないし、話を聞いた割にはまともな返事が返ってこない。

「何がしたいのよ」

「いや、前後確認というか、答え合わせというか」

「どういうことよ？」

「あー、その前に、そのナッサ王国が滅んだのはどれぐらい前だ？」

「……３年前よ」

「なるほど、大体計算は合うか？」

「だからなんの計算よ」

「まあ、動き出したのが最近っすから、20倍と考えて、それぐらいが妥当じゃないっすか？　まあ予備とかはあるでしょうし、潤沢って言ってるっすから、多少余裕もあるでしょうよ」

「だろうな。タイミングが良いのか悪いのか」

「さあ、どっちか判断しかねるっす」

「ロゼッタから聞いた噂の１つだけど、なんで魔物に襲われたってことが伝わってないんだ？」

「そりゃー、魔物の群れなんてこっちじゃ珍しいっすからね。小国とはいえ王都の城を落とせるっていうと、半信半疑っしょ？」

「ああ、それでエクス王国が滅ぼしたって話になるのか。そっちの方が分かりやすいもんな」

「だから、何の話してるのよ!!」

　なによこいつら!?

　話を聞いておいて、私をほったらかしとか、あり得ないんだけど!!

　これでも、奴隷になる前はお姫様なのよ!!

　あんたたちなんかより、ずっと偉いんだから!!

「ユキ、どうせこっちに引き込むんだろ。事情話してやれよ」

「そうっすよ。ほら、また泣いてるっすよ？」

「泣いてないわよ!!」

　あー、もう本当になんなの、こいつら!!

　女性を泣かせて喜ぶタイプの変態!?
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ｓｉｄｅ：ラビリス

「えへへー。新しい子が来るんだって」

「そうなのです。仲間なのです!!　早く兄様の所に行くのです!!」

「そうですね。ラビリスも行きましょう」

「ええ。どんな子なのか楽しみね」

　私たち４人は、モーブが連れてきたという子の相手をユキに頼まれて、迎えに行くところだ。

　新大陸から、わざわざユキが頼んで私たちに託すぐらいだから、重要人物ね。

　アスリンやフィーリアは新しいお友達が増えるって感じだけど、ふふ、どんな子かしら？

　仲良くできるといいわね。

　ま、無体をするなら、シェーラと私でお仕置きしてあげるけど。

　あ、ちなみに私たちは新大陸では現在、学府の方に戻って勉強をしているということになっている。

　学府にいると、他国に駆け付ける理由が作りやすいから。

　ほら、アマンダっていうワイバーンタクシーがあるから。

　……竜騎士だっけ？　ま、いいのよ。そんなことは。

　ちゃんと、言い訳とかもポープリに任せているし問題ないの。

　最近、私たちはお留守番が多かったし、直接的にユキの役に立てるのは嬉しいわ。

　お家でユキの帰りを待つばかりはつらいのよ。

　いえ、毎日ちゃんと帰ってきてくれるから悪いことではないのだけれどね。

「あら、来たのね」

「エリスおねーちゃん、お兄ちゃんに呼ばれたのー」

「呼ばれたのです」

「ええ。聞いているわ。きっと年が近いから仲良くなれると思うわ」

「やったー」

「近い歳なのですー」

　エリスがすでに迎えに立っていて、そんなことを話している。

　ここは魔物軍の駐屯地。

　わざわざこんな場所に新大陸の人を連れてきているんだから、よほどの人物よね。

　それと……。

「私たちに近いか、それでユキは私たちを呼んだのね？」

「そうだと思うわ。私たちが大丈夫よって言うより、アスリンやフィーリアが出る方が歳が近いから安心できるでしょ？」

「そして、私たちは保護者というわけですか」

「そうね。まあ、年上に見られるっていうのは女としては屈辱なんだけど、そこは我慢して。ユキさんだってラビリスとシェーラを信頼しているから、頼んだのよ」

「分かっているわ」

「分かっておりますとも」

「ぷー。私たち子供じゃないもん!!」

「そうなのです。もう兄様のお嫁さんなのです!!」

　ふふっ、これだからまだまだ目が離せないのよね。

　でも、ちゃんと成長しているのは知っているから。

「さて、場所は新しく作ったあの建物。よし。説明も終わったし、私は書類整理があるから、ユキさんからのお願いよろしくね」

「任せて、エリスお姉ちゃん!!」

「任せるのです!!」

　……エリス、上手く抜けたわね。

　さっきの話だと、ユキからお願いをされたら、私たちはそのお願いにつきっきりで、その後ユキはエリスと一緒に書類整理ってことね。

　物は言いようね、本当に。

　だからと言って、書類整理をやりたいかと言われると、シェーラ以外は嫌って言うわね。

「……私も好き好んで書類仕事をやりたいわけではありませんから」

「あら。口に出てたかしら？」

「私も親友の考えることぐらいは分かります。と、早く２人を追いかけましょう。すでに走り出しています」

　シェーラに言われて、振り返ると、すでに先ほどの場所に２人はおらず、エリスに教えてもらった建物へ走り出していた。

　私たちもそれに続くように、また走り出す。

　そして、警備のゴブリンたちは私たちのことを知らないわけがないので、顔パスで通って、そのままユキが待つ部屋に辿り着く。

　というか、こちらを見るなり、ささっと扉を開けて、さあ入れと言わんばかりの行動をしてくれた。

　ま、あのままの勢いだったら扉ぶち抜いていたでしょうから。

　ゴブリンたちはあの２人をよく分かっている。

「とーちゃく」

「到着なのです」

「さ、着いたけどちゃんと身だしなみを整えましょう」

「そうですね。初めての相手もいますし、ちゃんとしましょう」

「「はーい」」

　こういう身だしなみの整え方も、キルエやサーサリに教えてもらっていて、ちゃんと身についている。

　いや、当初はキルエやサーサリがビシッと一から十まで全部メイドに任せるべきと言っていたのだけれど、家のメイドはキルエとサーサリだけだから、そういうわけにもいかないので、教えてもらって自分でやるようにしたのだ。

　今では子育てもあるし、そこまでキルエやサーサリに迷惑はかけられない。

　とりあえず、身だしなみを整えて、お互いに確認したあとに、ノックをして返事を聞いてから部屋に入る。

「お、来たな」

「うぃっす。わざわざご足労ありがとうございますっす」

「よ。きたなちびっこども」

　そう言ってユキとスティーブ、モーブがこちらに声をかけてくれる。

　他にも人はいるのだが、これ以上は不要だと思ったのだろう。

　ライヤとカースは目配せをするぐらいで、護衛のサマンサとクリーナはこちらに軽く手を振っている。

　で、その真ん中にいる、褐色の肌の子が……。

「ねぇ、本当に何なのよ!?　こんな子供に聞かせる話なんてないわよ!!」

　あー、なるほど。

　こんな様子じゃ、話にもならないし、一度息抜きをさせるつもりね。

　ま、新大陸から、いきなり喋るゴブリンの所に連れてこられたらそうなるか。

「ひどいっす!?」

「あら？　口に出してたかしら？」

「みりゃ分かるっす。こっちも長い付き合いっすからね」

　……最近、私の心を読むってお株が奪われている気がするわ。

　でも、いいか。私のロリ巨乳は誰にも代わりはできないもの。

　ユキはこれが大好きなのよ。ふふふふ……。

「わー、肌が茶色だー」

「真黒姉様みたいなのです」

「あ、そう言えばそんなのもいたわね」

「ですが、あちらはどちらかと言えば、青白い暗さですから、また別では？」

　まあ、あれは魔族だし。

　ダークエルフもエルフの肌の白さを黒にした感じで、この子のように肌を日光にさらしてって感じじゃないのよね。

　なんというか、この前、ウィードの海で遊んでほんのり小麦色になった肌を、さらに深くしたような感じ。

「うっさい。あんたたちが白すぎるのよ!!　っていうか、ぺたぺたさわるなー!!」

「あわわ」

「おっと、なのです」

　見知らぬ２人に、両手をもたれてぺたぺたされてたら嫌よね。

「こら。２人とも、ちゃんと挨拶しないとダメだろう？」

「ごめんなさい。アスリンっていいます。よろしくね」

「ごめんなさいなのです。フィーリアというのです。よろしくなのです」

　ユキがそう言うと、すぐにそこの子に頭を下げて謝り、自己紹介をする。

「ふん、謝るのならいいわ。私はドレッサよ……その、よろしく」

　なに、このツンデレ。

　弄るととても面白そう。

「で、そっちの２人は何？　片方は不自然に胸が膨らんでるんだけど……」

「おっぱいがとっても大きいのがラビリスちゃんだよー。ふわふわでぱよぱよだよ」

「そして大きいおっぱいなのがシェーラなのです。ふわふわなのです」

　あら、もう胸が気になる年頃かしら？

　というか、２人ともその紹介の仕方はどうなの？

「どうも。私がラビリスよ」

「ご紹介に与りました、私がシェーラです」

「ふーん。そっちのラビリスは規格外だから無視するとして、シェーラよりは私の方が胸あるんだからね。つまり、一番スタイルがいいのは私よ」

　……はい？

　何を言ってるのかしら、このおバカ。

　シェーラもぽかんとしている。

　だって、ユキの横には、スタイル抜群のサマンサがいる。それを見てよく言えたものだ。

　というか、私を最初から除外してる時点で駄目でしょうに。

　確かにシェーラよりは胸があるけど、他は何というか筋張っているというか、華奢ではなく頑丈に見えるのよね。こういうのなんていうんだっけ？　……す、ス？　そう、スポーティーってやつ。ユキが言ってたわ。

　トーリとかリエルよりなのだ。

　だから、個人的には、色気の総合はシェーラの方が上だと思うわ。

「ドレッサちゃんはスタイルがいいの？」

「確かにおっぱいはシェーラより大きいのです」

「ふふん。そうよ。大きすぎてもダメなの。バランスが大事なのよ」

「そうなんだー」

「確かに、バランスは大事なのです」

　……こいつ、私に喧けん嘩か売ってるわよね？

　殴っていいわよね？

「ラビリス。落ち着いてください」

「離してシェーラ。あいつを殴れない」

「いや、どっかで聞いた事件みたいなセリフはいいから。ま、その様子だと、アスリンたちとは仲良くやれそうだし、今日の話はこれぐらいにして、ウィードを一緒に見て回るといい」

「はぁ？　ああ、たしか、ここはもうエクス王国じゃないとか言ってたわね。そんな冗談を信じると思うの？　ま、そっちの気遣いは分かったし、ぶらぶらできる時間っていうのはありがたいから、行かせてもらうけど」

「ちゃんと４人が帰るって言ったら帰るんだぞ」

「子供じゃないわよ!!　それぐらいわきまえているんだから!!　ほら、行くわよ」

　そう言って、ドレッサを先頭に私たちは部屋を出ていく。

　……はぁ、この調子でウィードを見たらどうなるのかしら？

　本当にわきまえてくれるとありがたいんだけど。

「うっわーー!!　なにこれ!!　ナニコレ!!」

　駄目だった。

　完全にお上りさんだわ。

「こら、勝手に歩き回らない」

「ぐえっ!?」

　私が襟首を引っ張って、勝手に歩き出そうとしているドレッサを引き戻す。

「なによ!?」

「なによじゃないわよ。自分で子供じゃないって言ったんだから、もう少し落ち着きなさい」

「うぐっ」

「まあ、多少は仕方がないでしょうね。ウィードは他とは一線を画しますから」

「一線を画すどころか、１つ２つ文明のレベルが違うのだけれどね」

「何言っているのか分からないわよ。というか、本当にここはエクス王都じゃないのね。いつの間に連れ出されたんだろう？　どこ？　ウィードって言ったわよね？　見た感じ王都以上の賑わいだし、ジルバとかアグウストの王都？　それかそれに属する交易街？」

　ふーん、ユキからドレッサの素性は聞いてはいないけど、私たちとそこまで変わらない歳でここまでスラスラと言葉が出てくるなんて、どこかの貴族様だったのかしら？

　といっても、ウィードはドレッサがいた大陸とは別の大陸にあるなんて言っても理解できるわけがないので、言わないけど。

　適当に、納得しそうな話をしていったんは安心させる方がいいわね。

「ドレッサちゃん。ウィードは別の大陸にあるんだよ」

「はぁ？」

「あ、嘘だと思ったのです。ウィードは本当に海をずっーと行った先の、別の大陸にあるのです」

　あ、２人が止める前に言っちゃった。

　ドレッサの反応は予想通り、絶対信じてないわね。

「いい？　２人とも。私たちが住んでいる大地は１つよ。小島とかはあるけど、海の先は果てのない滝が流れていて、それから落ちればもう二度と戻ってこれない。世界から落っこちるんだから」

　……いや、落ち着こう。

　ウィードでもあの考えは普通だ。

　私たちが地球の知識を吸収しているので、何を馬鹿なと思っているだけ。

　本当にあの考え方はデフォルトで問題ないのだ。

　一応、観測もやって、この大地が球体であるのは確認できたみたいだし、魔力を使ったトンデモな形でなかったのが幸いだってユキが言ってたわ。

　その場合、自然の循じゆん環かんとかもさっぱり予想がつかなくなるから、魔力の因果関係もゼロから考え直しになるとかなんとか。

「えー、ちがうよー。私たちがいるこの場所はとーってもおっきなボールなんだよ？」

「そうなのです。球体なのです。だから、ずーっと右にいってると、左から戻ってくるのです」

「そんなことあり得るわけないじゃない。というか、そんな罰当たりなことを教えた人は誰？　神様に対する冒ぼう涜とくよ？　罰が当たるわよ？」

「むーっ!!　ルナお姉ちゃんはそんなことで、罰とか当てないよー」

「ぷんぷんなのです!!　ルナ姉様がそんな面倒なことするわけないのです!!」

　あ、まずい。

　ドレッサにとっては、世界の在り方を変えるような発言は、異端であり人心を不安定にする要素だから、そういうのは簡単に認められないみたい。

　これで本当にあの子が貴族とかの出ってのが有力になったわね。

　さて、早く止めないと。

　まあ、２人の言う通り、ルナがこんなぴよぴよな会話で冒涜とは思わないでしょうし、むしろかわいいとか言って写真撮ってるわよ。あと、罰を当てるなんてそんな面倒なことするわけないってのには賛成。

「褐色肌の子がキター!!　うん、こうやって写真撮ると、妙に色気もあるからありね!!　私も一度肌焼いてみようかしら」

　……駄目神、いた。

　といっても、通行人に怪しまれないように認識阻そ害がい、幻惑系の魔術使ってパシャパシャ撮っている。

「……シェーラ」

「……私は何も見ていません。さ、３人とも。まずは中を見て回りましょう。喧嘩なんかしてもユキさんは喜んでくれませんよ？」

「あう。ごめんなさい」

「ごめんなさいなのです」

「私もむきになりすぎたわ。ごめんなさい。さ、仲直りはしたし、ウィードを案内して頂戴」

「「うんっ」」

　あの駄目神は私たちの手でどうにかできないし、シェーラの言う通り３人と一緒に楽しんだ方が良さそうね。

　とりあえず、ドレッサが腰を抜かしそうな場所から案内しましょう。
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ｓｉｄｅ：コメット

　ガタンガタン……。

　そんな音と共に、風景がゆっくり流れていく。

　特に盗賊も魔物も出ないのんびりとした旅路。

　なんで私が研究所にいるんじゃなくて、馬車に乗っているんだろうねー。

　はぁ、ドッペルが使えれば、今頃私は研究所で食っちゃ寝できたのに!!

　いや、研究が捗ったのに!!

「コメット、何百面相しているのですか？」

「……いや、なんでこんなクソ馬車に乗ってるのか不思議でね」

「クソ馬車とか言わない。サスペンションとかの実験でもあるのですから」

「そんなのとってつけた理由に決まってるじゃん。ウィードやベータン、ヒフィー神聖国でも実験してるんだし。というか、ヒフィー神聖国の名前変えよう。ヒフィーと名前が同じだから、ヒフィーと区別するのがめんどい」

「相変わらずあなたときたら……国の名前を変えることがそんな簡単にできますか。あと、今回の重大な任務を忘れたのですか？　私たちの行動に、この大陸の命運がかかっているのですよ」

「命運ねー……」

　ヒフィーは真剣にそうだと考えているけど、いや、まあ、間違ってはいないんだろうが、あのユキ君がＧＯサインを出したんだ。

　私たちも、策の一部でしかないよきっと。

　本命であり本命ではない。

　どこからでも致ち命めい傷しようにできる布陣を整えるはずだよ、ユキ君やタイゾウさんならね。

　私たちがこうやって、ヒフィー神聖国から普通の馬車で、エクス王都に向かってすでに３日。

　きっとユキ君たちの方はさらに手札を増やしているに違いない。

　気が付けば、私たちがおまけになっている気がする。

　あー、相手を信用させるのと同時に、ドッペルの存在を悟らせないために、隠蔽を使わずに私たちが本人で行くってのがねー。

　いや、私たちが一番死ぬリスクは低いのは分かっているよ？

　片や神だし、片や超高レベルのアンデッド。

　でもさ、ヒフィーはともかく、私はリッチだしね。

　ノーブルだかなんだか知らないけど、操られたら、こんな美人さん、私なら手籠めだしね。

　さすがにそういうのは勘弁。

　あ、ちなみに馬車の護衛は、今までアンデッドにした高レベルの魔術師兼魔剣使い。

　この子たちの自我も最近は戻ってきている。完全には程遠いけどね。

　まあ、長い歴史の戦場で命を落とした遺体を預かって、アンデッドにしたから、もともとが古く、私みたいに綺麗に保存されていたわけでもないから、魂自体はすでになく、体に残っている感情の名残から、自我を呼び戻している状態らしい。

　らしいっていうのは、ユキ君からの受け売りだからだ。

　私はアンデッドではあるが、アンデッドの研究をしたわけじゃないからね。

　専門分野外というわけだ。

　ということで、警護としては非常に優秀なわけだ。

　自我が戻ってないから、疲れにも鈍感だし、おさわりもＯＫ!!

　ま、そこは冗談として、レベルもそれなりだから、私たちがボーっとしててもいいわけ。

　でも、疲れに鈍感ってのが難点で、痛みにも反応が悪いのだ。

　気が付いたら骨が折れてたりするからね。

　アンデッドの管理は結構大変だったりする。

　早いところ自我を取り戻して、自分たちの体調管理をやって欲しいものだ。

　で、ぼーっとしている私が気に入らないのか、ヒフィーが口を開く。

「本当にやる気がないですね……」

　君は私のお母さんか。

　いや、頼りまくりなのは認めるけどさ。

「だってさー。ここまで暇だとねー。私の仕事は本来研究職だよ？　理由は分かるけど、こうやって馬車に揺られていると存在意義を確かめたくなるさ」

「……はぁ。本当に、あなたは昔のままですね」

「それはそっくりそのまま返すよ。ヒフィーも変わらない。おかげで、面白い人生だから嫌ではないけどね。あ、もう人生は終わってるし、死生っていうべきかね？」

「さあ、どうでしょう？」

　そんな感じで、話がずれてきたときに、私のコールが鳴る。

「おや。ユキ君からだ。はい、もしもし」

『よ。馬車旅でのんびり気分転換してるか？』

「正直暇で死にそうだよ。さっさと自分の研究室に戻りたいね。あそここそ我が城ってやつだ」

『引き籠りみたいなこと言うなよ。というか、なんでそれなら戻ってこないんだよ？』

「いや、君が言ったんだろう。私たちは生身で行った方がいいって」

『いやいや、だからこっちにドッペル用意して作業すればよくね？』

「なん……だと……」

　私はその言葉に固まった。

　その手があった。

　別に外に出るだけにドッペルは使わなくてもいいんだよ。

　代わりに作業させるために使ってもいいんだよ。

『いや、どっかの定番はいいから』

「よし、私は早速研究室に戻る!!　あとは頼んだよ、ヒフィー!!」

「あ、こら!?」

　私はさらにミラクルな使い方を思い付いたのさ!!

　研究をドッペルに任せ、さらに違うドッペルでウィードを満喫するのさ!!

　ユキ君以外は、ドッペルを複数操るのは色々問題があるからやっていないが、同じダンジョンマスターである私なら問題ない。

　なんという完璧な影武者!!

　これをやらないで、なにが研究者か!!

『ちょっとまて、そんな話をするために連絡したわけじゃない。経過報告だ。先行して潜入しているモーブたちや、ドッペルメンバーから色々興味深い話が上がっている』

「へえ。聞こうじゃないか」

「あ、でも。そんな話なら一度ウィードに戻った方がいいのでは？」

『いや。そのままでいい。片方だけならともかく、両方来るのはなしだ。一応警戒はしているが、抜け殻をそこに置いとくのも危険だしな』

　当然だね。

　本体をほったらかしの時に襲われたらひとたまりもない。

　護衛がいるとはいえ、こんな馬車の中に放置は嫌だね。

　ウィードの奥深く、要塞と化している場所でもないとそんなことはできやしない。

「……ということは、コメット。私だけ馬車に揺られていろってことかしら？」

「……いや、私は、ただ単に研究を進めたい一心であって決して、ヒフィーに後を任せるとかいう気持ちはないよ？」

　うん、ただ自分が楽をしたいだけで、誰かに迷惑をかけるつもりはない。

　ただ、結果的にはヒフィーが馬車に残る話になるだけであって、どっちがより有益かというとやはり私が研究室に戻る方が有益であって、頭からっぽのヒフィーは馬車でのんびりしている方がお互いに幸せだと思うのだよ……たぶん。

『仲がいいのは知ってるから、説明が終わった後で存分にやってくれ』

「「……」」

　お互い言いたいことはあるが、ここは黙っておく。

　今のユキ君に何を言っても無駄というか、揚げ足を取られて、２人まとめて封殺されるのが目に見えている。

　ついでに情報も聞きたいしね。

『じゃ、説明を開始するぞ。まず第一にそちらに来た手紙から、ダンジョンもとい遺跡が稼働中の可能性が出てきたことで、それを優先に多角的に情報を集めるように指示した。なお、モーブたちドッペルに対してエクス側は何の反応もないので、モーブたちとは別ルートからの侵入も果たしている。ついで、エクス王都近辺の遺跡を稼働中と想定して、探索部隊を編成、スティーブを隊長にすでに出発させている。なお、スティーブたちの作戦開始日時は……』

　その説明を頭に入れながら、説明をしている青年を見る。

　分かりやすいように要点をまとめて、資料を出して、よくもまあここまでやるものだと感心する。

　青年の名をユキという。

　本人も言っていたが、偽名。

　元の世界でも本名がばれるのは致命傷になりかねない、とのことから、わざとこの名前を使っているという。

　なんとなく言いたいことは分かる。

　ウィードでは、戸籍制度というもので、登録者の出身、家族構成はおろか人間関係も簡単に割れてしまう。

　おそらく、彼らの故郷も同じなんだ。

　万が一、名前が割れていたら、意図的に異世界からユキ君の身内など連れてきて、彼らを盾にされてピンチに陥る可能性があるのだ。

　……考えすぎだとは思うが、タイゾウさんやタイキ君たちは遠い血縁ではあるが、実際呼び出されているので否定できない。

　しかし、このユキ君はなんというか、タイゾウさんや、タイキ君とはまた違うんだよね。

　タイゾウさんは私と同じ研究職、タイキ君は勇者様。

　では、ユキ君は？　と問われると非常に困る。

　先ほどの偽名の件といい、なんというか、なんでもできすぎるのだ。

　いや、できるからと言われればそれまでなんだけど……。

　正直、タイゾウさんやタイキ君より、さらに上を行っている感じがするんだよね。

　特に目立ったことはしていないのに。

　……違うか、大したことはしている。

　ダンジョンマスターとして数年で自分のノルマをこなして、ルナさんから新大陸を任された期待の新人。

　うーん。指揮官？　指導者？　でも奥さんたちや部下に任せているんだよね。

　ユキ君がやれば、なんか、あっと言う間に終わりそうな気がするんだけど……。

　ああ、この世界自体が成長しないと、って言ってたか。でもなー……。

　あー、まとまらない。ただ普通に存在するという当然のことに対する違和感。

『……そして、スティーブたちを動かした理由は、モーブたちが奴隷として引き取った、元ナッサ王国のドレッサ姫の発言で、遺跡に人を集めているという証言を得られたからだ。このナッサ王国について知ってることはあるか？』

　おっと、いけない。

　ユキ君の不思議はまた今度だね。

　今は、エクス王国の話だ。

　私は答えられそうにないけど。

「私は残念ながらさっぱりだね。自分で自由に情報を集められるようになったのは、つい最近だし」

「……悪かったわね。ナッサ王国ですか、私も多少聞きかじったくらいで、滅んでいたということすら初めて聞きました」

『そうか。なら、エクス王国が支援の代わりに労働力を集めていたという話は？』

「それは聞いたことがあります。奴隷としてではなく労働力として、ということで、評判は良かったですから。しかも長男とかでなく、次男三男と働きたくても働けない者ばかりでしたから、国としても家族としても、ありがたい話だったと聞いています。警護や衣食住もすべて王国持ちで、本当に労働力を差し出すだけだったと……」

　聞く限りは頭おかしいぐらいの好条件だね。

　国としては税収が減るって懸念もあるけど、もともと働く場所がないあぶれ者たちだし、治安悪化の原因になりかねない。しかも、どこかの街から一挙に徴集とかでもなく、国中からだ。

　本当に不要な人材が働きに行ったのだろうね。

　ま、ここで話を聞く限り裏があったということか。

　でも、遺跡、ダンジョンの中にいるだけで、そこまで酷い目に遭ってはいないだろうけどね。

『なるほどな。こりゃ、ドレッサの希望は厳しいかもな』

「希望ってなんだい？」

『ああ、ドレッサの友人がその労働に志願して戻ってこないんだと』

「それは、ただ単にダンジョンが居心地いいだけじゃないかい？」

　ダンジョンに不満を持たせずにいてもらうには、衣食住を完備するぐらいしか思いつかないからね。

　そこから逃げ出されて、情報を漏もらされても困るだろうし。

『まだ続きがあるんだ。それを調べているうちに遺跡に辿り着いたけど、追い返されて戻れば、王都が突如湧いた魔物の群れで滅んで、それからエクス王に統治が替わっただとよ』

「……それは」

「それ、どう考えてもノーブルって奴の仕業じゃないかい？　昔ならいざ知らず、この魔力枯渇がさらに厳しい時代に魔物の群れなぞ、学府以外に現れるかね？」

『やっぱりそう思うか。で、これから考えると、そのドレッサの友人はアーネって言うらしいが……』

「うん。普通に考えるなら、下手に突かれて騒ぎになる前に処分するよ」

「そんな、ノーブルがそんなことをするはずが……」

『最悪は覚悟しないとな。ま、無事だといいけど』

「それこそ楽観に聞こえるけど。まあ、分かったよ。私たちからもアーネとナッサ王国の人たちのことは探ってみる」

『おう、頼んだ。っと、すまん。ポープリから連絡だ』

「おや、会話はやめた方がいいかな？」

『いや、長い話は先に終わらせているし、簡単な話だろう。そのままでいい』

「了解」

　そう言って待っていると、モニターが一個増えて、ポープリの姿が映る。

『ユキ殿。至急お伝えしたいことが……って、師匠』

「やあ。学長の仕事は大変そうだね」

　主に、机の上に積み重なった書類が。

『師匠も手伝ってくれませんかね？　というか、こっちで教師として働きません？　特別講師枠、すぐに用意してあげますよ？』

「ウィード以上の設備と、休日をくれるなら考えよう」

『無理です。と、そんなことはどうでもいいんですよ。こちらにもエクス王から手紙が届きました』

「はぁ？」

「なんですって!?」

『あ、やっぱりそっちにも来たか』

　私たちが驚きの声を上げたのに、ユキ君はやっぱり慌てた様子はない。

　……やっぱり、何かが違うんだ。

　ま、敵じゃないからいいけど。

　ノーブルとかいう、なんちゃって覇王はこれから可哀かわい想そうだけどね。
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ｓｉｄｅ：ポープリ

　その日もいつもの通り、ウィードから送られてくる支援物資が届いた。

　そう、支援物資。私たちが動くのに必要な物資。

　決して、私利私欲のために頼んでいるわけではない。

　その支援物資を検品して、検査をしていた。

「いやー、美味しいねー」

「はい。まったくです」

　私とララは学長室でのんびりとケーキを食べていた。

　いやはや、ユキ殿たちと会ってから順風満帆。

　当初は、国の使者を相手にやらかして、聖剣使いをどうこうするどころか、こりゃー学府がまずいかなーと思っていたけど、蓋を開けてみれば、どっちも問題なかった。

　というか、ユキ殿たちがまさか、新しく来たダンジョンマスターだとは思わなかった。

　果ては、その前任者であり我が師匠であるコメット・テイル、および司祭だったヒフィー殿と再会できるなんて、いやー、長生きはするもんだね。

「しかし、胃の痛い案件はなくなっても、厄介ごとは続くもんだねー」

「そうですね。と言いたいですが、当然のことでしょう。できることが増えれば、できないこともまた増えるのです。今まで知らなくてよかったことが、知っておかなくてはならないことになっただけです」

「上り続けるには、問題を解決しないといけないのは分かるけどね」

「その通りです。結果を出し続ける優秀者は常に、より難題へと押し上げられるものです。この学府と同じように」

「ま、この学府よりさらに過酷だけどね」

「それも当然かと。世界の魔力枯渇を止めるなど。一国の王になる方がまだ簡単でしょう。しかし、それはルナ様がユキ殿たちにそれだけ期待しているということ。そして、それに応えているユキ殿たちには、更なる難題があることでしょう」

「当然とはいえ、何か気の毒だよ。幸い私たちは協力者であって当事者ではないからいいけど、ユキ殿たちは大変だろうね」

　まるで、悪夢だ。

　頑張れば頑張るほど、深みにはまる底なし沼みたいに。

　現に、ヒフィー殿の目的を潰したことで、エクス王国が大々的に動き出した。

　よくもまあ、こうも難題が降って湧いてくるもんだ。

　あ、いや、ユキ殿の本音を言えば、新大陸に来る時点で厄介ごとでしかなかったみたいだが。

「何を仰おつしやるのですか。万が一ユキ殿たちに何かあれば、後の志を継ぐのはポープリ様ですよ」

「……私は絶対無理だね。せいぜいこの魔術学府の切り盛りだ」

「だからこそ、しっかりユキ殿たちを支援せねばいけません。聖剣使いの皆さまや、コメット様、ヒフィー様の安寧を守るためにも」

「そうだね」

「あと、ユキ殿たちを守らねば、このケーキが二度と手に入らなくなります」

「よし、気合いを入れて頑張ろう」

　ケーキが食べられなくなる。なんという死活問題。

　なんとしても、ユキ殿たちに勝利を掴ませなくては。

　そう言って、果物飴玉を口に放り込んでから、再び書類を見始める。

　パラ、パラ……と紙をめくる音が聞こえる。

　今調べているのは、学府内にいるエクス王国出身の生徒たちのことだ。

　確かに、ヒフィー殿の作戦に乗じて、各国で破壊工作をしようとしていた、エクス王国の暗部は叩き潰した。

　無論、学府も例外ではない。しかし、学府はそれだけではない。

　留学生として、エクス王国の未来を担う魔術師の卵を預かっている。

　それが、エクス王の布石かもしれない可能性が出てきたのだ。

　いや、学府自体、魔術知識の宝庫だから、常に各国から色々な思惑を載せた生徒が山ほど来る。

　しかし、今回の暗躍の件で、エクス王国に対する危険度が跳ね上がったわけだ。

　おかげで、十年ほど遡って、エクス王国出身の生徒を調べ上げる必要が出てきたのだ。

「しっかし、今のところパッとしないね」

「パッと、とはどういう意味でしょうか？」

「あー、ほら。ララだってここ十年のエクスからの生徒で際立ったのがいたなんて記憶にあるかい？」

「……そういえば記憶にありませんね」

「どの資料も良くてダブル。シングルランカーは１人もいないね」

「……私が目を通した資料も同じですね。良くてダブルです」

「開発研究科の方は？」

「そちらの資料はまた別なので……」

「ふむー。そっちに傑けつ物ぶつがいたかも？　いや、まあ、たかが十年と言ってしまえばそれだけなんだが」

「さすがに、シングルランカーが１人ぐらいいても不思議ではなさそうですが」

「……そういえば、エクスの今現役で、有名な魔術師の名前は覚えているかい？」

「確か、４、５名は……」

「その４、５名の年齢は？」

「えーっと……ちょっと待ってください。その子たちはシングルランカーの上位でもありましたし、優秀者名簿に……あった」

　私もすぐにララに近寄り、横からその名簿をのぞき込む。
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「この子と、この子、そして、この子と……」

「ふーん。全員が30代から40代。少し最盛期を過ぎてはいるね。まあまだ許容範囲だけど」

「まあ、魔術師は運動能力が低くてもいいですからね」

「それは、我が学府の理念とは違うけど、まあそうだね」

　少し走ってひーひー言う奴を、魔術師なんてうちでは呼ばせないけどね。

　ま、他国ではバリスタ代わりとして使えばいいんだろうが。

「で、全員がすでに結婚しているか……」

「それは当然です。というより、半数以上はエクスではそれなりの貴族ですので、許嫁いいなずけでもいたのでしょう」

「……こりゃおかしいね」

「ですね。結婚できないのであればともかく、貴族で許嫁もいた学府の生徒が、30代40代になって子供がいないなんてわけがありません」

「ああ、しかもシングルランカーという、他国でも重宝される優秀種だ。わざと子供たちを送ってきていないね。出来損ないだったから、なんてのはちょっと考えにくいね」

「魔力の多い少ないだけでは優劣は決まりませんし、この学府に入学できること自体が魔術を操れるという証拠であり名誉になります。魔術師の家系にとっては通かよって当然の場所です」

「だね。それをしないというのは……」

「わざと、自国に留めているということでしょうか？」

「おそらくね。こちらに来ている生徒は情報収集のための間かん者じやってところかな」

「では、拘こう束そくを？」

「いや、学生本人たちはそういう自覚はないだろうし、他国もよその魔術師のスペックを知るために同じようなことはやっているからね。これだけで拘束はできない。エクス王国にこちらにも宣戦布告させる理由を与えることになる。戦力的にはユキ殿たちがいるから、まったく問題はないが、それを知らない学府に住む人々の心労は計り知れない、避けるべきだね」

　ふん。

　まったく、この情報が正しければ、ヒフィー殿と同じように、じっくりと準備を進めていたようだね。

　向こうには、こちらで言うシングルランカー級で、かつ能力が未知数の魔術師がかなりいる可能性もあるわけか。しかも魔剣などで底上げしていて、ダンジョン能力もあり。厄介だね。

　迂闊にやりあえば、ユキ殿たちでも足を掬すくわれかねないね。

　だから、徹底して調査を進めているわけか。

　というか、全体的に考えると、こっちは大戦争を起こされるのを阻止したいから、エクス王国の方が有利ではあるんだよね。向こうが今すぐにでもジルバ、アグウストにでも仕掛ければそれで私たちは敗北なのだ。

　これはお互いの勝利条件を知っているから言えることだけどね。

　ま、第一勝利条件が満たせなくとも、第二勝利条件を達成すればいいだけなのだが。

　戦場一帯をダンジョンマスター能力で地上げしたあと、エクス王国を正々堂々と粉砕すればいいのだ。多少、魔力が中央の学府一帯に集まるが、それは大戦争で人が大量に死んで魔力に変わるよりましだ。

　その場合はジルバとアグウストに伝手があるユキ殿や私たちが大義名分の下、エクス王国を叩き潰せるというわけだ。

　まあ、それはそれで、敵がグラドみたいなのを出してきたら困るけど、困る程度だしね。

　グラドと同じタイプであれば、グラドと対峙した時に、有効策が色々検討されて立証されたからね。

「こちらも色々と厳しくはあるが、相手も私たち以上に厳しいかもしれないね」

「そうですね。何しろ相手は、ユキ殿たちのことが抜け落ちていますから」

「新しいダンジョンマスターが来たってことも考え付かないだろうし、その新しいダンジョンマスターが、文字通り次元が違うからね。さて、この情報をまとめてユキ殿に報告だ」

「はい。かしこまりました。と、ポープリ様はこちらの書類をお願いします。あと、個人的なお手紙が届いております」

「書類はともかく個人的な手紙？　どっかの有力者からかい？」

「いえ、それがポープリ様宛というだけで、送り主は書かれておらず、特殊な魔術での封がされているので、下手に触るのは問題かと思いまして、何か心当たりは？」

「うーん。技術開発の知り合いかな？　こういうイタズラはままあるけど……確かに魔術による封が施ほどこされているね。術式は無理な開封だと燃え尽つきるか……機密保持には有効だね。これはユキ殿たちに提供すれば喜ばれるかもね」

「……すでに作っていそうですが」

「……それは言わないでくれ。提供しづらくなる。自信満々で提供してもう作ってありましたとか、恥ずかしくて死ぬよ。それとなく聞いてみよう。と、中身の確認だ」

　さーて、いったい誰の作品なんだろうね。

　生徒なんてこの３００年で山ほど抱えてきたから、印象に残っているのなんてごく一部だ。

　名前を見て思い出せるといいんだけど。

『この手紙を開封いただき、まずは感謝の言葉を述べよう。ありがとう。そして不躾な手紙をよくぞ受け取ってくれた。ランサー魔術学府学長ポープリ殿』

　あん？

　ふざけた書き出しだね。

『我は、エクス王国、覇王ノーブル。君なら、紋を見れば分かると思うが偽物ではない』

　うん。確かに本物だ。

　でも、なんでいまさらこちらにこんな形で連絡を取ってきた？

　ヒフィー殿や師匠はすでに招き寄せているはずだが……。

『単刀直入に言おう。我が王都に来てくれたまえ。この手紙のように多数の技術が開発された。それを学長殿たちに検分、評価してもらいたいのだ。そちらにお世話になった我が配下の魔術師たちも学長との再会を心待ちにしている。噂の竜騎士も見たいからね。ではいい返事を期待している。ああ、他国にも連絡をやっているので、他の知り合いも集まるかもしれない。そういう意味でも来てくれると嬉しい。エクス王国　覇王　ノーブルより』

　……こりゃ、あからさまだ。

　仮想敵国の重鎮を一気にこれで押さえるつもりだね。

「ララ。大至急、ユキ殿たちと連絡を取る。書類処理任せた」

「え？　その手紙がなにか？」

「エクスの覇王さまからの王都への招待状だよ」

「……分かりました」




　ということがあったのをユキ殿たちやヒフィー殿、師匠に伝える。

『ふーん、こりゃー、ポープリたちの取り込みを狙っているな』

『だね。私たちとの感動の再会を演出して、快く仲間になってもらおうと思ったんだろうね』

「しかし、それはアグウストで、竜騎士アマンダを挟んではいますし、それを……」

『敵同士だったろう？　それを仲介して会わせるって意味もある。表向き、ヒフィーとコメットに顔を合わせたことはないだろう？』

「なるほど。私は学府から動いていない。ヒフィー神聖国の名前を知っていても、それがヒフィー殿やコメット殿に繋がるとは思っていないということか。いや、実際にヒフィー神聖国のことは、気に留めていなかった」

『だろ？　他国はエクスに対して警戒度は上がっているから、それなりの相手を寄越すだけだろう。だが、そこで魔剣のプレゼンでもしたら、そいつらは尻尾しつぽ振るかもな』

『あー、なるほど。なんで警戒されている他国に招待状を、と思ったけど、わざと国力差を見せつけて、それなりの連中を味方に付ける狙いもあるのか』

　そういうことか。

　確かに、重鎮に据えられている人物は立場や心理的に寝返るなんてのは考えにくいが、それなりな立場であれば、現状に不満を抱いている連中は多い。

　しかも、その場で私が師匠とヒフィー殿の件で、エクスと仲良くするなんて言えば、勢力バランスは一気に傾く。それも利用して、取り込むつもりか。

「では、この誘い。乗るべきではないね」

　わざわざ敵の思惑に乗る必要はない。

　すでに、師匠とヒフィー殿が向かっているのだから。

『いや。どんどん行ってきて』

「え？」

『もう、こっちは裏で繋がっていて、向こうはそれを知らない。こりゃー利用するしかないでしょ』

「でも、それでは宣戦布告が早まる可能性が」

『ま、そこら辺の内容はおいおい決めればいい。最悪その場でポープリとヒフィー、コメットが暴れて、街でモーブたち、霧華たちも暴れさせてもいいんだから。あと、スティーブたちのダンジョンアタックもな』

　なにその大混乱。

　いや、確かに有効だとは思うけど、その場合……。

『それだけ暴れれば、王都が灰かい塵じんに帰すだろうねー。うひゃひゃ……』

『こら、コメット!!　笑い事ではありませんよ!?　ユキ殿、そのような性質の悪い冗談はやめてください!!　そんなことをすればエクスの民が被害を被ります!!』

『そうならないように、先行して入るヒフィーとコメットが頑張ればいいんだよ』

『なっ!?　そ、そんな無茶な……』

『ひー、お腹痛い。なにそれ、ノーブルってやつ、自分で時限爆弾のスイッチ押してないかな？　うひゃひゃひゃ……』

　……まずい。

　ユキ殿はマジだ。

　これはできる限り牛歩で行かなければ、エクス王都がほんとになくなる。

　師匠はあてにならないし、ヒフィー殿、どうかよろしくお願いします。

　でも、竜騎士を連れて行かないわけにはいかないし。いや、出発を遅くすればいいのか？

　いや、待て、師匠たちより先に着くのはありだろうか？

　しかし、アマンダやエオイドが危険か？　だが、師匠たちを先に行かせるよりは……。
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ｓｉｄｅ：アマンダ

　あー、空が青い。

　ついこの間まで、戦場に行っていたなんて信じられない。

　陽射しが気持ちいい。

　……もう、このまま寝ていいよね？

「こら、何を寝ておるか。潰すぞ？」

　そんな声が聞こえて、私はその声の持ち主を確認することなく、横に転がって、寝ていた位置から体をずらす。

　その瞬間、ドンッという音がして、私が寝ていた場所が陥没する。

「もう潰してるじゃないですか!?　あのまま寝てたら、私、死んでましたよ!?」

「なに。そうそう人は死なんよ。思ったより頑丈にできておる」

「それはデリーユ師匠だけです!!」

　そう叫んで体を起こした先には、私を鍛えてくれている１人で、凄いスタイル抜群の美女が立っている。

　その名をデリーユといって、ユキさんの奥さんで子持ち。

　世の中、不公平だと思うし、何をどうすれば拳で大岩を割れるんですか!?

「そもそも、組手の練習でそっちがずっと寝てるのが悪いじゃろう」

「というか何で組手なんですか？　私は一応竜騎士だから、分類からして剣とか馬上槍じゃないんですか？　そもそも魔術師ですよ。私!!」

「何を言っておるか。ポープリも言っておろうが。体が動いてこそだと」

「いや、それはそうですけど……」

　デリーユ師匠の体が動くは、まったく意味が違いますからね!!　って気分よく言えたらなー。

　実際言ったら、地獄の特訓だろうし、まだ新婚なのに死にたくないし。

　で、その私の結婚相手であるエオイドは……。

「ほら、盾を構えるならがっしりと、強度を意識しろ。今みたいに斬られるぞ」

「いや、タイキさんのは大○斬でしょ!?　無理ですって!?」

「無理じゃない。説明しただろう、魔力による鋭利化なんだから、それを鈍らせるように……」

　私たちと少し離れた場所で、タイキさんと訓練をしている。

　ふっ、タイキさんが相手なんて羨ましいわ。

　だって、まだ立ててるから。

「口はよく動くようじゃから、遠慮はいらんな」

「ちょっ!?　きゃっ!!」

　デリーユ師匠に待ったをかける前に、私の体がいきなりくの字になって横に吹っ飛ぶ。

　脇腹が痛い。

　ああ、なるほど。蹴けりを食らったんだ。

　デリーユ師匠はさらに追撃をするつもりで、こちらに体を向けている。

　まずい、さらに来られたら、さすがに死ぬ。

「こんのぉぉぉ!!」

　私は炎の魔術をブレーキにして体勢を立て直す。

　脇腹が痛むがそんなことで止まるわけにはいかない。

　すぐ目の前に、デリーユ師匠が拳を構えて迫っているのだから。

　このままでは、あの拳をまともに受けて今日を気絶して過ごすことになる。

　あれをよけて、何とか合格の言葉を貰うまで、生き延びないと。

　そのためには、ユキさんに教えてもらった、炎の魔術を利用した機動をするしかない!!

　ボボボ、ブアッ!!

「ぐぅっっ!?」

　なに!?　この体にかかる不自然な重さ!?

　炎の魔術を進行方向とは反対側に発動して爆風を受けて進むって聞いたけど、こんな負荷がかかるとは思わなかった。

「はぁっ、はぁっ……。ま、っず……」

　少なかった体力を一気に持っていかれた。

　そういえば、Ｇがかかるとか言ってたっけ？

　何を言っているのか、さっぱり分からなかったけど、これがＧなのね。

　私が息を整えている間、デリーユ師匠は追撃をせず、こちらを面白げに眺めている。

「こりゃまた、力技な移動をしたもんじゃな。いや、妾たちの方がある意味力技かもしれんが。じゃが、さすがに体がついていかなかったか」

「はぁっ、はぁっ……」

　全然呼吸が整わない。

　きっつい。

「休憩じゃな。そんな状態じゃ、訓練の意味はないからのう。極限状態での訓練もしておいて損はないが。それはまだまだ先の話じゃ。ほれ、座れ」

　トン、とおでこを指でつつかれて、そのまま地面に座り込む。

　でも、まだ喋る余裕ができない。

「ふむふむ。魔力も思いっきり使ったようじゃな。まあ、あの急制動じゃ。無意識下であそこまでできるのは素晴らしい才能じゃが、まだまだ基礎が足らんな。普通なら急加速でバランスをとれぬし、ブレーキまで魔力が回らないから、そのままどこかに激突して空の上じゃな」

　え、なにそれ。

　そんなに危険なことだったの!?

「今の息切れから考えると、万全な状態でも使えるのは一度か二度くらいじゃな。それ以上は今みたいに身動きが取れなくなるから、基礎体力が上がるまでやめとくんじゃな」

「は、い」

　そんな感じで休んでいると、ララ副学長がこちらにやってきた。

「デリーユさん、学長室へお越し願えますか？」

「分かった。アマンダ、今日はここまでじゃ。ゆっくり休んでおけ。明日は基礎をどんどんいくぞ」

「……はい」

　基礎は基礎でもの凄くきついんだよなー。

　デリーユ師匠は学長室へ向かい、ララ副学長はタイキさんにも声をかけて、私と同じように休みを言い渡されたのか、エオイドもその場にへたり込む。

　ララ副学長とタイキさんがその場を離れるのを見て、ある程度息が整った私はエオイドの傍に行く。

「ふー……、すぅー……」

　エオイドは私が近くに来ているのにも気が付かずに、深く息を吐いたり吸ったりしている。

「横から見てる分には、そこまで疲れそうな動きじゃなかったけど……」

「あー、アマンダ。実際動きはそこまでなかったけど、魔力で武具を維持するのにずいぶん体力とか魔力を持っていかれたよ」

「なるほど」

　私と同じような感じか。

　そりゃきついよね。

　そう思って、エオイドの横に座る。

　しばらく、エオイドも息を整えていたが、それもようやく落ち着いてきたみたいで、私に話しかけてきた。

「ふぅ。きついけどさ。ちゃんと強くなってるって実感はあるから、頑張るよ。アマンダを守るために」

「うん。私も頑張るよ」

　私たちがきつい訓練をしているのは、自分たちの身を守るため。

　いまだ各国は何かと落ち着きがなく、ユキさんたちは各国を飛び回っている。

　いつ私たちに火の粉が降りかかるか分からないから、お願いして鍛えてもらっている。

「ローデイやアグウストでのことがなかったらここまで真剣にならなかったと思う」

「うん」

　各国の争いは聞いてはいたけど、その現場を目にするまではどこか他人事だった。

　竜騎士になった時もあまり深くは考えていなかった。

　でも、学長の命令でよその国へ行くとそんな気分は吹き飛んだ。

　だから、こうやって、強い人たちに師事して少しでも強くなろうとしている。

　これから生まれる子供たちのためにも。

　それが、私が竜騎士になった意味なんだと思う。

「さて、俺の息が整ってきたし、家に戻ろうか」

「そうだね。もう、汗でべとべと」

　汗臭い。早く家に戻って、体を拭きたい。

　エオイドとこのままデートって考えもあったけど、さすがにこれは嫌だ。

　ということで、家に帰って、体を拭いていた。

「うひゃー、服はすぐに洗わないとだめだ。汗臭い」

　脱いだ服はしっとりしていて、ほんのり温かい。

　最悪。エオイドに嫌われたりしてないわよね？

　幸い、服は訓練用のものを貰っている。学生服とか、お気に入りの服が汗まみれになるのを避けられたのはよかった。

「体操服だっけ？　なんで下に穿くズボンがぶるま？　とすぱっつ？　の二種類あるか知らないけど、動きやすいし訓練専用と思えばいいわよね」

　とりあえずすぐに洗おう。

　あ、ちなみに私はすぱっつを穿いている。ぶるまは下着が見えそうなんだもん。

　さすがにエオイド以外に見せるつもりはない。

　で、体を拭いて、今度は体操服を洗おうと、家の裏にある井戸に向かっていると、デリーユ師匠が家に来ていた。

「お、いたな。アマンダ」

「あら。アマンダ。デリーユさんがお越しになっているわよ。ほら、ケーキまでいただいちゃった。アマンダもお礼を言いなさい」

　お母さんは嬉しそうに、ケーキが入った箱をこちらに見せている。

　あんまりゆらすと型崩れするからやめて欲しいんだけど。

「ありがとうございます。もう、お話は終わったんですか？　訓練の再開はちょっと……服が……」

　私はそう言って体操服を見せる。

「ああ、さすがに訓練はせんよ。アマンダとエオイドを学長室に連れて来いという話になってな」

「私たちですか？」

「厳密には竜騎士アマンダへの話じゃな」

　その言葉を聞いて、お母さんは心配そうな顔になる。

「あの、デリーユさん。また娘は……」

「すまぬ。だが先日ほど危険というわけではない。ただの送り迎えじゃ。妾やタイキもついて行くからそこまで心配しないでくれ。アマンダはちゃんと連れ帰ってくる」

「そう、ですか……どうか娘と、エオイド君をよろしくお願いします」

　そんな話をして、私は学生服に着替えて、学園へすぐに戻ることになった。

「あ、エオイド」

　学園の門前にはすでにエオイドとタイキさんが立っていて、こちらを待っているようだった。

「来たね。一緒に学長室に行こう。どうせ揃わないと話も進められないってタイキさんも言ってるし」

「というか、エオイドは基本おまけだからな。竜騎士はアマンダだし」

「うぐっ」

「ま、よい騎士ぶりじゃから、よかろう」

「ありがとう。エオイド、学長室に行きましょう」

　揃って学長室に行くと、ポープリ学長とララ副学長が書類をもの凄い勢いで処理していた。

「ああ、来たのかい。思ったより早かったね。デリーユ殿とタイキ殿の訓練だからもう少しへばってると思ったんだが」

「すみません。少々お待ちください。この書類を片付けた後にお話ししようと思っていましたので。どうぞ。そちらのソファーへおかけになってください」

「はい。分かりました」

　私は書類を片付けながら話す２人を見て大変だなーと思いつつ、ソファーに腰かける。

　うわー、ローデイやアグウストのソファーも凄いすわり心地よかったけど、学長室のソファーも負けていない。

　その間に、デリーユ師匠は勝手知ったる学長室なのか、すぐに茶器を置いてある場所に行って、紅茶道具一式を持ってくる。

「勝手に飲ませてもらうぞ」

「ああ、構わないよ」

　事後承諾みたいに許可を貰いつつ、すでにお茶を淹れてくれている。

　そんな流れ作業みたいなのに、お茶を淹れる動きはとても綺麗で、ちゃんと美味しかった。

　……本当に世の中理不尽だ。

「よし、ひと区切りついたな。ララはどうだい？」

「はい。こちらも終わりました。あとは、話が終わった後でも十分間に合うでしょう」

　私が、世の中の理不尽を味わっている間に、学長たちは書類仕事が終わったみたいで、こちらにやってきた。

「デリーユ殿、私たちにも貰えるかい？」

「構わんぞ。ほれ」

「ありがとう」

　デリーユ師匠から貰ったお茶を飲んで一息ついている学長たち。

「ふぅ。さて、お茶も飲んだことだし、待たせたね。アマンダ、エオイド、聞く準備はいいかい？」

「はい」

「大丈夫です」

「デリーユ殿から聞いたかもしれないが、特に危険な任務というわけじゃない。今回は私とララをエクス王国王都へ連れて行って欲しいだけなんだ」

「それだけですか？」

「いや、もちろん君という竜騎士の紹介も兼ねる予定だよ。だけど、あくまでもエクスへの訪問は私たちが主体で、君たちはおまけだね」

「はぁ、おまけですか。いったい何が……」

「知り合いからの呼び出しさ。わざわざ馬車で行く理由もないし、君の紹介もできるから一石二鳥という奴だよ。万が一のことが起こっても、デリーユ殿やエリス殿、タイキ殿もついてくるし、私たちもいるからさほど問題にはならないだろう」

　なるほど。

　確かに、そのメンバーなら特に問題はないと思う。

　というか、デリーユ師匠とエリス師匠がいるなら心配いらないよね。

「これが今回の任務だ。受けてくれるかい？」

「はい。特に問題はなさそうなので」

「そうか。それは良かった」

「良かったですね。学長」

　なぜか、私が承諾したことを大変喜んでいる。

　なんでだろう？

　特に危険な話じゃなかったから、私が断る理由はないのに。

「さて、快かい諾だくしてくれたところで、出立予定だが、明朝には出たいから準備してもらえるかな？」

「結構急ぐんですね」

　今はすでに夜に差し掛かっている。

　出発までもう半日もない。

「ああ、ちょっとした厄介な知り合いがいてね。早めに会っておきたいのさ」

　学長が厄介っていう相手かー。

　……今回の任務、本当に何も問題ないよね？
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ｓｉｄｅ：ユキ

　地球の多数の国では、祝日や休日が連なって、休む日が増えることを「連休」という。

　いや、連続して仕事を休むという、社会的に駄目な方ではなく、純粋な休みの話である。

　その中でも、その休みの重なりが多く、少なくても３日、４日、果ては人によっては１週間近く休みがある人もいる。

　そんな連休のことを日本では「大型連休」と呼んでおり、４月末から５月初めにある大型連休は「ゴールデンウィーク」「黄金週間」と呼ばれるものであり、表記上「ＧＷ」とよく書かれる。

　このＧＷだが、４月29日の昭和の日、５月３日の憲法記念日、５月４日のみどり日、５月５日のこどもの日、これらが土日に重なれば、２００５年に振替休日の規定が変更された日本では大体、１週間近い休みを得ることができる。

　まあ、無論、全員が全員休むわけではない。

　娯楽を楽しめるお店も閉まってしまっては元の木もく阿あ弥みというものだ。

　この連休にイベントを行い、各市町村、県、都などは大々的に集客をしてよそからのお金を稼ぐのだ。

　だから、その手の人たちにとっては、稼ぎ時であり、休むなどと言うのは論外である。

　だが、その人たちに休みがないのかと言えばそうでもない。

　ちゃんとした就業場所であるなら、ＧＷ期間ではないがちゃんと連休を貰えたりするのだ。

　と、こんな説明をして、わざわざＧＷを無理やり、ウィードで再現した結果。

「いやー、お兄さんの言った通り。売り上げが爆上げで儲かりますねー」

「はい。商店は儲かり、それ以外の人々は連休を利用して、山や雪原、海で思い切り羽を伸ばしているようで、評判もとても良いです」

「あー、ユキが趣味で作った場所かのう。確かに、海は楽しかった」

「最初は連休なんて、って思ったけど、経済効果が凄いわね。相変わらず、ユキのいた世界の経済観念には驚かされるわ」

「まあ、仕事をしないといけない、庁舎や警察、冒険者ギルド、商人は大忙しだけどね」

　概ね好評だが、ミリーはぐでーっとしている。

「まあまあ、一応僕たちものんびりしてるんだからいいんじゃない？」

「だね。ようやく引継ぎも終わって基本私たちは隠居みたいなものだし」

「そりゃ、私以外の皆はいいわよ。ちゃんと、後釜が見つかったんだから」

　そう、すでに嫁さんたちは、各代表の任期を終えて、第一線を退いている。

　セラリアとかラビリス、ルルア、シェーラはちょっと立場が違うため、いまだに多少忙しいが、まあ、ミリーほどではない。

「そういえば、そんなこと言っておったのう。なんでまたミリーの方は後任が見つからんかったのじゃ？　妾はほれ、単独行動の刑事みたいなもんじゃからな。譲るも何もないが」

「あー、デリーユには言ってなかったっけ？　簡単よ。冒険者ギルドが絡んでるから、迂闊に入れ替えができないのよ。ウィードとも繋がり深く、冒険者ギルドのことを知っていて、仲介ができるっていう」

「ふむふむ。なら、ギルド長のロックはどうなんじゃ？　あれならいいと思うがのう」

「あの人はあくまでもウィード冒険者ギルドの長であって、ウィードと繋ぎを全般に任せるって立場じゃないの。というか、私の立場が非常に便利みたいだから、動かしたくないみたい。私を入れ替えると、簡単にセラリアとかに繋ぎができないから」

「ああ、なるほどね。確かに、他の人を据えると、私に連絡が来るまで時間がかかるわねー。後任を育てようにも２、３年じゃ無理でしょう。しかも、ウィードはできたばかりだし」

　もっともな話だ。

　だが、ミリーにだけ負担を強いるのは俺としても申し訳ないから、ちゃんとＧＷは引っ張ってきた。

「ミリー、無理はするなよ。今回みたいに連休を取ってもいいんだから」

　そう言いながら、お茶を出す。

「はい。さすがに無理はしませんよ。ユキさんのことが第一ですから。ずず……はぁ、緑茶は落ち着くー」

　緑茶が沁しみるのは、なんというかよほど疲れている感じがするけどな。

　あとでミリーはちゃんと労ってやろう。

　そういう意味でのＧＷでもあるから。

　ま、今は家で待機しているのだが。

「でも、ユキさん。せっかくのＧＷなのに、私たちは家にいますけどいいんですか？」

　おっと、さっそくミリーから返しが来たか。

　とりあえず、皆にお茶を配ったので座布団に座ってから、話すことにするか。

「よっと。ミリーの言う通り、俺たちは家にいるけど。なぜかと言うと、まず１つ、皆が忙しかったので、何をするか話し合う時間がなかった」

「「「あー」」」

　新大陸の件も忙しければ、後任たちと話し合って、ウィードのＧＷ制定も結構大変だった。

　そんな中で、じゃ、俺たちの休みはどうしようなんて時間はなかなか設けられなかった。

　今、ようやく落ち着いた感じだ。

　いや、毎日朝夕は一緒にご飯食べて、夜は嫁さんたちといちゃいちゃはしてたけどな。

　実際問題、連休って言うのに実感がなかったのが一番の問題なんだろう。

　ま、これは理由の一つであれど、俺にとっては次が問題だ。

「２つ。これが俺にとっては一番の問題だ」

「え？　ユキさんにとってですか？」

「……興味深い。ユキが問題とすることとはなにか」

「私も興味がありますわ。ユキ様がそこまで問題となさることなんてないですから」

　ミリーが小首を傾げて、クリーナがこちらに乗り出し、サマンサも興味津々。

　他の嫁さんたちもこちらを見て、緊張した面持ちだ。

「ＧＷとか、大型連休は人がクソ多い。これが最大の問題だ」

「「「？」」」

　皆、何を言っているのか分からねーという顔をしている。

　だが、日本人の俺からすれば、ＧＷに伴う人の大移動と観光地での人の群れ群れ群れ……。

　あの中に分け入るのは、よほどの根性がいる。

　というか、何が悲しくて、平日なら簡単に食える店に並んで行ったり、遊園地も30分待ちとか１時間待ちしないといけないかが分からん。

　ま、嫁さんたちには分からないだろうから、人が集まっているであろう場所のモニターを出す。

　映し出されるのは、人の群れ、予想通りの大盛況。

「おお、賑わっていますね」

「そうね」

「で、旦那様。これが問題なのでしょうか？」

　これを見ても、あまりピンと来ないみたいだな。

「そうだな。見ての通り、商店は大盛況だ。だが、ここに実際行くとなると、この人込みを抜けて、人が並んでいるレジに並ぶことになる。通常なら、ものの数分で終わるのが、倍以上はかかるだろうな」

「あ、そういうことですか。確かに、この中にわざわざ行く理由はないですねー。後日でもいいですし」

「普段だとこの場所、そんなに混まないよね、ジェシカ？」

「ええ。ユキの言う通り、並ぶことすらないぐらいです。これが連休効果というやつですか」

　ラッツが俺の言葉にようやく理解を示し、リーアとジェシカが人が凄い多いんだなーってのを語ってくれる。

「……私はパス。家で寝てる。特に大規模なイベントもないし、人混みに行く理由がない」

「僕もお買い物はいいかなー。なんか、あの人混み疲れそう」

「そうですね。ＤＰで欲しい物は手に入りますし、子供たちをあの人混みに連れていくのは心配です」

「キルエ先輩の言う通り、防犯としてもあまり好ましくないですし、無理に並ばせるのもつらいと思います」

　カヤやリエルの言うように、人混みにわざわざ行く理由がなく、キルエやサーサリの言う通り、子供がいる俺たちにとってはちょっと出にくいのだ。

　ＧＷで安売りとかはあるが、俺たちはそこまで安売りにがっつかなくても食っていけるし、花火大会のように魅せる大型イベントがあるわけでもない。

「ふーん。あなたの言いたいことは分かったけど、じゃあ、この連休どうするの？」

　セラリアにそう聞かれて俺は脊髄反射で答える。

「積みゲーとか、積みプラモでも作るに限る。家でゆっくりなんて、あまりしていないからな。まあ、あとは皆でゆっくりパーティーゲームでもしたら楽しいんじゃないか？」

　そう、連休というのはオタク社会人にとって日々溜まったお宝を消化するための日でもある。

　日本なら、即売会にでも行ったんだが、ここはウィードで漫画という概念さえないからな。

　こっちは妙に中世ヨーロッパと似通っていて、デフォルメという画法はまだなく、写実主義が第一だ。

　こっちの世界と同じように、写真が出回って、食えなくなる画家が出ないことを祈ろう。

　ということで、即売会はおろか、漫画すらないので、そういうイベントが開催されるのはまだ先だろう。

　日本の漫画の神様の歴史から見ると、きっかけさえあれば50年ほどで漫画ぐらいはできるだろうが、アニメとかはさらに先だ。

　ＤＰで日本の品を仕入れられなければ、きっと俺はヤバかったね。

「なるほど。確かに家でゆっくりっていうのはあまりしてなかったわね。私もそういえばゲームをほったらかしだし、サクラも一緒にする？」

「あい!!」

　サクラにゲームはまだ無理だと思う。

　まあ、触らせるだけみたいなものだからいいんだろうけど。

「私はヴィリアちゃんのところ行ってくるね」

「遊ぶ約束をしているのです」

「そうね。私たちは行ってくるわ」

「お土産みやげ買ってきますね」

　ちびっこ４人は学校の友達と遊ぶ約束をしてるのか、外出するみたいだ。

　子供は家でのんびりはまだ早いし、健全でいいと思う。

　４人を見送ったあとは、各々、思い付いたように家でのんびりする。

　今まで、忙しかったし、こういう休みもありだよな。

　さてと、俺も昼寝でもしたら、ゲームをするかねー。

　ソファーに座って、ゲームをセッティングして準備万端。

「あー、なんかこの感覚、久々だ。さ、ゲームを満喫しますかねー」

　こうやって連休の幕は開ける。

　だが、家族がいる手前、ちゃんとご飯とか子供の世話とかをするあたり、そこら辺が一人暮らしとは違うよな。

　これはこれでいいのだが。

　あ、五月病にならないといいけど。
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ｓｉｄｅ：モーブ

　ブンッ!!　ブンッ!!

　そんな音が草原に鳴り響く。

　いや、素振りの音だから、鳴り響くって表現は違うか？

　ま、そんなことはいいか。

　今やるべきことは……。

「おい、ロゼッタ。軸がぶれてるぞ」

　ちゃんとした指導をしよう。

　宿代とか情報とか世話になっているし、義理は通す。

「仕方ないだろ。この斧とんでもなく重いんだぞ!?」

「そりゃそうだ。重いものにしてるんだからな」

　俺たちは、ドレッサをウィードに届けた後、予定通りにロゼッタ傭兵団と一緒に訓練をしている。

　初日の訓練でロゼッタ傭兵団の力量を測り、今は各々に合わせた訓練中というわけだ。

　ロゼッタはもっと斧を効率よく振るために、重い斧で上手く振れるように訓練している。

　斧なんてのはもとから、体のバランスに合っていない。だから、斧の重さを利用して、振り回すことが大事だ。

　ロゼッタは軽々と扱えて、振り回されない斧を持っていたが、それでは斧の意味がない。剣の方がまだ刃の部分が長いから使い勝手がいいはずだ。

　なので、最初は剣を使ってはどうかと聞いたんだが、本人としては怪力のロゼッタとして、軽い剣を使うわけにはいかないと言ったので、重い斧を持たせて訓練することになった。

　まあ、ユキに頼めばきっとゴツイ剣でもくれるだろうが、それは超兵器だったりするからな。

　ナールジアもどうせ絡んでるから、トンデモ武器決定だ。

　そんなものをロゼッタに渡せるわけがない。

「ふぅ。しかし、思ったより根性があるじゃないか」

　ロゼッタは斧を振るのをやめて、いきなりそんなことを言い出した。

「何の話だ？」

「ほら、あそこのドレッサ姫のことだよ。朝からずっと訓練しているだろう。普通の素人はあそこまで続かないもんだよ」

「ああ……」

　実際はすでにドレッサはウィードに行っていて、あのドレッサはドッペル。

　ライヤの指導の下、訓練を淡々としているように見えるが、実は体の調整をしているにすぎない。

　ライヤに動きを見てもらって、おかしいところを指摘してもらっているのだ。

　今、ドッペルが持っているのが訓練用の重い剣であるから、周りから見れば根性がある奴と見えるのだろう。

　実際は、銃器の扱いから、剣までなんでもこいの、トンデモ兵士だ。

「姫は姫なりに、何か思うところがあるんだろうね」

　ロゼッタはなんというか、ドレッサを通して別のものを見ているように話す。

　まあ、女が傭兵をやっているんだ。

　色々あるんだろうさ。

　この業界では特に珍しいことでもない。

　いや、俺たちの場合は冒険者だけどな。

「ま、誰だってそういうもんはあるさ」

「だね。と、いい加減陽射しも強くなってきたし、そろそろ飯にしないかい？」

　そう言われて、空を見ると、確かに太陽が真上に差し掛かっている。

　特に無理をするような訓練ではないので、休憩を入れるか。

「そうだな。飯にするか」

「うっし!!　おーい、お前ら休憩だ!!　飯食うぞ!!」

「「「おー!!」」」

　という感じで、飯の時間になる。

　ロゼッタたちは、人数が多いので、行きつけの飯屋か、泊まっている宿屋で済ませることが多い。日の浅い俺たちに店はなく、ここ数日は、王都を散策して良い飯屋を探して楽しんでいる。

「さーて、今日はどこに行ってみるかね」

「美味い肉を出す店が、大通りの向こうにあるとロゼッタたちから聞いたぞ」

「そういえば言っていましたね。多少値が張るから、ロゼッタたとはたまにしか行かないと言っていました」

「ま、あれだけ人数抱えてるんだ。個人で行く分にはいいだろうが、仲間と飯で使うには懐ふところが痛いだろうな」

「自分一人だけ、良いものを食べるっていうのは少なからずやっかみも受けるからな。そこら辺はロゼッタもわきまえているんだろう」

　おっちゃんがサポートをしているのだが、ロゼッタはロゼッタでちゃんとした振る舞いをしているということかね。

　ま、そうでもないと、団長なんて役は降ろされてるだろうしな。

　そんな雑談をしていて不意に思い出した。

「そういえば、ドレの方は何か食いたいものとかないのか？」

　ドレというのはドッペルのドレッサのことだ。

　わざと短くして区別している。

　で、このドレだが、ここ数日一緒に飯を食っているが、自分からリクエストを出したことはない。

　キユとか、俺が今使ってるドッペルもだが、自意識はあるので当然、好き嫌いがある。

　まあ、俺と同じ体のつくりとか性格も一部抜いてるから、本人と同じことが多いんだけどな。

　ということで、今までただついてきていたことに気が付いて、リクエストを聞いてみた。

「……特には」

「特にはって、何かあるだろう？」

　ドレは言いにくそうに顔を逸らした後……。

「ウィードの食事より上などとは言いませんが、せめて同じぐらいのものが……」

「「「……」」」

　ドレの答えに俺たちは沈黙しか返せなかった。

　だって、無理だから。

　ウィードと同じなんて、この世界に存在しないんじゃね？　って、俺も思ったくらいだ。

　いや、食材としては美味しい物は確かにある。

　だが、それを調理する技術がユキの故郷にまったく追いついていない。

　香辛料の種類も多いし、比較するのが間違いだ。

　で、その答えを予想していたのか、ドレは特に気にしていないという感じで口を開く。

「ないですよね。それは分かっています。だから、特に嫌いなものもないので、モーブさんたちが行こうと思う場所でいいです。美味しいお肉というのが、どの程度のものなのか。そういうのは気になりますので。美味しければ、マスターにお願いして、そのお肉を出してもらえばいいですし、食材探しの役割もあったりするんです。私たちドッペルや霧華といった新大陸侵入組たちは」

「あー、なるほどな。そういう意味では違う店に行って色々食べるのは問題ないわけだ」

「はい」

　なるほどな。そういう感じで日々ウィードで美味いものが増えているわけか。

　レシピなんてのは秘蔵とか言われてるけど、ユキが食えば近いものは再現できるからな。

　あいつの料理スキルはおかしいだろと思うぐらいだ。

　まあ、俺たちは美味しくいただけているのでありがたいからいいんだが。

　そんな話をしつつ、予定の変更はなく、ロゼッタたちのお勧めの店に着いた。

「いらっしゃいませ!!」

「あー、席は空いてるか？」

　大通りに面した飯屋で、高そうな割にはかなり賑わっている。

　パッと見る限り、店内に空いている場所が見当たらない。

「１階は埋まっていますが、外のテラスと、２階の個室がございます」

　ウェイトレスは淀みなくそう答える。

　よくあることなのだろう。

「２階の個室は高かったりするのか？」

「はい。食事料金とは別に、個室の使用料金がかかります。まあ、料理１つ分くらいですね」

「なるほどな。じゃ、２階で頼む」

「かしこまりました。こちらへどうぞ」

　俺たちからすれば、その程度の料金は特に痛くないのでゆっくり過ごせる場所を選んだわけだ。

　大通りに面した店であるので、個室の作りもしっかりしている。

　メニューを取り出して、ウェイトレスがそのまま説明を始める。

　ここには初めて来たので、適当に美味そうなものをウェイトレスに聞いて頼んで、食べた。

　味は、確かに美味かった。

　良い肉をちゃんと上手く焼いて、塩と胡こ椒しようが利いていて、高いのも納得だ。

　これにステーキソースとか、別の調理方法があればさらに上に行けるだろう。

　……なるほどな。

　こういうのを集めて、ウィードで昇華させるわけか。

　ユキはそういうことには遠慮がないからな。

　こっちの常識に合わせるつもりがないからな。あいつは。

　そんなことを考えているうちに、ウェイトレスは皿を片づけに来る。

「どうでしたか？」

「ああ、美味かった」

「それはよかったです。高いお金を払わせて美味しくなかった、なんて嫌ですし、お父さんの料理を美味しいって言ってくれて嬉しいです」

「お父さん？」

「あ、はい。ここの店長なんですよ」

「ということは、あんたは店長の娘さんってことか」

「はい。見ての通り手が足りていませんから。私も手伝っているんです」

「なるほどな。ということは、店を継ぐのか？」

「うーん。それはまだ分かりません。まだ私はウェイトレスですからね。料理をお父さんから教えてもらったことはありません。それに、騎士にもなってみたいですし……」

「騎士とはまた、目標が凄いな」

「来週……ってもう数日後ですけど、騎士試験があるんですよ。それに受かれば平民でも準騎士になれるんです。王様は才能ある人に身分は関係ないっていう素晴らしいお方で……」

　こんな感じで、普通に腹を満たした俺たちは、いつものように、お店の人相手に雑談という情報収集をしてから宿に戻る。

「騎士試験ねー。どこの店もその話題で持ちきりだな」

「まあ、騎士になれるっていうのはそうそうあることではないですし、盛り上がるのも無理はないかと」

「だな。話によればこの試験を受けるために、他国からも人が集まっているみたいだからな」

「ウィードのある大陸でも、ロシュール、ガルツ、リテアでもやっていました。まあ、実際どれだけ受かるかは知りませんが」

　ドレが最後に言ったように、実施だけして合格者なしっていうのはままある。

　目ぼしい者がいなかったとか、ただ賑やかしのためだったかは分からない。

「この話はユキにもしているが、何も言ってこないから、俺たちが気にすることはないだろうよ」

「そうだろうな。さすがに新米騎士として潜入するメリットはないからな」

「ヒフィー殿、コメット殿、学府、スティーブたち、自分たちも含めれば山ほど潜入していますからね」

「皆さん。何やら宿が騒がしいです」

「ん？」

　ドレに言われて、宿の方に目をやると、なぜか人だかりができていた。

　なんだ？

　結構、路地裏なんだが、なんで人が集まってるんだ？

「はっ。バカだろ」

「バカはお前さ、ロゼッタ。自分が強いと勘違いしているぜ？」

　なんだ？

　片方はロゼッタで間違いないが、片方の男は見たことがない。

「それはこっちのセリフだよ。血戦傭兵団は盾がないと何もできないんだろ」

「なんだと？」

「なんだい？　聞こえなかったのか？　ゴブリンっていう盾がないと何もできないんだろ。不意打ちで相手を倒すぐらいがやっとなんだろ？　だから、私たちに手を組めって言ってるんだろ？」

「言わせておけば……」

　へぇ、あれが噂のゴブリンを使った傭兵団の奴か。

　見た感じはロゼッタよりは腕は落ちるな。

　あと、ロゼッタに言い負かされているところを見ると頭もそこまで良くないか？

「言わせておけば？　で、何をするつもりだい？　ここで喧けん嘩かでもするか、私は一向に構わないけど、それだと私たちと手を組むって話はなかったことでいいんだね？」

「チッ、このことはきっちり団長に報告するからな!!」

「もうちょっと、まともな奴をよこせって言っておきな」

「クソッ!!」

　なるほど。下っ端か。

　さすがにあれが団長だったら、びっくりするところだわ。

　で、その男はロゼッタに言い負かされて、こちらに逃げてきた。

「どけ!!」

「おっと」

　言われてさっと道を開ける。

　みじめだ。

「お、戻ったんだね」

「ああ。なんか大変そうだな」

「ま、今に始まったことじゃないさ。だが、あのゴブリン使い共と手を組むなんてあり得ないね。女を何だと思ってやがる」

「やっぱり噂は本当か」

「ああ、報酬の一部に女を貰って、ゴブリンを増やす道具にしてるのさ。ったく、王様はなんであんな奴らを王都へ入れているんだか……」

　そこら辺も色々事情がありそうだが、俺たちが調べることじゃねーな。

　ま、ことが動き出すまでに、地道に情報を集めておこう。

　気が付いたら囮にされかねないからな。いつでも逃げだせる準備ぐらいはしておかないと。
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ｓｉｄｅ：ポープリ

「アマンダ、ワイちゃんに間違っても王都の上へ行ってはだめだと伝えてくれ。大混乱になる」

「はい」

「予定通り、王都が見えた時点で地面すれすれまで高度を下げて移動を開始してくれ、そうすれば兵士が見つけて連絡をよこすだろう」

「分かりました」

　私は今、大空を飛ぶということに感動している暇はなく、ただただ安堵していた。

　いや、もともと自力で好き勝手に飛べたのだから、いまさら空を飛べるからといってはしゃいだりはしないのだが。

　安堵したのは、コメット師匠より先にエクス王都に着けたからだ。

　あの、現状面白いことにしか興味がない師匠を先行させた場合、妙な方向に結果が傾きかねないと直感が訴えている。

　だから、まずは私たちが先に王都で繋ぎを作って、師匠の後に入ってきて動きを封じられるのを防がないといけない。

　あくまでも、私がエクス王都に訪れたという立場が要る。

　って、なんでノーブル神より身内を心配しているんだ、私は……。

　いや、違う。

　師匠たちよりも、先にエクスの内部を調べてユキ殿たちに有効な作戦を立ててもらうべきなんだ。

　それが第一の目的だ。

　そうしなければ、大きな混乱が生まれ、多くの血が流れ、望まぬ結果に繋がりかねない。

　今まではユキ殿のサポートがあったが、今回は違う。私の行動如何が結果に直結する。

　これが、この大陸を未来を背負うということか……。

　なんて胃の痛い。

　ユキ殿が巻き込まれて、ヒフィー殿と師匠に文句を言った気持ちがよく分かる。

「こんな面倒なことを、次代に残さないでくださいよ」

「何か言いましたか？」

「いや、なんでもない。と、見えてきたな。あれがエクスの王都だ。低空飛行で、スピードも落としてくれ」

「はい。ワイちゃんお願い」

　ぎゃーす。

　ワイちゃんが了解と言わんばかりに返事を返す。

　というか、言葉を理解しているんだよね。

　アマンダを竜騎士に任じた後、ユキ殿の素性を聞いた。ワイバーンも実際に手て懐なづけたのは、あの小さいアスリンとのこと。

　いや、もういまさら竜騎士はなかったことにできないし、ユキ殿の言う通り、竜騎士というネームバリューは非常にありがたい。

　だからこそ、とてつもなく申し訳なく思うのだが……問題が片付いたら、出来得る限り支援して、安全に幸せに暮らしてもらおうとは思っている。

　さすがに、この新婚の学生たちに魔力枯渇という環境問題に立ち向かえなどとは言えない。

　こっちが勝手に振り回しているのだから。

「しかしのう。妾とエリスがこちら側から行くとはな。ユキたちは予定ではどこじゃったっけ？」

「えーと、今、ローデイでの報告を終えて、学府に戻っているという予定ですね」

「あー、師匠たち。ごめんなさい。ユキさんたちとすれ違いになってしまって……」

「ん？　ああ、気にすることはないぞ。これぐらいのことで、どうにかなるほどやわではないしな」

「ええ。ラブラブだから心配はいらないわ」

　何を言っているのやら。

　ユキ殿とのことを邪魔しただけで、私をフルボッコにしたくせに。

　というか、毎日ウィードでユキ殿とは会っているから平気なのであって、きっと、１日でも会ってなかったら大変なことになると思うね。

　だが、この２人が一緒にいるのは心強い。

　正直、師匠やヒフィー殿よりも戦力はこっちが上だから、無理がきくだろう。

「タイキさんもすみません。アイリさんのこと……」

「ああ、まあ仕方ないさ。友達になったエオイドやアマンダに何かあったらアイリが悲しむしな。俺としても放っておくって選択肢はない」

「タイキさん……ありがとうございます」

　そして、さらに異世界の勇者までいるんだ。

　エオイドも最近は腕を上げているし、そうそう後れを取ることはないだろう。

「学長。どうかしましたか？」

「いや、戦力の再確認をしているところさ。まかり間違っても力負けするメンバーでなくて、多少は安心したよ」

「そうですか。しかし、力負けはしないだけですね？」

「ああ、判断を誤ればピンチになるだろう。その場合はエクス王都が……」

　ユキ殿や師匠の言う通り、灰塵に帰するだろう。

　……冗談にもならないよ。

　それを可能とする兵器も知恵も、ウィードのメンバーには揃っている。

　ノーブル王は、裏から手を回して盤石にしている最中なのだろうが、すでにチェックメイト寸前だ。

　これを覆すには、今まで積み上げてきたモノすべてを放棄して、犠牲にするぐらいの覚悟がないと対抗できないと私は思っている。

　私の認識が間違っていなければ、ユキ殿とノーブル王の力の差は歴然だ。

　ただ倒すだけならば、文字通り指一つ動かすだけで終わるだろう。

　だが、ユキ殿は一応、自分が面倒なことをしたくないとの方針で、犠牲が出ないことを望んでいる。

　グラドみたいな、超大型魔物でも出されれば、確かに面倒だし、被害が出る。

　だから、裏から手を回して、私を含め数多のルートでノーブル王とその周辺の情報を集めている。

　いや、私たちは今からだが、立場的に、モーブ殿たちや霧華たちより、ノーブル王に接近できるはずだから、質の良い情報を得ることができるはずだ。

　おそらく私たちの行動が、エクス王国が大陸の地図から消えるか消えないかのカギを握っているだろう。

　そこを上手く利用して、まずはノーブル王と竜騎士アマンダの紹介を兼ねて繋ぎを作って、魔道具関連の話を聞いて、そこから……。

「あのー、学長。たぶんあれ兵士さんですよね？」

「え？」

　アマンダに声をかけられて、思考の海から引き戻される。

　そして、進行方向の先には、確かに馬にまたがり、鎧を着た人物がこちらに向かってきている。

　武器は展開していないみたいだし、おそらくあれが迎えだろう。

「たぶんそうだね。ここで停止して、攻撃はしないように。私が受け答えをするから、万が一の時も考えて油断はしないように」

「はい」

　話が終わると、それを聞いていたワイちゃんがその場ですぐに着地してくれる。

　……本当に便利なものだね。モンスターテイマーは別で学科を作ってもいいかもしれない。

　アスリンやアマンダみたいなのは稀だろうが、魔物を従えるというのは今のように、想像もつかないメリットがあるかもしれない。

　私が単独で飛べることと、多くの人を乗せて移動できるというのは、意味合いがまったく違うからね。

　そんなことを考えているうちに、兵士がこちらにやってくる。

　向こうも警戒しているのか、下馬はしないで、すぐに反転して逃げ出せるような体勢だ。

「そのドラゴン。その杖つえ。ランサー魔術学府、学長ポープリ様御一行で間違いないでしょうか」

「間違いない。こちらが、ノーブル王から貰った招待状だ。ご検分願う」

　私はそう言って、貰った手紙を渡す。

　さすがにワイちゃんが抱えている檻越しというのは向こうが警戒するだろうし、こちらも本物であるという証明にもなるので、檻から出ている。

「確かに……間違いありません。確認いたしました!!　これより、学長ポープリ様御一行の案内をさせていただくことになります、アーネと申します!!」

　ハキハキとその女性兵士は答える。

　……ん？

　何か聞き覚えのある名前が出たような……。

「すまない。もう一度名前を伺っていいかい？」

「はい。アーネと申します!!　何か、問題があったでしょうか？」

「いや、知り合いの名前と同じで、聞き間違えかと思ったんだよ」

「なるほど。確かに、知り合いの名前と同じだと、聞き間違いだと思いますね」

「すまないね」

「いえ。気にしておりません」

　まさかね……。

　いや、でも……。

　落ち着け、どう考えても、おそらくは同名の別人。

　確かに少し幼いなーとは思うけど、それを言ったら私なんか、幼女と変わりないし？

　本人だとしても、それを問いただすような場面でもないし、逆に怪しまれる。

　というか、ドレッサ姫からの情報はアーネという名前だけだし、ドレッサ姫と同じように若いとは限らない。

　同じ歳に見えて、実際は凄く年上だったとか、そういうのもあるかもしれない。

「では、これから案内いたしますので、後ろをついてきていただいてもよろしいでしょうか？」

「ああ。よろしく頼む。見ての通りあのドラゴンは大人しいし、檻で囲っているだけで声を出せば聞こえるから、何かあれば気軽にたのむよ」

「はい。お気遣いありがとうございます。よし、皆、配置につけ!!　お客様に間違っても、魔物や盗賊の手を触れさせるな!!」

「「「はっ!!」」」

　アーネという兵士が指示を出すときびきびと動いて、私たちの周囲を囲むように布陣する兵士たち。

　それを眺めつつもみんなの下に戻ると、アマンダにアーネとの話を伝えて、低空低速飛行で周りと合わせるようにと頼む。

　ワイバーンに馬と同じ速度で走れとか、普通はできる命令ではないけど、そこはアスリン君の調教のおかげだろう。ワイちゃんが文句を言うことはない。

　ま、だが今の主はアマンダだ。低空低速飛行はあまり経験がないから、緊張している。

　そこで、ちょーっと相談に邪魔なエオイドはアマンダの所に行ってもらうとしよう。

「エオイド。ちょっとアマンダが慣れない飛行で疲れている。横に行ってやるといい」

「え？　いいんでしょうか？　逆に集中力を切らしそうな……」

「逆だよ。バランスを崩してしまえば、エオイドや周りの兵士にも被害が及ぶ。今の状態はアマンダ一人だから、そのことが緊張して抜け落ちている可能性がある。エオイドが傍にいればそれを思い出してなおかつ、集中力が上がるはずだ」

「そういうもんですかね？」

「そういうもんだよ。男だけが、良い格好を見せたいわけじゃないのさ。そして、夫婦はお互いを支え合うものだ」

「分かりました。皆さん、そういうことなので、アマンダのところに行ってきます」

　律儀にエオイドはみんなに頭を下げて、ワイちゃんの首に飛び乗り、アマンダの後ろにつく。

　それを見送った後、皆の顔を見て、なんとか口を開く。

「……どう思う？」

　もちろん、あのアーネのことだ。

「今のところは何とも言えんのう。名前が同じなんてのはザラじゃからな」

「そう、ですね。デリーユの言う通り、今のままでは何も判断はできませんね」

　デリーユ殿とエリス殿は私と同じで今のところはどっちか判断つかないという感じだね。

　まあ、当然か。

「まあ、一応、ユキさんに報告をしておくのがいいと思いますよ。向こうで別に探り入れてくれるかもしれませんし。個人的には、十中八九、ドレッサ姫が言っていたアーネだと思いますからね」

「タイキ殿、理由は何かあるのかい？」

「いやー、個人的な勘ですね。２人の言う通り、ただ同じ名前ってことも十分あり得ます。というか、普通はそっちだと思います。ただ、本人という可能性も頭の片隅に置いておくべきかなってところですね」

「確かに、可能性が低いからと言って、あり得ないと切り捨てるのはマズイ。タイキ殿の言う通りに、ユキ殿に連絡してもらっていいかな」

「ふむ。エリス任せた」

「デリーユ……はぁ、分かりました」

　まったく、幸か不幸か分からないね。

　予想外の人物が私たちに接触してくるなんて。

　まさか、こっちの動きがばれていたりするかい？

　いやー、それならもっと分かりやすい牽けん制せいをかけるはずだし、モーブ殿たちや霧華たちにも手が伸びてるはずだ。

　んー、よく分からない。

　ひとまず、王都へ入り、ノーブル王と話すことが大事だね。
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ｓｉｄｅ：タイキ

　さーて、世の中なんでこうフラグばっかりなんだろうな。

　いや、違うか。必然だっけ？

　勝手に運命とかを感じて、そう位置付けをするだけなのであって。

　幸運や不幸なんてのはどこでも起こっている。

　ただそれだけの話。

　結局のところ、それを運命と感じるのも当人たちが積極的に動くからであって、気にしなければただ過ぎ去るだけだ。

　今回のアーネの件もそうだ。

　基本的に、アーネという人物は今回のノーブルという人物に対して優先度が高いわけではない。

　ただ、足掛かりなだけだ。

　それで言うのであれば、ノーブルがまず、運命と言うべきだ。

　というか、そもそも、ユキさんにとっては……。

『さよか』

　この一言で済むような次元である。

　良くも悪くも、ある種業務の一環という感じである。

「相変わらずですね」

『変えようがないからな。探し人が見つかったなんて報告はウィードでも山ほどあるし、日本では比較にならんほどある話の一つだ。そんなことでいちいち、一喜一憂する暇はねえ。そもそも当人であるか確認を取るわけにもいかん』

「なんでです？」

『安全な日本とは違うからな。ただ探し人は見つかりましたよーって話じゃない。ドレッサに下手に伝えたら会わせろと言って、騒ぎを起こす可能性もあるし、かといって会わせるわけにもいかない。だって、敵方の騎士なんだろ？』

「ですよねー。日本みたいにいきませんよねー」

『いや、日本の人探しもあまり変わらんぞ。公的機関は特にな』

「え？　そうなんですか？」

『昨今、情報社会なのは知っているな？』

「はい」

『その過程で、事情があって自宅を知られたくないってことが、少なからずあるんだよ。探している相手が血縁でもな。借金とか、暴力とかな』

「ああー」

　なんかそんな話も聞いたことがある。

『ということで、日本でも探し人を見つけたからといって、すぐに当人に伝えるなんてのはない。個人情報保護法に違反するし、裁判沙汰になるからな。で、こんなことを引き起こした公的機関は叩かれるわけだ。迂闊に話せる内容じゃないだろ？』

「……そう、ですねー」

　なんというか、日本も日本で荒すさんでるなーって感じがして悲しいな。

　いや、俺がただそんな世界を知らなかった……ってわけでもなく、実感がなかっただけか。

　そんな俺の微妙な声音を聞いたユキさんはちょっと気まずそうに返事をしてくれる。

『あー、高校の時にこっちに来たなら、ちょっと嫌な話だったか。すまんな』

「いえ、ただ世の中をまだ舐めてただけですよ」

　そう、分かったつもりでいただけ。

　日本は一般人が平和すぎるだけで、日本の中でも大小問題はたくさん起きている。

　こっちの世界より、日本の方が楽だと勘違いしていた。

　いや、こっちの世界よりマシだったんだと思いたかったのだろう。

　この世界より遥かに上を行く、権謀術数が当たり前のように行われている。

　あの地球の方が、遥かに厳しい世界なのだ。

　スキルなどもない、自分の能力など明文化、数値化されず、ただ手探りで生きていく世界が楽なわけがない。

　だからこそ、ユキさんは地球の一員として、分かりやすく明文化や数値化されているこっちの世界で、いかんなく、その地球でやってきた力を発揮して物事に立ち向かっているだけだ。

「あー、そういうことだったんですね」

『いきなりなんだ？』

「いや、ユキさんはいつまで経っても地球のやり方じゃないですか。もう色々なところで」

『まてまて、俺だって現場に合わせて色々やっているぞ』

「あー、そう言うのじゃなくて。なんていうか、ほら、こっちの世界に染まってないって感じなんですよ」

『そうか？　だいぶ染まっている感じはするけどな』

「うーん。なんて言ったらいいんですかね。ユキさんからはいまだに地球の日本人だーって感じがするんですよ」

　そう。

　ユキさんはもうこっちに来て数年。

　でも、いまだに、地球らしさ、日本らしさが完全に残っている。

　食事とか、家とか、新作のゲームとかをＤＰから仕入れられているのも大きな原因だけど、生活スタイルは日本にいた時とあんまり変わっていない感じだ。

『ま、そりゃそうだろう。ここに住むことになったからと言って、物資が足りないとか技術が足りないわけでもない。わざわざ生活基準やスタイルを変える必要もないだろう』

「普通はそんなことできないですけどね」

『できるからやる。それだけだよ』

　たぶん、ユキさんの凄いところはこういうところなんだと思う。

　妥協などしないし、諦めない。

　自分の生活のためにすべてをなぎ倒す。

　特に子供や奥さん、ゲームの邪魔とかをすると、完膚なきまでに叩きのめされる。

　ユキさんにとって、子供、奥さん＞ゲーム≧知り合い＞＞＞＞＞＞＞＞異世界アロウリトという図式になっている。

　実際、ヒフィーさんとかいう神様はフルボッコにしたから、遠慮などない。

『で、俺の日本スタイルはいいとして、結局今はどうなってるんだ？』

「あ、はい。普通に王都に辿り着いて、王城まで案内されて、宛がわれた部屋にいます」

『エオイドと一緒か？』

「はい。他の女性陣は別室にかたまっています。ポープリさんとララさんも別室です」

『ま、そりゃメインの招待者だから。そういえば、その部屋の距離は？』

「ちゃんと配慮はされていて、すぐ隣ですよ。デリーユさんやエリスさんの部屋も一緒です」

『そっか。で、ノーブルとは……』

「まだ面会していません。てっきり出迎えがあるかと思っていましたけど、所用で外していたらしいです。こちらが思ったより早く到着したので、間に合わなかったと聞いています」

『ふーん。ま、ポープリはコメットより先に到着するために飛ばしたからな。今まで諸外国に知らせていた速度と数倍は違うから仕方ないか？』

「たぶん。疑いだしたらきりがないですからね」

『だな。ところで、もう敵陣のど真ん中だが、監視とかはどうだ？』

「今のところは特には感じませんね。監視も鑑定も受けたような感じもありません」

　自分の能力が抑えられている感じもしないし、本当にただの城という感じがする。

「ダンジョン化をしているかどうかは……はっきりとは分かりません」

『地下だけの可能性もあるか、本拠地は別ってところか』

「とりあえず、こっちはポープリさんたちがノーブル、俺たちはアーネ関連を探っていこうと思っています」

『そうだな。それがいいか。あ、そういえば、今、エリスやデリーユからの連絡がないのは、アマンダと一緒だからか？』

「はい。エオイドも一緒に、あれです、王様へ謁えつ見けんする練習ですよ」

『ああ、アグウストでは、カチンコチンだったからな。今回は多少マシかと思ったらそうでもないのか』

「アレがこっちでは普通なんでしょう。俺たちからすれば天皇陛下と顔を合わせるようなもんだし」

『別に普通でいいじゃん。向こうからのお呼びだし、俺きっと天皇陛下と顔合わせでも普通に喋ると思うわ』

「それはそれでおかしいと思いますけどね」

『だって興味ねえもん。別に侮辱するわけでもないけどさ、逆に緊張しまくって話にならん方が問題だろう？　勘違いしてないと思うが、普通というのは常識に則っての普通だからな。礼儀なんて言われても、いきなり天皇陛下と面会するときの正式な礼儀なんて知らないし』

「そりゃ分かってますよ。でも、それで普通に話せる人なんていませんよ。ガチガチになります」

「人はな、慣れる生き物なんだ」

「……苦労したんですね」

　……うん。

　やっぱり、ユキさんって今までもの凄く苦労して来たんだ。

　大人って大変なんだなー。

　コンコン。

　ドアがノックされる音が響く。

「すみません。誰か来たみたいです」

『おう。お仕事頑張ってなー』

　すぐに通信を切って、来客が誰なのかを尋ねる。

「どちら様でしょうか？」

「私だよ、タイキ殿」

「ポープリさんですか？　どうぞ」

　そう言ってドアが開くと、皆が勢ぞろいで部屋に入ってくる。

「くつろいでいるところ悪いけど、どうやらノーブル王が戻ってきたみたいなんだ」

「なるほど。挨拶ってことですか」

「ああ。一緒に来てもらえるかい？」

「大丈夫ですよ。連絡は終わりましたし」

「そうか、エオイドをこっちに引っ張ってきてよかった。どんな話をしたのかは、後で聞こう」

「はい」

　ということで、皆と合流して、ノーブル王の待つ場所へと向かうことになった。

「皆さまこちらへ」

　アーネさんは引き続き俺たちの世話役になっているみたいで、そのまま案内も務めている。

　が、謁見室と思しき場所は通り過ぎて行く。

「おや、謁見室ではないのかい？」

　ポープリさんも同じことを思ったらしく、アーネさんに質問している。

「はい。こちらから招待しておりますので、謁見室では申し訳ないと陛下が仰られまして、客室にてお会いするとのことです。特にポープリ様の魔術への貢献を考えれば当然かと」

　ふーん。

　一応、敬意は払っているって感じだな。

「そうか、それはありがたい話だ。しかし、私やララはいいとして、他の皆もいいのかい？」

「はい。皆さま全員を連れてくるように言われております。特に憚はばかる話でもないのでしょう。ですが、退席を求められた際には、ご協力お願いいたします」

「ああ、分かったよ」

　俺たちも入室ＯＫですか。

　こっちとしてはありがたい……のか？　それとも一網打尽の可能性があって危険か？

　そんなことを考えているうちに、客室に着いたのか、アーネさんがこちらを振り返って立っている。

「こちらで少々お待ちください」

　そう言うと、くるりと扉に向き直り、ノックをする。

「誰だ？」

「はっ。アーネであります!!　陛下の命令により、ポープリ様御一行をお連れいたしました!!」

　アーネさんが答えると、扉が開かれる。

　そこから出てきたのは、ひょろっとした男だ。

　鎧も着ていないし兵士ではないだろうから、もっと偉い人か？

「うむ。確かに。どうぞこちらへ……」

　扉が大きく開かれ、俺たちは部屋へと入って行く。

　そこには、世の中は不公平だと思うほど、イケメン氏ねって感じの優男が立っていた。

「やあ、よくぞ参られた。我がエクス王国をまとめるノーブルだ。さ、長旅で疲れているであろう。かけてくれたまえ」

　労いの言葉と、笑顔もイラつく。

　ああ、憎しみで人が殺せたら。

　ま、奥さんがいるから全然気にしてないけどね。

　……本当だよ？　全然気にしてないから。

　ま、そこは置いておいて、ポープリさんとララさんが座るのを待ってから、俺たちも後方に用意された椅子へと座る。

「改めまして、よくぞ来てくれた。厚く御礼申し上げると共に、不躾な手紙を送ったことをここに謝罪する。魔術学府の学長に対し失礼なことをしてしまった。申し訳なかった」

　へぇ、ちゃんと頭を下げるのか。

　俺としては、どっかのわがままな王様とか、第六天魔王のイメージがあったが違うみたいだ。

　むしろ、ヒフィーさん寄りかな。

「謝罪、確かに受け取りました。以後、普通にご連絡いただければ問題ありません。正直、面白い手紙でしたので、これでこの話は終わりにしましょう」

「そう言ってくれると助かる。しかし、ポープリ殿。幼いとは聞いていたが、ここまでとは」

「私もノーブル陛下がここまでお若いとは思いもしませんでした。確か即位されたのが30年ほど前と伺っていましたから」

「いや、所詮若作り。覇王などと自称してはいるが、すでに全盛期は過ぎて老いをひしひしと感じている。ポープリ殿が育ててくれた我が国の魔術師がいなければ、もっと老いが進行していただろう」

「ほう。それは、老いを停てい滞たいさせるモノを、我が生徒たちが開発したということでしょうか？」

「停滞というほどのモノではない。遅らせるぐらいだな。しかし、十分に素晴らしいものだ」

　……何をしらじらしい。

　どっちも不老のくせに。

「なるほど。それほどのものを作るために、我が校にも下手に人材を送ることはできなかったというわけですね？」

「そうだ。さすがに研究の途中で漏ろう洩えいされて先を越されるのはつらいからな。ここ20年ほどは指折りの魔術師はそちらに送らず、自国で育てていたというわけだ」

「そして、発表する気になったと？」

「だからこうやって、魔術の第一人者であるポープリ殿にご足労願ったのだ。お眼鏡に適えば、他国へも喧伝しようと思っている」

「お墨付きが欲しいわけですね」

「そうだ。しかし、耐えかねないと思えば、遠慮なく言って欲しい。不良品を胸を張って発表する気などないのでな」

「分かりました。厳しくいきましょう。ちゃんと理由も書類に書き留めて」

「ありがたい。では早速、といきたいが、本日はゆっくりしてくれ。そちらも急ぎ足で疲れているだろうし、我も情けないことに、思ったよりもそちらが早く来たのでな、仕事をほったらかしなのだ。今日中には終わるので、明日、正式にそちらの竜騎士アマンダ殿への挨拶も済ませたい」

　そう言ってノーブルは、アマンダに向かって頭を下げる。

「このような無礼な対応になってしまい。まことに申し訳ない。明日、正式に場を設けるので許して欲しい」

「い、いえっ!?　そ、そんな、お、恐れ多い!!　ぜ、全然気にしてませんから!!」

　……やっぱ、少しの訓練ぐらいで、どうにかなるわけないよなー。

「ノーブル陛下、うちの若者が困っていますので、それぐらいで」

「……そのようだな。しかし、この若さで竜を従えるとは、その才能が羨ましい限りだ。できれば、これからも仲良くしたいものだ」

「は、はい!!　よ、よろしくお願いします!!」

　とまあ、こんな感じで話は進んでいく。

　しかし、全然敵意が見えない。

　……どう判断したものか？
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ｓｉｄｅ：エリス

「……という感じでしたね」

『なるほどなー』

　私たちはノーブル王との面会を終えて、部屋に戻ってきて、ユキさんに報告をしていました。

　先ほどは、アマンダやエオイドがいたので、タイキさんに任せましたが、今は逆にアマンダとエオイドをタイキさんに任せて私たちが報告しています。

「とりあえず、あからさまな敵意みたいなものは今のところなかったね。普通に友好的だったよ」

「そうじゃな。妾たちに何か手出ししようという雰囲気ではなかったのう」

『そうか。ま、普通の王様って感じか』

「そうですね。色々暗躍していた割には、まっとうな感じがするお人でした」

　なんというか、覇王という呼び名や、暗躍などから、もっと狡こう猾かつで掴みにくい人物かと思っていたのですが、人柄も良さそうな感じで、どちらかというと、ヒフィーさんと同じような感じがしました。

　私利私欲というより、何か理由がありそうです。

　いえ、もともと神々はルナさんからの指示で、各々独自に魔力枯渇への解決策を模索しているだけ。

　ただ、私たちは下手に接触すると問題があるということで、こういう形になっているだけですからね。

　話し合いで済むのであれば、それがいいのです。

　まあ、そんなことはまだ分かりませんが。

『まあ、まだ顔を合わせただけだし、明日からが本番だな。ポープリにとってのタイムリミットはあと２日ってところだな。コメットが到着する。コメットが合流したら、たぶん向こうは一気に畳み掛けてくるだろうから、それまで、コメット相手に優位に立てるような情報を集めることだな』

　そう、今回私たちが足早にエクス王都に赴いたのは、コメットさんより先にエクス王都に入りたいと言ったポープリさんのせい？　というのは違いますね。案というべきですね。

　何というか、コメットさんは面白い方向へという感じが強く、被害が大きくなりそうなのです。

　でも、実際それがどう作用するか分からないし、こちらから何か行動を起こさないといけないので、ユキさんは好きにやっていいと言っています。

　コメットさんが注目を浴びる代わりに、他のチームが動きやすくなりますからね。

　まあ、ポープリさんの気持ちも分かりますので、先行して被害が少なくなる方法を探すつもりなんです。

　ユキさんとしても多角的な情報収集は必須といつも言っているので、特に止めるようなことはありませんでした。

　あえて言うのであれば、アマンダとエオイドの心配ぐらいですね。

　彼女たちは私たちの画策で竜騎士とその恋人という役を担ってしまったのですから、何かあっても彼女たちは逃がせるようにしておくようにと言われています。

「そう言われると、何か身内で争っているみたいだねー」

　私にも正直そう聞こえます。

『世の中そんなもんだ。競い合いだよ。コメットの方針と、ポープリの方針が違うからな。どっちを採用するかってなると、より精度が高い方だ。俺という決裁者を納得させるように頑張ればいい』

「気楽に言ってくれるね」

『コメットのやり方はいけないと思って、慌てて行ったのはポープリだしな。俺としては、コメットが何かしてくる方が、色々やりやすいとは思っているからな』

　確かに、今まで地道に調査をしていますが、私たちがすでに王城に入っていますし、スティーブたちも遺跡の調査に乗り出し、霧華やモーブさんたちも色々行動を開始しているはずです。

　こちらの動きがばれる可能性もゼロではないですから、目め眩くらましをしてくれることは助かりますね。

「分かっているよ。口出し手出しをしているのは私の方だ。しかしだな。師と付き合いが長い私としては、どうしても師が主体で注目や情報を集めるというのは、とんでもないことが起こりそうで嫌なんだよ」

『そういう気持ちは分かる。まあ、その予感を回避するために頑張れー』

「他人事だね」

『他人事だしな。どのみち動かないと何も分からない。動く分には自由にしてくれ。あ、一応動く前に報告は欲しい。フォローもあるからな』

「分かったよ。と、そういえば、エリス殿やデリーユ殿はどうするつもりだい？　さすがに、私の付き人という立場だけだと、どこまでいけるか分からないよ？」

　確かに、私たちはポープリさんとララさんの護衛という形だが、ノーブル王との本格的な会談や、内部まで見せる話になれば、ついていけるとは限らないわね。

『あー、それな。別についていけないなら、城の見学とかすればいい。表向きな戦力把握とかもできるし、２人はそういうのは得意だから』

「そうなのかい？」

「はい。知っているかと思いますが、ウィードの財源管理をしていますし、物資などからおおよそは……」

「妾も兵の練度とかなら分かるな。武器に関しても、ナールジアから色々聞いておるし、魔剣の有無を調べるのにもいいじゃろう。霧華は裏から色々探っておるし、表からは妾たちということじゃな？」

『そうそう。そこら辺はヒフィーやコメットに任せようと思っていたから、そっちがやってくれれば楽になるな。あとは、案内につくだろうアーネの探りかね。さりげなく、どうして騎士に、とか聞いてくれりゃいいよ』

　そうですね。

　アーネさんのこともありますし、これを全部コメットさんたちに回すのは厳しいですね。

「なるほどね。なら、最初からその予定で行こう。彼女たちは私から席を外してもらって、その間に城の探りを入れるという感じで」

『２人がいいならいいけど、どうだ？』

「私は構いません。理に適っていると思います」

「妾も賛成じゃ。わざわざ内部に入って監視をつけられるのも嫌じゃしな。アマンダとエオイドのこともあるし、そっちにも人数が残っている必要はあるじゃろ。まさか、あの２人を内部に連れていくわけにもいかんからな」

　デリーユの言う通りね。

　あの２人を内部まで連れていくということは、こちらの問題に完全に巻き込むことになる。

　現在でも、十分に巻き込まれているし、わざわざ危険を増やす必要はないわ。

『そうだな。２人のこともあるから、そっちの方針で決定しよう。というか、アマンダやエオイドはまだまだ、お偉いさん相手の対応は苦手みたいだし、下手に１人にすると、変な言げん質ちを取られて引き込まれそうだよな』

　はい。ユキさんの言う通りだと思います。

　何度か、アマンダやエオイドには指導はしてはいますが、早々慣れるものではありませんね。

　私たちの場合は、すでに貴族の怠慢、汚職や、王族のつらさなどを見聞きしていて、雲の上の存在という認識が最初から外れていました。

　まあ、全部ユキさんのおかげなんですが、それがなければ私もそういう人々に普通に相対することはなかったと思います。

「そうだね。あの２人にはまだまだ早い場所だからね。色々迷惑をかけるかもしれないが、フォローを頼むよ」

「ええ。任せてください」

「任せておけ」

　あそこまで面倒を見た子を見捨てるような真似はしないわ。

「そう言えばユキ。他のメンバーの動きはどうなっておるんじゃ？」

『ん？　ああ。コメットたちはあと２日後ぐらいってのは言ったな。現在王都にいるメンバーは、モーブたち、霧華、外部では遺跡の調査にスティーブたちだな。まずは王都メンバーの動きだが……』

　ユキさんからの報告は以下の通りです。




・モーブメンバー

　現在、ロゼッタ傭兵団の指導役として行動し、ドレッサのドッペルと一緒に行動中。

　特にドレッサ姫以外の監視などは見受けられず、王都の街を観光の建前で巡っている。

　治安の悪い所も存在しており、ジルバ、アグウスト、ローデイ、エナーリアと同じように街並みもそれほど変わらない。

　注意事項としては、ロゼッタ傭兵団とは別に、血戦傭兵団という、ゴブリンを盾に使う傭兵団との接触があったとのこと。

　直接的というわけではなく、ロゼッタ傭兵団を挟んだ間接的な接触で、モーブメンバーのことは気にも留められなかったということ。

　今後は、その血戦傭兵団を中心に情報を集めるとのこと。

　あと、騎士団の募集があるとかなんとか。




・霧華メンバー

　現在、モーブメンバーとは別に、デュラハン・アサシンたちが単独行動で潜入中、霧華は忍者、他は商人や、観光客などを装って、街の情報を集めている。

　主に、モーブメンバーが集めた情報の裏付けのような仕事をしている。

　なお、ホワイトフォレストにてダンジョンコアを奪った相手も霧華の部下が追跡中で、到着は５日前後ぐらいになるとのこと。




・スティーブメンバーというか部隊

　すでにエクス王都周辺の遺跡の確認は終わっており、いつ潜入するかという状態で、ポープリたちの動きに合わせて潜入調査を行う予定になっている。

　なお、モーブたちが遭遇したアンデッドの群れに関しては、一帯を調査したが野生の魔物だという証明、あるいは関係する痕跡は見られず。おそらくは誰かが用意して襲わせたのではないかと報告が上がっている。




・ドレッサ姫について

　現在はラビリスたちと一緒にウィードを満喫しており、下手に刺激すると不安定になりかねないのでアーネに関しては、エリス、デリーユたち主体で進めて欲しい。




　このような報告が上がってきました。

「特に今のところは問題なさそうじゃな」

「そうね。というより、明日からが本番ということね。ポープリさんとノーブル王が会談や、色々なことをしているうちに、私たちやスティーブたちがどこまで情報を集められるかね」

「私が囮だというのはちょっとアレだとは思うが、まあ有効利用というやつか」

『だな。有効に利用しているだけだな。持ちつ持たれつってやつだ。しかし……』

　ユキさんは少し考え込むような仕草をしていて、私はそれが気になりました。

「何か心配事でもあるんですか？」

『いやー、自分が主導で進めておいてなんだが……」

「なんだが？　どうしたんじゃ？」

『なんか手応えがないというか、何もなさすぎて逆に怖い。今までは相手の行動は筒抜けだったからな。今回はぶっつけ本番。いや、ヒフィーの時とか、アルフィンの時も同じだったんだが、今回はさらに規模が大きいから』

　ユキさんも不安なのですね。

　いや、指示を出しているからこそ、きっと一番不安でつらいと思います。

　私も、ユキさんを前線に送るとかになれば、きっと心配でたまらないでしょうし。

『心配してもしゃーないんだけどな。まあ、不測の事態が起これば連絡をして、手に負えないなら、さっさと戻ってきてくれ』

「はい。分かりました」

「うむ。無理はせぬよ」

「分かっているよ。死ぬつもりはないからね」

　明日はしっかりと気を引き締めて、どのような事態にでも対応できるように、過ごしていきましょう。




ｓｉｄｅ：ノーブル・ド・エクス　エクス王国　覇王　軍神（この世界レベルで）

　予定より、ポープリ殿が早く来たので、仕事が夜まで押してしまった。

　まったく、竜騎士というのを過小評価していたらしい。

　まだまだ、色々な面で学ぶことは多いようだ。

　いつか、竜騎士も部隊に組み込めるようになればいいのだが……。

　そんなことを考えていると、傍についていた宰さい相しようが声をかけてくる。

「陛下、本当に魔術学府の学長に発明の品を見せるおつもりですか？」

　その顔は不安を如実に表していた。

「最初の予定通り、全部というわけでもない。それでも心配か？」

「はい。あの発明の数々はまさに、陛下を覇王へと導く大事な我が国の宝でございます。それを、大陸随一の魔術の第一人者に見せるのは、多大な損失に繋がり、今後の陛下の覇道への邪魔になるかと」

「……宰相の心配も分かる。が、こちらも学長の力量を知らんのだ。主要な発明品でないものを見せて色々測る予定なのは話したし、おそらくはこちら側についてくれる」

「陛下のご友人のことでしょうか？」

「ああ、そちらも今こちらに向かっている。まあ、その前に学長が何か行動を起こすなら、処理すればいいだけだ。まさか、学長１人すらどうにもできないで、大陸を制するなど夢のまた夢だしな」

「……確かに。差し出がましいことを申しました」

「よい。その気持ちも分かる。して、学長たちは？」

「はい。すでに客室へ戻られて、お休み前に話し合いをしているようです」

「話？」

「ええ。監視の報告というか、扉から思い切り声が漏れてしまい会話の内容が筒抜けですので」

「どういうことだ？」

「竜騎士殿の礼儀練習ですな。こちらの騎士にお願いして練習しているようです。まあ、若いですからな」

「そうか。ふふっ、どこでも若者は大変だ。年寄りの悪知恵に振り回される」

「さようですな」

　さて、僕も早く仕事を終わらせ、若者の見本となるような姿勢や振る舞いで臨まねばな。

　あー、忙しい。
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ｓｉｄｅ：デリーユ

　窓から見えるのは、雲一つない青い空ではなく、まばらに白い雲がふわふわと漂っている長閑な空だ。

　１日の始まりを告げる風景としては申し分なし。

　本日もしっかり働こうと思えるというモノじゃ。

「うむ。こっちは今日も晴れやかじゃな」

「そうね。最近ウィードは雨が多いし」

　妾の言葉を聞いたのか、エリスが返事をしてくれる。

　エリスの言う通り、何か知らんがウィードはここ数日雨続きで青空を見ていなかった。

　いや、ダンジョン内なのでいつでも天候は変えられるんじゃがな。

　なるべく、外の天候と合わせようというのがユキの方針じゃからな。

「こっちでの仕事があって良かったと思えるな。珍しく」

「ええ。普段はユキさんが忙しい原因ですし、良いイメージはないですから」

　うむ。エリスの言う通り、ユキがこちらに掛かりきりで大変そうじゃからな。

　ユキに与えられている使命から考えると仕方ないのじゃが、妻としては非常に不愉快であり、心配じゃ。

「これが終われば少しはゆっくりできるじゃろ」

「だといいけど。とりあえず、エクスの問題さえ片付けば、６大国全てに繋ぎもできるし、楽になるとは思いたいわね」

「まあ、まずはエクスの件を終わらせんとな」

「そうね。今日から本格的に動く感じだし、幸先が良い朝と思いましょう」

　そんな感じで、エクス城での朝は特に問題なく迎えることができた。

　特に、夜間に襲撃されることもなく。ジルバやエナーリアの時より平和じゃ。

　いや、どっちも妾は出産後で自宅待機じゃったがな。

　まだ、襲われないと決まったわけでもないのじゃが。

　妾たちが話している間に、他の皆も起き始めて、全員が起きる頃を見計らってか、アーネが朝食の用意ができたと呼びに来て、そのまま朝食になった。

　朝食は可もなく不可もなく。

　たぶん、この新大陸の水準では良い方なのじゃろうが、まあ、ウィードと比べるだけ無駄か。

　お湯を入れるだけ、３分でできる美味い飯があるからのう。

　妾としては、カップラーメンは好きなのじゃが、ユキが体に悪いから、週１、２までと言うのが残念じゃな。

　ま、夜食としてこっそり部屋で食っておるが。

　色々種類があるから仕方ないんじゃよ。

　太ってもおらぬし、万事問題はないからＯＫじゃ。

　って、なんで朝食を食べながら、他の飯の事を考えているんじゃろうな？
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「で、アーネ君。私たちはこれからどうすればいいのかな？」

　朝食も終わり、お茶を飲んで一息ついている所で、ポープリが話を切り出した。

「はい。其方さえよろしければ、午前中に正式にポープリ殿、竜騎士殿への挨拶を済ませたいとのことです」

「分かった。護衛の皆の同席は認められるのかい？」

「大丈夫です。が、陛下から直接お言葉を賜たまわるのは、ポープリ殿とアマンダ殿のみですので、他の皆さまは私たちと一緒に、下がった場所から謁見することになります」

「ま、当然だね」

　じゃな。必要のない人物で、他国の人間を無為に王に近づける理由はないからのう。

「……」

「アマンダ、落ち着いて。ノーブル王も慣れていないのはご存知だから、そこまで硬くならなくていいのよ？」

　ポープリとアーネが話している横で、固まっているアマンダにエリスが声をかけているが、ありゃ駄目じゃな。

　妾が王女様だったとか伝えたらどうなるかのう？

　いや、ユキのメンバーの素性を伝えたらきっと死にそうじゃな。

　だって、王族も知り合いは山ほどおるし、サマンサが公爵じゃから判断が曖あい昧まいじゃが、そこはいい。それより上の神様を手足のごとく使っておるからな。

　そんなことを考えていると、横におったタイキから声がかかる。

「何かあると思いますか？」

「今のところは特に殺気は感じんのう。勇者や日本人としての勘ではどうなんじゃ？」

「勇者としては、魔王様と同じように怪しい空気は感じませんね」

「魔王様は余計じゃ。しかし、勇者としては、か。日本人としてはどうなんじゃ？」

「うーん、アマンダが緊張しすぎて面白いことをやってくれるってところに期待ですかね。お約束ってやつです」

「それは、下手するとクビが飛びそうじゃがな……」

「現実はそうですよねー」

　何を呑気な。

　そういうお約束は漫画だから許されるのであって、普通は相応の処しよ罰ばつが下る。

　なあなあで済むことなどこの王権が大事な世の中ではあり得ん。

　……なんか一気に心配になってきたぞ？

　アマンダ、間違っても問題になるようなミスはしてくれるなよ。

　そんな心配をよそに、特に問題もなく、正式な訪問歓迎の簡素な式典は終わった。

　ふう、なんというか、胃に悪かったな。

　今までは問題があっても、力押しでよかったのだが、今回はそうもいかんからな。

　その違いじゃろうなー。

　ユキがいつもなるべく被害を最小に済ませようとしているのは、こういう心の負担も含めてなのじゃろうな……。

　今後は妾もそこらへんには気を付けよう。




「ぎ、ぎんぢょうしたー……」

　で、その式典を乗り切った本人は部屋に戻ってぐだーっとしている。

　見ている方もハラハラだったがな。

「ま、何事もなくてよかったわ」

「そうじゃな」

　エリスの言葉に心底同意する。

「何事もありましたよー!!　陛下にフォローしてもらうなんて、私、大丈夫でしょうか……」

「問題ないよ。一般の人はそういうものだからね。しかも、アマンダはエクス王国の国民でもない。私の連れであり、学生、そして竜騎士だからね。これしきで問題を問うことがあれば、それこそ器量を疑われる。むしろ……」

「むしろ？」

「君が野心のない、ただの学生ということが知れて安心しただろうさ。ノーブル王以外もね」

「どういうことでしょうか？」

「そこは戻ってからだ。これからアマンダは色々あるんだからね」

「あう。そうだ、これから、ワイちゃんを飛ばして見せるとか、あるんでした……」

「その後は、兵の訓練を見るとか、城内の案内を受けないと。私の方は魔道具の検分だね」

「が、学長は一緒じゃないんですか!?」

「竜騎士の演武までは一緒だろうが、その後の魔道具は機密になるからね。アマンダが是非にというなら可能だが、魔道具を見て意見を出せるかい？」

「無理です。遠慮します」

「それが賢明だよ。なに、そっちにはエリス殿、デリーユ殿、タイキ殿、そして君の夫、エオイドもいる。そうそうまずいことにはならないよ。フォローはしてくれる」

「なんか、私がダメダメな気がしますけど……分かりました」

　上手く話を逸らしたな。

　ただの学生というのが、今は上手く機能したか。

　ノーブル王が言葉で大丈夫とは言っていたが、ノーブルの部下は竜という生物への恐怖が少なからずある。

　言葉だけで完全に拭えるものではない。

　それは竜を操るアマンダも恐怖の対象になってしまうということだ。

　だが、緊張でガチガチになったアマンダを見て、ただの一般学生だという認識が生まれたということだろう。

　あれなら妙な野心もありはしないと判断される。

　王や国を害する可能性は低いと見られて、取り込む方向に動くだろうな。

　暗殺よりはマシじゃな。

　ま、これを本人に言えば、変にまた緊張するから、かえって逆効果になりそうじゃな。

　だからポープリは明言を避けたというところじゃな。

　そんなふうに軽く休憩をしつつ雑談をしていると、アーネが部屋を訪れた。

「失礼いたします。ポープリ殿、ララ殿、魔道具の件でお話がございます。よろしいでしょうか？」

「ああ、かまわないよ」

「はい。大丈夫です」

「竜騎士殿の演武後に予定している、魔道具の検分ですが、どなたがいらっしゃるのか、確認を取ってくるように言われましたので」

「そうだね。私とララだけの予定だよ」

「えーっと、他の皆さまのご同行はよろしいですか？」

「おや？　同行してよかったのかい？」

「はい。ポープリ殿を信頼しているとのことです。また、視点が違えば見える物も違うのかもしれないとのことです」

　ほう、向こうから誘ってくるか。

　しかも、誘い方も自然で違和感がない。

　下手に断るわけにもいかない言い方じゃな。

「そうだな。それなら……と言いたいが、やはり私とララだけにしておこう」

「理由をお聞きしても？」

「簡単だよ。昨日も今日も見たと思うけど、まだまだアマンダは場慣れしていない。ポロっとミスが出る。そういう意味で他国の機密に触れさせるわけにはいかないよ」

「……なるほど。分かりました。しかし、残られる皆さまはどうするのでしょうか？」

「よければ、城内などの見学をさせてもらえないかい？　そっちの方がアマンダとかの若者にとっては勉強になるだろう」

「分かりました。そのように陛下にはお伝えします」

　そう言ってアーネは退出していく。

　アーネが出ていくのを見届けた後、アマンダが口を開く。

「なんでノーブル王は学長以外の人も呼ぼうとしたんでしょうか？　いえ、エリス師匠やデリーユ師匠ならともかく、私やエオイドは全然ですし……」

「んー。一応言わないわけにもいかないだろうね。竜騎士は役に立たないと最初から烙らく印いんを押してしまうようなものだから、お伺いを立てたんだろうさ。勝手に判断するのと、伺いを立てた上で相手が断るのとはまったく違うしね。他国への印象もある」

「うーん、なんか難しいです」

「そういうところも追々勉強しないとね」

「……分かりました」

　本来はこれが普通なんじゃろうな。

　一般人は政治とか駆け引きなんぞ無縁じゃからな。

「そういえば、竜騎士の演武と言っておったが何をするつもりじゃ？　曲芸みたいなことは練習しておらんぞ？」

「ああ、ただ飛んで回るぐらいだろうさ。魅せることが演武の目的じゃないからね。アマンダとワイちゃんの能力披露が目的なんだよ。まあ、何かリクエストもあるだろうけど、そこら辺は私とよく相談してからだね。勝手に安請け合いはしないように」

「はい」

　演武の内容も、それなら特に問題はなさそうじゃな。

　いや、曲芸じみたことはワイちゃんは訓練でよくやってただろうから、できないことはないじゃろうが、アマンダが目を回すじゃろうな。

　まあ、そんな感じで、アマンダが披露する演武の内容を適当に決めていると、本番の時間が来たようで移動を開始する。

　アマンダは案の定、緊張でカチコチ。

　間違って観客席とかノーブル王の所に突撃とかはやめてほしいのう。

　その時は妾たちが止めるしかないか……。

　そんな不安を抱えつつ、移動をしていると……。

『そっちが動き出したのは確認した。こっちが知り得る限りの重要人物のほとんどはその演武に出るみたいだから、今からスティーブたちや霧華の行動を開始する。そっちはノーブルと他の動きをよく見ててくれ。連絡を取るようなそぶりがあるか確認してほしい』

　ユキもついに動き出したか。

　他の皆も連絡が来たらしく、目配せをして頷く。

　さあ、ここからが本番じゃな。

　そちらも色々思惑があるのじゃろうが、こちらもこちらで色々あるからな。

　化かし合いといこうかのう。
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ｓｉｄｅ：スティーブ

　本日は晴れ。

　雲１つない青空ではなく、雲が混じる普通の晴れ。

　草原には風が程よく吹いて草がなびき、森には木漏れ日ができ、そこに動物たちが集まっている。

　おそらくは、これを平和だというのだろう。

　だが、そういうのはやはり一面でしかないとおいらは知っているっす。

　だっておいらたちが、その平和を享受していないっすから。

　この平和な気持ちの良い天気の中にあって、薄暗い影に潜み、装備を整え、息をずっと潜めているのがおいらたち。

　この姿を見た一般の人は平和だとは言わないっすよねー。

　まあ、その平和を保つために働いてるつもりではあるんっすけどね。

　そんなことを考えつつ、装備の確認をしていると……。

『ＨよりＬへ、予定に変更なし。繰り返す。予定に変更なし』

　そんな連絡が入るっす。

「了解」

『そちらの準備の方はどうか？』

「発見しているエクス近辺、４か所全ての遺跡への派遣はすでに終わっているっす。現在、装備の点検、再確認中」

『了解。速やかに点検を済ませて、いつでも突入できるようにしておけ。ノーブルと接触をしたポープリたちはそろそろ演武に出席する予定だ。その隙に侵入を試みて色々な情報を集める手筈に変更はない』

「了解」

　素早く各隊に連絡を取り、現状を確認する。

　大将のオペレートを聞きたいっすけど、準備が終わってからっすね。

　ということで、各自の準備が終わったことを確認して、大将に再度連絡を取る。

「ＬからＨへ、全部隊準備完了。いつでも作戦開始できます」

『了解。その状態で待機せよ』

「で、なんで大将がオペしてるっすか？」

『ああ、オペレーターは各隊で別についている。俺は総括みたいな感じだな。余裕があるから直接話しているって感じだ』

「なるほど」

『そっちが潜入して、細々報告を上げ始めると反応はできんな。吟味で忙しくなる。だからこの会話も最初だけだ。まあ、死ぬなよ』

「敵さんがおっかないトラップとか仕掛けてないことを祈るっすよ」

『そういえば、スティーブが潜入するところは本命だったよな？』

「そうっすよ。監視で人の出入りが確認されているっすから」

　そう、おいらの担当場所は、４か所の内で唯一、人の出入りがある場所。

　敵が何かをしている可能性がある最有力候補であり、４か所の中で一番困難だろうと言われている。

　だからこそ、おいらが派遣されたわけっす。

『と、ポープリたちが動き出したな。時間合わせ、一ひと一ひと〇まる〇まるより探索を開始する』

「了解」

　全員が腕時計を見つめる。

『５、４、３、２、１……作戦開始。諸君の働きに期待する』

　さて、いよいよ始まったっす。

「作戦通り、１人はここで入り口を監視。残りの４名は２名ずつで、分かれて捜索、情報収集を開始するっす。行動開始」

　すぐに潜入組のおいらたちは遺跡の入り口に近づく。

　人の出入りはあるのだが、外に見張りは立っておらず、接近するだけなら特に問題はない。

　まあ、だからと言って楽勝だぜーって思うことはないっす。

　この遺跡、最初は通路が一直線なんでそこで誰かと鉢合わせする可能性が高いっす。

　それから奥は先行偵察をしていないので分からないっす。

　色々心配な要素はあるっすけど、そこら辺はなんとか経験で越えていくしかないっすね。

　一帯の索敵が済んだのか、ハンドサインを部下がくれるっす。

（辺りに気配なし）

（暗視装置、サーマルセンサー、魔力センサー、音源センサー共に反応なし）

　よし。

　特に問題はなさそうっすね。

（魔力遮断装置を起動。光学迷彩は敵をやり過ごす時のみとする。全員侵入開始）

　音もなく遺跡に侵入し、一直線に延びる通路を歩いて行く。

『ＨよりＬへ、そちらの潜入を確認。ノーブルたちに特に反応はなし。作戦を続行せよ』

　その連絡に声を出して返事することはない。

　ただ報告を聞いて、作戦を続けるだけっす。

　しかし、しばらく歩いているつもりなんですけど、トラップも何もないっすね。

　もしかして、ただ使えるか様子を見に来ただけで、本命は別だったってやつっすかね？

　そんな心配も出てきたんで確認を取る。

（どれぐらい進んだ？）

（直線だったのでおよそ７００メートルです）

　やっぱりそのぐらいっすか。

　しかし、思ったより長いっすね。

　まあ、深く考えても仕方ないっす。今は奥に行ってみるのが大事っすね。

　さらに倍ぐらい歩いていると、進行方向から足音と人の話す声が聞こえてくる。

（全員、光学迷彩用意。入り口を見張っている連絡員に連絡。待機部隊から、追跡させて）

（（（了解）））

　全員その場で動くことなく、相手が来るのをじっと待つ。

「しかし、この通路長いよな」

「そうだな。まあ、再利用してるんだし仕方ない」

「でもよ、こんな場所じゃなくても研究なんてできるだろ？　なんでまた陛下はこんなところでやっているんだろうな」

「そりゃー、警備がしやすいからだろう。お前が言ったように道が長いし、狭せまいとまでは言わないが、音が響く、侵入者がいたらすぐに分かる」

「あー、なるほどな。門番が奥にいるのも？」

「そうだ。外で見張っていると、どこから不意打ちが来るか分からないし、ここで何かやっていますよーって言ってるようなものだしな」

「上も色々考えてるんだなー」

「そういうことだ。まあ、物を運ぶ俺たちとしては大変なんだがな」

「だよなー。まったく、魔術学府のお偉いさんか何だか知らないけど、これを見せる価値はあるのかね？」

「俺たちが何を言っても仕方ないさ。命令通りに運ぶだけだ」

「ま、いいけどな。俺たちは良い暮らしさせてもらってるし、陛下がいいって言うならいいんだろうさ」

　そんな話をしながら２人はおいらたちに気が付かずに通り過ぎていく。

（先ほどの会話をすぐに大将へ。こちらは情報収集が仕事っす。考えるのは向こうに任せるっすよ）

（（（了解）））

　色々と考えたくはあるっすけど、今、おいらたちがすることじゃないっすからね。

　しかし、門番ねー。

　倒さないと中に入れないとかは面倒だなー。

　その場合も想定はしているっすけど、仲間１人を囮にするっすからね。

　危険が大きいのであんまりやりたくないっす。

　そんなことを考えて進んでいると、階段に辿り着く。

（全員、気を引き締めていくっすよ。階段はトラップの宝庫っすから、厳重に注意を）

　一歩一歩確実に降りていく。

　圧力式とか、ピアノ線とか、魔力式のトラップが無いか、慎重に周りを観察して下りていく。

　だが、特にトラップはなくそのまま下の階層にたどり着く。

　色々と腑に落ちないっすけど、さっきすれ違った相手は特に訓練しているような感じはしなかったし、トラップはつけていないっすかね？

　で、少し奥に進むとようやく開けた広間みたいな場所に出て、奥に門がそびえていた。

　大体６メートルぐらいっすかね？

　門には兵士が４人、門の上にも、警備の兵士がさらに４人ほど立っている。

　よくよく見ると、広間の入り口近くの両サイドには扉があって、広間に入ってきた相手をすぐに囲める態勢になっている。

　なるほど、こりゃ通路にトラップは要らないわけっすね。

　通路を無音で歩くのはほぼ不可能。すぐ気が付かれて迎撃態勢を整えられる。

　上手くここまで辿り着いても、これ以上は奥に進めないし、軍事施設というのはすぐに分かる。

　盗賊ごときでは、どうすることもできないっすね。

　情報が流れていないのが多少不思議っすけど、最初からこの場所を別の施設ということで話しているなら特に疑問に思われないっすね。

　国の備蓄施設とかにしてるなら、最初からここに盗賊が入り込もうとは思わないっすね。

　集団で攻めても数を活かせないし、ようやく辿り着いたら門を突破するというお仕事。

　どうせ、エクス王都にすぐ連絡が行くようになっているだろうから、そこまで距離も遠くないのですぐ援軍もくるって寸法っすね。

　といっても、特に今のおいらたちには問題にはならないんすけどね。

　これが、魔力セキュリティの鉄扉とかだったら非常に面倒だったんすけど、上が空いているっすからね……。

（全員、門は閉じられているから、上に飛ぶっす。音に注意）

（（（了解）））

　映画の定番なら何かを引っ掛けて、壁をよじ登って、鉄条網をうまく抜けるとか高難易度なんすけど、よじ登る必要はないし、鉄条網もありはしないので楽っす。

　超レベルでの俺ＴＵＥＥＥって素晴らしいと思うっす。

　いや、おいら以上の化け物もゴロゴロいるっすけどね。大将とか……。

　ま、そこはどうでもいいや。考えても仕方ないし。

　そんなことを考えつつも、簡単に門の上に辿り着く。

　あっけないとは思いつつも、おいらたちの姿が見えていないので仕方がないっすね。

　というか、排除する必要があったら、この門兵さんたちとか全員ぶっころの可能性もあったし、よかったっすね。

（予定通り、ここの調査は戻る時に余裕があればするっす。ここはいったん通り過ぎて、中身を確認するっすよ）

　そうハンドサインを出すと、全員頷く。

　今のところ問題はなく、大将にもメールと写真の経過報告を送って、それからさらに奥へ進む。

　すると、さらに場所が開けてそこには街が広がっていたっす。

　さすがに大将の作るダンジョンのように疑似的な空なんかは存在していないっすけど、地面は遺跡の石造りから土に変わっていて、暗さもなく、ところどころに木が生えており、ウィードとどこかしら似ているところがあるっす。

　時間帯が昼頃ということもあってか、人が普通に出歩ている。

　とりあえず、その様子を眺めつつ、街の中へ踏み込んでいく。

　あ、今更っすけど、光学迷彩ならお互いのハンドサイン見えなくね？　って話だけど、この時だけ腕の光学迷彩を解いてるっす。

　お互いの姿はサーマルセンサーで確認しているし、問題ないってことっす。

　見られても、手だけ浮いてたって感じだから、勘違いか、頭がおかしいぐらいにしか思われないっすからね。

　人の心理も利用するのは大将のお手の物。

　とりあえず、大きさはそれなりで、かなりの人が住んでいると思える広さだったっす。

　律儀に、広場みたいなところに街の地図がおいてあったっす。

　大体５キロ四方ってところっすね。

　大将の初期の頃のダンジョンっぽいっすね。

　その地図を写真に収めてから、人目のつかない家屋の屋根に上る。

　路地とか定番の所なんて行かないっすよ。

　こっちの方が安全っすから。

「さーて、予想通りと言いましょうか、予想以上と言いましょうか……ともかく、大将に報告を」

「了解」

　ここでようやく声を出して指示を出す。

「とりあえず、中の調査はおいらたちに一任されているっす。まずは地図を見て調べるところを絞ってみるっすか」

　写真に収めた地図をコール画面で展開、全員で確認する。

「……こっちはおそらく居住区っすね。細かい建物が密集しているっす。逆に反対側は大きい建物が多いから、何かしら組織だって作業を行う設備とみるべきっすね」

「そうですね。で、どうします？」

「ここから２、２で分けるっす。居住区の探索はそっちが。大きい建物、作業場らしきモノをおいらが引き受けるっす。大将からの連絡では、ノーブルおよび、エクス軍の動きは見えないらしいっすけど、油断はしないように。連絡はいつでも取れるようにしておくっすよ」

「「「了解」」」

　そうして、おいらたちは大きい建物へと移動していく。

　おそらく、おいらたちの方が危険っすよねー。

　しかし、本当にダンジョンの中に街を作ったような感じっすね。

　ここまでしっかり管理してるなら、書類とかありそうだから、それを狙うのがいいっすね。

　ついでに、さっき通路ですれ違った人たちが魔道具とか言ってたから、それに関係する場所もあるだろうし、そこも調べられたらいいっすねー。

　しかし、何というか、大将が心配したように、上手く行きすぎて逆に心配になるっすよね。

　調べものしてたら取り囲まれたり……。

　ま、その時はその時っすね。

　今は、少しでも多くの情報を手に入れることが大事っすね。

　どっかの特殊工作員とか、潜入ゲームみたいに、ボス戦とかありませんように。

　そんなお約束は現実にはいらないっす。

　というか、なんでダンジョンに配備されるべきおいらたち魔物がダンジョンアタックしてるっすかね？
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ｓｉｄｅ：霧華

　さて、本日の晴れは私たちにとって吉と出るか凶と出るか……。

　いえ、天候の良し悪しで、私たちの任務の成否に関わるなどと思ってはいけませんね。

　何事も成し得るのは、最後まで諦めず行動した者のみ。

　無論、神頼みが悪いわけではありませんが、努力もしないで運任せなど、ぞっとします。

　というか、神様はウィードでジャージ姿という無体な格好ですので、祈るのはちょっと……。

　しかし、今日は王城で学長と竜騎士を迎える式典があるというのに、特にエクスの王都は騒がしくもなく、いつもの通りの朝を迎えているという感じでしょう。

　ここ数日、私はエクス王都をモーブさんたちとは別の旅人という形で歩き回り、王都の調査をしていました。

　忍び姿でもなく、普通の……というのはあれですね。新大陸で通用する旅人の服装です。

　普通というのはウィードでの服のことを言うのであって、こういうボロの服が普通の私服と思われるのは心外です。

　アンデッドとはいえちゃんとした自我がある女性ですから、無論、死臭など魔術で消していますとも。臭いで気が付かれますからね。アサシンの名を冠するのですから、そういうところも気を配っています。

　とりあえず、本日は色々忙しいことになりそうなので、その前の打ち合わせをしっかりしておきましょう。

「お、霧華」

「どうも、勝手に上がらせてもらっています」

　ということで、同じようにエクス王都に潜入しているモーブさんたちとコンタクトを取ります。

　無論、表立って、宿屋の正面から入って、ドアを叩いて入るなどということはしていません。

　私たちはこの場所ではお互いの存在すら知らないという形なので。

「外の見張りの連中はどうだった？」

「いつもと変わらずですね。３名が同じような場所から見張っています。増員はないですから、ドレッサ姫の動きには特に関心が無いようですね」

「そいつは良い話だ。俺たちはいつものように訓練して、飯食ってという予定で問題ないわけだ」

「はい。そのようにお願いします。ご主人からもそのように連絡が……」

　そんな話をしていると、そのご主人から連絡が来ました。

『よう。おはよう。揃ってるな』

「おう。おはようさん」

「はい。おはようございます」

　特にご主人の表情は変わらず、朝の挨拶をしましたし、今のところは問題はなさそうですね。

『さーて、そっちがどこまで話してるかは知らないが、こっちにも情報提供を頼むわ』

「いいぜ。といっても特に変わりなしだな。霧華が外の監視を見てくれて報告してくれたが、増員もなし、特に張り詰めた様子もなしって感じだから、こっちのことはばれてないみたいだな」

「私の方も、昨日、竜が来たことで騒がれはしましたが、本日は特に騒がしくもありません。式典の話もほぼ出てきません。城勤めの兵士が酒場で少し喋ってたくらいです」

「あ、俺の方もワイちゃんの話はそんなに出てなかったな。ロゼッタ傭兵団の方から少し情報が流れたくらいで、特に慌てた様子もなかったな」

『そうか。予定に変更なしでいいな。スティーブたちも配置は終わっているし、モーブたちはいつもの通りで』

「おう」

『だが、モーブ以外は潜入捜査しているから、何かあれば陽動として動いてもらうからな。その覚悟はしておいてくれ』

「へいよ。具体的には？」

『場合によりけりだ。その時になったら連絡する』

「その時がないことを祈りたいね」

　確かに、そんな状態は潜入している私たちの誰かがピンチもしくは全員のピンチです。

　そんな状態は嫌ですね。

『そして霧華はスティーブと同じく、ポープリたちが気を引いている間に、でき得る限り内部の情報を集めてくれ』

「はい」

「ん？　ちょっと待ってくれ。今回はそれだけなのか？　思いっきり動くってのはないのか？」

『今回はあくまでも、情報収集が目的だ。動くのはヒフィーたちが到着してからだな。まあ、集めた情報が即時処理を求められるものならそう言った方向もあり得なくはない。今までと違って相手にダンジョンマスターがいる可能性が非常に高いし、ルナという仲介役を挟んでいるわけでもない。だから足で情報を稼ぐしかないんだよ』

「あー、そうだったな。だから俺たちも潜入してるんだった。最近訓練ばかりで忘れてたわ」

『もうボケたか、おっさん』

「ボケてねえよ」

『ま、そこはどうでもいい。霧華は予定通りに城に潜入。怪しい所や武器庫、資料などの情報を頼む』

「了解です」

『じゃ、俺はスティーブたちとの連絡もあるから、あとは頼む』

　そう言って話は終わり、私はモーブさんたちの部屋を離れ、いつでも潜入できるように待機します。

　すでに潜入ルートは決まっており、何度か検証も行いましたが、相手方に反応はありませんでした。

　反応がないことを喜べばいいのか、警戒すればいいのか、判断に困るところですね。

　できればこちらの技術が相手を上回っていて反応できないという答えが一番好ましいのですが……。

　まあ、そういうことも確認するための、情報収集作戦なのです。

　ちゃんと陽動のモーブさんたちもいますし、何かあれば援護はそれなりにあります。

　あとは私次第ということでしょう。

『スティーブたちは潜入を開始。霧華、そちらも作戦を開始してくれ』

　そして、いよいよその時が来ました。

「了解。潜入を開始します」

　私の装備もスティーブ隊と同じで、光学迷彩を使い、門から堂々と潜入します。

　今日はポープリさんたちの式典などがあるので、謁見などの人は来ていないようですが、それでも城の出入りがゼロになるということはありません。

　物資の搬入や、お城勤めの人の出入りがあります。

　まあ、そんな感じで特に誰にも気が付かれることなく、潜入に成功したわけですが。さて、どこから情報を集めるのか、という話になるのですが、リスクの低い所から順に調べることになっています。

　マッピングをしながら、まずはお城の内部構造を調べます。

　どこに何があるのかを知らないので、そこを知るところからです。

　王の部屋や宝物庫など、重要な場所には兵が立っているので、そういう所は目印を付けて、後回しにする感じです。

　……しかし、張り合いがない。

　廊下で兵士とすれ違いはしますが、まったく反応されません。

　緊急連絡も来ないですし、ポープリさんたちもスティーブたちも上手くやっているのでしょう。

　さて、ある程度全体は調べましたし、次は怪しい所ですね。

　王の部屋や執務室は警備がいますし、後回しで、武器庫や地下の牢屋ですかね？

　私がそう考えていると、窓から何かが地上から飛び立つ姿が見え、歓声も同時に聞こえてきます。

　バッサバッサと羽を振って空を飛んでいるのは、ワイちゃんですね。

　上にはアマンダさんの姿も見えます。

　どうやら、十分に役を果たしているようです。

「おお、凄いな。アレが竜騎士か」

「凄まじいものですね」

　不意にそんな声が聞こえて振り返ると、執務室を警備していた兵士がこちらに向かってきています。

　いえ、正しくは窓から見えるワイちゃんを見に来ているのでしょう。

　チャンスですね。

　私は兵士たちと入れ替わるように、執務室へと向かい、周りに誰もいないことを確認し、開錠して執務室へ忍び込みます。

　これがウィードみたいな電子、魔力セキュリティがあるとどうにもならなかったでしょうが、そういうところはまだまだのようです。

　その場合は、どこかで兵士を絞め落として、カードキーなどを奪わないといけませんから、難易度が跳ね上がっていたことでしょう。

　何はともあれ、本当にワイちゃんとアマンダさんには感謝ですね。

　文字通りいい囮です。

　後回しにするしかなかった執務室へ先に潜入できる機会が来るとは思いませんでした。

　ギィ……。

　そんな音を立てて扉が開かれます。

　これは鳴き砂、鶯うぐいす張ばりのようなものでしょう。

　音が立つ材質を使って、来訪者を知らせる知恵。

　まあ、誰もいないのであれば意味がないのですが。

　そして素早く扉を閉め、内側から扉の確認をします。

　こういう大事な場所には、誰かが侵入していないかを確かめるために、扉に紙片などを挟むことがあります。

　原始的ですが、きわめて効果的です。

　そういうトラップが無いかを確認すると……予想通り、床に紙片が落ちています。

　さて、これでは侵入者がいるのがばれてしまいますね。

　対応策は色々ありますが、今は情報を集めましょう。

　ササッと、執務室の机に近寄り、罠が無いか確認しつつ、慎重に引き出しを開けては確認していきます。

　内容を詳しく見ることはしません。

　片っ端から写真に収めて、即座に送るのです。

　色々重要な情報があった気はしますが、それをじっくり読んで解析するのは私の仕事ではありません。

　ちゃんと書類の順番も同じにして引き出しに戻します。

　鍵かぎが付いている引き出しもありますが、高度な鍵でもないのですぐにピッキングして開け、中身を確認していきます。

　無論、戻す時にはちゃんと鍵もかけ直します。

　後は、棚の本もあるのですが、さすがにそれを調べるのは時間がかかりすぎます。

　次があるのなら、というやつですね。

　さて、予定通り、処理待ち、確認待ちの資料はすでに写真に収めましたし、ここを出ますか。

　私は腰に下げた袋から、ネズミを取り出します。

　無論、ただのネズミではありません。

　ただのネズミに見えて、高レベルの魔物であり、言葉を理解する利口な子です。

　紙片などの侵入者を知らせるトラップを欺くための相棒です。

「では、私は窓から出ますので、あとは任せました。合流は予定通りの場所で」

「チュウ」
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　私はネズミを残して、窓から外へ出ます。

　ネズミはこちらが出たのを確認したあと、鍵を閉めて、ある程度時間が経ったら、執務室の物を倒して、兵士にドアを開けさせる予定です。

　兵士がカギを持っていなくても、誰かがカギを開けるまではネズミはがここにいる予定なので、犯人はネズミということになるのです。

　私は引き続き、状況が許す限り情報の収集に当たることにしましょう。

　次は武器庫ですかね。

　しかし、こうやってお城とかに潜入していると、アサシンク○ードを思い出しますね。

　スティーブたちはメタルギ○派なんですが、私達デュラハン・アサシンはアサシンク○ード派なんですよね。

　いえ、暗殺とかはしませんけど。




ｓｉｄｅ：ユキ

　最初は暇なのだが、情報が送られてくるとそうも言っていられなくなる。

「ゴブリン隊、スティーブ部隊以外はハズレのようです」

「スティーブ隊、部隊を２つに分けてダンジョン内の街の情報収集を開始」

「霧華から、執務室の書類データが送られてきています」

　次々に経過報告や、情報が集まり忙しくなる。

「ハズレのゴブリン隊は引き上げさせろ。スティーブ隊の支援要員に回せ」

「了解」

「スティーブ隊からの報告をまとめて地図の制作急げ」

「了解」

「霧華から送られた書類データは即座に印刷してこっちに回してくれ。確認する。城内の図面もポープリたちの証言を合わせて作ってくれ」

「了解」

　はぁ、ゲームとかでは現場の主人公がクソ忙しく見えるんだけど、裏方も情報分析とかで非常に忙しいんだよな。

　知りたくも、味わいたくもない現実だったよ。

「どうかしたかね？」

「いえ、裏方も裏方で大変だなーと、改めて思い知っただけですよ」

「楽な部署はないということだ。ま、私も手伝うから頑張ってくれ」

「タイゾウさんが手伝ってくれるだけ助かりますよ。嫁さんたちは手伝ってくれますけど、まだまだ初心者ですからね」

「だろうな。だからこそ私を引き留めたんだろう？　本来であれば私もエクスに向かっていたはずだからね」

　そう、タイゾウさんがついていかなかったのは、情報処理のためだ。

　こっちに残ってもらった方が有利だと判断したから。

「で、情報は何か出ると思いますか？」

「普通ならないな。一度の情報収集で完璧なものが揃うなら誰も苦労はしない。何事も積み重ねだ」

　ですよねー。

　ラノベとか漫画、映画なら、「な、なんだってー!?」っていうベタな情報が出るけど、世の中そんなに簡単じゃないよなー。

　ああ、平社員の頃が懐かしい。
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ｓｉｄｅ：タイゾウ・モトメ

　カリカリ……。

　紙に走らせているペンの音が響く。

　いや、ようやく気になったというべきか。

「……ふぅ。一度休憩するか」

　私はペンを置いて、夢中で書いていたノートに目を向ける。

　内容は、主に記憶にある限りの技術や思い付きなどの走り書き。

　私がこちらの世界に来てから定期的にやっていることだ。

　なにせ、この身一つでこの世界にやってきた。

　日本のように、いつでも本を読んで好きなだけ情報を引き出せるわけではない。

　なので、こうして思いつく限り、分野問わず思い出す限り書き出して、記録に残しているのだ。

　後で何かの役に立つだろうと思って。

「今風に言うとアウトプットだったか？」

　こうして書くことで覚えているかどうかを判断することになるという意味だったか。

　まあ、試験勉強をするようなことだろう。

「まあ、いまさらする意味はあまりないんだがな」

　そう、今はこうやって書き出すのは私の趣味でしかない。

　ウィード、ユキ君たちと合流した今、いつでも現代日本の書籍や情報を取り寄せられる。

　私がいた時代よりもはるかに進んだ情報が山ほどある。

　たった60年ほどでこれだけ進んでいるのかと驚いたものだ。

「世の中どんどん便利になっていくものだな」

　私はノートをよけて目の前のパソコンに視線を移す。

　そこには、私が今手掛けている仕事や、論文などのデータが開きっぱなしになっている。

　そう、もはやノートも必要ない時代になっているのだ。

　パソコンがなければ仕事ができないのでは不便だと思っていたが、ネットワークによって端末でも操作でき、ノートパソコンだけでなくタブレットでも作業ができるし、情報の共有もできる。

　つまりどこにいても仕事ができるというわけだ。

　さらには、ネットを通じてどこでも数多の情報を取り出すこともできる。

　このパソコンがあれば図書館に行く必要もないということだ。

　昔は、誰が今まで積もり積もった書籍や論文、絵などをデータにするのかという話があったらしいが、蓋を開けてみればこの便利な道具を使いやすくするために、多くの人たちがこぞってデータ化をしていて、今や膨大とも言えるデータがこのネットには存在している。

「とはいえ、本を探すということもそれはそれで楽しいのだがな」

　私は次に本棚へと目を向ける。

　そこには私が必要と感じて揃えた紙の媒体としての書籍が揃っている。

　これはこれで味がある。

　背表紙を見て購入を決めたものもあれば、内容を読んでこれは必要だと思って購入したものも。

　運命の出会いというものだろうか？

　そんなことを考えて苦笑いをする。

「私の青春は本か……」

　彼女ができないのも納得だ。

　そう思いつつ、休憩なのだから外の風を浴びるかと思い、上着を取って外へと出る。

　出た途端、ふあっと体を優しい風が包む。

「……これは上着は必要なかったか？」

　外の空気は暑すぎず、寒すぎず、ちょうどいい感じだ。

　まあ、持ってきた上着をそのまま手に持っているのもあれなので羽織る。

　風が冷たくならないとも限らないからな。

「さて、外に出たのはいいがどうするか」

　休憩、気分転換に出たのだが、これといった目標はない。

　まあ、それが休憩だ。

　詰め込んでいて仕事が進むわけでもないからな。

　何も考えず水面に糸を垂らすというのも気分転換になるものだし、私もとりあえず気分でそのまま歩いてみようか。

　私はそう決めて、ただ気の向くまま足を進めていく。

　わーきゃー……。

　と、子供たちの声が聞こえる。

　ここは、そうか……。

「公園だったな」

　そう、答えは簡単、公園だ。

　ユキ君がウィードの住人の憩いの場所として用意した場所。

　この世界にはまだまだ遠い概念のはずだったが、今ではこうして子供が楽しそうに笑う声が聞こえてくる。

　それだけではない、私のように散歩している者もいれば、お喋りを楽しんでいる者もいる。

　まさに平和、というやつだな。

　私も子供の頃を思い出す。

　何も考えず野山を駆け回っていた頃を。

「……そういえば、この前花見をしたな。あの桜並木はどうなっているか」

　この公園でつい半月ほど前だろうか？

　ユキ君たちと花見をした。

　サクラ君たちの誕生祝いも兼ねてだが。

　そんなことを思い付いて、私は公園に入っていく。

　穏やかな日差しの中、人々は思い思いに今を過ごしている。

　私もその中の１人。

　実に平和だ。

　この平和が続くように国を守っていかねばならない立場になったとはな……。

　日本もあの戦争の先に見ていたものがあるのだろう。

　そんなことを考えつつ、風景を楽しみつつ、花見をした場所まで歩いていると……。

「あ、タイゾウさんじゃないですか」

「あ、ほんとだ。おーい」

　正面からそんな声が聞こえてきて、よく見てみると、ユキ君とタイキ君がいる。

「やあ、２人ともこんなところで会うなんて珍しいな。休憩中かい？」

　この２人も私と同じように、ここに来たのは同じように息抜きだと思ったのだ。

　そうでもなければのんびり私を待つこともしないだろう。

　私に用事があれば真っ先に連絡を取ってくるだろうからな。

「ええ。ちょっと仕事の合間にですね」

「タイゾウさんもですか？」

「ああ、ちょっと休憩だな。のんびり歩いていたら公園が見えて桜が気になってな」

　隠す理由もないので素直に休憩のついでに桜を見に来たことを伝える。

「さすがにもうあれから半月ですからね。桜は散っていますよ」

「それは分かっているさ。ただ、どうなっているのか見たくなってね。まあ、休憩に理由を求めるのもおかしな話だろう？」

「確かに。じゃ、行きますか」

　ということで３人でこの前宴会をやった桜並木までやってくる。

　そこには半月前の桜の絨じゆう毯たんと桜吹雪はなく、若葉が芽吹いた緑色の桜の木が立ち並んでいる。

　何も知らない人から見ればただの木でしかない。

　しかし、私たち日本人にとっては大きな意味がある。

「無事に若葉が生い茂っていますね」

「ああ、ちゃんと桜が時を重ねているようで何よりだ。これでまた来年も綺麗な花を咲かせるだろう」

「ですね。桜が散って終わりじゃないですもんね。始まりですから」

「ああ、タイキ君の言う通り。桜は散るのが始まりだ。新しい命が芽生え育っていく」

「今年も頑張っていきましょうってことですね」

　ユキ君の言う通り、新しい命が生まれてくるのだから、この国をこの世界を、ちゃんと守っていかねばなるまい。

　まあ、それは私たちの都合ではあるが。

「そういえば、なんで新年度って４月からなんでしょうかね？　年明けは１月でしょう？」

「ああ、それは答えだけ言うと、稲作に合わせたものだったらしい。昔はお米がお金の代わりを果たしていたのは知っているかな？　年ねん貢ぐといってそれを現金化して予算を作るという面倒な方法を取っていて、１月に間に合わなかったと聞いている」

「へぇ。実際その時を知っているわけじゃないですから、ネット上では噂話として記載されていましたけど、本当だったんですね」

「真実かと言われるとちょっと疑問ではあるし、当時友好関係にあり技術や制度を教えてもらっていたイギリスを倣ならったという話もある。どのみち、桜に合わせて新年度を作ったわけではないのが、浪漫に欠ける話だな」

「あー、そっか。予算の配分が４月になるから、学校とか国の期間もそれに合わせて動いたってことか」

「予算が分からないのに予定を決めるのは不可能だもんな」

　さもありなん、といったところか。

　世の中、どこまでも予算、お金で動く経済だということだ。

「とはいえ、こうして桜を始まりと考える者たちもいる。日本は浪漫に溢あふれているのかもしれないな。まあ、現実を覆い隠す都合の良い話かもしれないがな」

　良いことを言おうと思ったが、すぐに撤回してしまう。

　何せ、耳あたりの良い言葉を使って、私たちは若者たちを戦地に送り出すことをよしとしてしまった。

　国のために、同期の桜などとな……。

　そんなことを考えて顔を曇らせていたのがユキ君たちにばれていたようで……。

「それでもいいじゃないですか。別に桜自体に罪があるようなことでもない」

「ですよ。自分で考えて行動するのはいつの時代だって一緒です。まあ、色々難しいっていうのは分かりますけどね、過去よりも未来ですよ」

「……そうだな。ああ、そうだ」

　私は今一度桜の若葉をはっきりと見つめる。

　現実から目を逸らすためのモノではなく、未来を、これからをはっきりと見定めて歩くため桜に私たちがするのだ。

　その決意と共に、また風がふあっと体を包み込む。

　心地の良い風だ。

　まるで私の決意を後押ししているようだと勘違いしてしまう。

　いや、そうだと思おう。

　科学者だからと言って神仏に頼るのは駄目だということはない。

　健全な心の在り方というものだ。

「よし。散歩をしたら腹が減ったな。何か食べに行くつもりだが、ユキ君、タイキ君たちはどうする？」

「お邪魔じゃなければご一緒しますよ」

「俺も一緒に行きますよ」

「ああ、なら美味しいモノを探しに行こうか」

　こうして私は桜並木を後にする。

　よい、気分転換になったな。
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